
※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

定着を予防する外来種（定着予防外来種）

侵入予防外来種

1 224 イネ ビーチグラス
Ammophila
arenaria

未定着
侵入予
防外来
種

海岸砂丘 Ⅳ ◎ ○ （◎） × ◎ ◎ （◎） ○ （○） ○ - - - -
ヨーロッパ海岸地
域、北米東部に分
布

－
1.2m、多
年草

砂丘の砂留めに栽植される。

日本でも販売される可能性がある。
海外では、砂丘の砂留めに栽植さ
れる。一部の地域では、家屋の屋
根、籠、椅子の座布団などに利用さ
れる。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、生態系を改変するおそれがあ
り、海水で分布拡大すること等か
ら、特に日本の海岸等の生態系
に影響を及ぼすおそれのある場
所には、持ち込みを行うべきでは
ない。

⑩海外：ISSG 有用

その他の定着予防外来種

2 47 カバノキ
ヨーロッパハンノキ
（オウシュウクロハ
ンノキ）

Alnus glutinosa 未定着

その他
の定着
予防外
来種

湿地 Ⅳ ◎ ◎ （◎） - ○ ○ （◎） ○ （◎） - - - ○ -
ヨーロッパ、コーカ
サス、シベリア西部
原産

－
20m、落
葉高木

湖沼、自然林、植林地、河川
敷、市街地、荒地、湿地に生
育。日当たりの良い、湿った土
壌を好むが、乾燥にも耐える。
窒素固定を行う。

青森県、岩手県で植栽。海外では、
浸食防止、土壌改良、観賞用に植
栽

海外で侵略的な外来種とされてい
ることから、特に生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所への持ち込みは行
うべきではない。

⑩海外：ISSG
便覧、有
用、園芸事
典、JF

3 50 クワ フランスゴムノキ Ficus rubiginosa 未定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ○ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） - - - ○ -
オーストラリア原
産、ヨーロッパや北
アメリカに導入。

－
30m、常
緑高木

自然林、植林地、川岸、低木
林、市街地 。環境への適応の
幅は広い。

日本で観賞用に販売されている。
海外では。日陰樹等として広く植え
られる。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、動物により種子が散布される
こと等から、生物多様性の保全上
重要な地域に侵入するおそれの
ある場所への持ち込みは行うべき
ではない。

種特異的な受粉者がいないと種
子をつけない。同じイチジク属の
ガジュマルは、小笠原で問題に
なっている。

⑩海外：ISSG JF

4 99
ベンケイソ
ウ

クラッスラ・ヘルム
シー

Tillaea helmsii 未定着

その他
の定着
予防外
来種

湿地 Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ◎ （○） - - （◎） ○ -
オーストラリア、
ニュージーランド

－
0.2m、水
草

湿地や水辺を好んで生える。
水槽内での栽培の難易度は普
通。

日本でもアクアリウムで利用。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、水により断片が散布されること
等から、自然水域への持ち込み
は行うべきではない。

アズマツメクサと同じ仲間。ISSG
ではCrassula helmsii 。和名（通称
名）は本学名による。
Tillaeaアズマツメクサ属の数種が
日本で採集されている。

⑩海外：ISSG
水草Ⅰ、勝
山委員

5 118 カエデ
ノルウェーカエデ
（ヨーロッパカエデ）

Acer platanoides 未定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） - ◎ ◎ （◎） ◎ （◎） - - - ○ -

ヨーロッパからカフ
カス地域に広く分
布。北米の自然林
に侵入し、侵略的と
なっている。

－
落葉高
木

海岸、自然林、植林地、撹乱
地、市街地に生育。湿潤な温
帯地域に生育。生長が早く、
様々な土壌環境に適応する。
耐陰性や耐干性があり、病気
への耐性があり、海岸にも生
育する。

庭園樹、街路樹、公園樹に利用。葉
が周年暗紅色の園芸品種も育成。
日本でも流通しており、近年庭木等
として用いられている。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、風により種子が散布され、浅く
張った根茎が在来種の生育を阻
害し、葉から土壌微生物に影響を
及ぼし、在来種の生育を阻害する
毒素を放出する。北アメリカでは
下層植生の衰退が報告されてい
る。
冷温な地域において、生物多様
性の保全上重要な地域に侵入す
るおそれのある場所へは、持ち込
みを行うべきではない。

・日本にはカエデ属の種類が多い
ことから、定着する可能性が高い
と考えられる。
・日本での栽培成績からは、少な
くとも暖地では非常に弱い。
・雌雄同株。

⑩海外：ISSG
有用、JF、
日本造園学
会

6 118 カエデ
アメリカハナノキ
（ベニカエデ）

Acer rubrum 未定着

その他
の定着
予防外
来種

ハナノキの生育地
の周辺

Ⅰ ○ ◎ - ◎ - ◎ ○ ○ ○ - - - ◎ -
米国北部、カナダ
原産。

－
落葉高
木

沼沢地や川岸に生える。
庭木、公園樹、並木として利用され
る。

絶滅危惧種のハナノキの遺伝的
撹乱を引き起こすことから、ハナノ
キの生育場所の周辺には持ち込
まないか、花粉の散布を防止する
配慮が必要である。

絶滅危惧Ⅱ類（VU） のハナノキ
の遺伝的攪乱を引き起こしてい
る。

⑪その他：勝木委
員

樹木、日本
生態学会第
60回全国大
会 (2013)
講演要旨

7 135 グミ
ホソグミ（ロシアン
オリーブ）

Elaeagnus
angustifolia

未定着

その他
の定着
予防外
来種

湿地や河原 Ⅳ ○ ◎ （◎） - ◎ ◎ (◎) ○ （◎） - - （◎） ○ -

ヨーロッパ南部から
西アジアに分布。
合衆国で河川を中
心に急速に増加。

－ 低木

農耕地、氾濫原、川岸、水路、
湿地に生育。実生には耐陰性
があり、貧栄養な環境を含み、
様々な土壌、水分条件に生育
する。
他の低木や木本との競争に耐
え、萌芽生長により広がる。

日本でも、観葉植物として、販売さ
れている。海外では、果実は食用に
され、栽培されることもある。中国西
部では薬用にする。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、窒素固定能力があるとともに、
水や鳥、小型哺乳類動物により種
子が散布される。自然水域や生
物多様性の保全上重要な地域に
侵入するおそれのある場所には、
持ち込みを行うべきではない。

日本にはグミ属の在来種が数多
くあることから、定着する可能性
が高いと考えられる。

⑩海外：ISSG 有用、Ylist

8 139 ギョリュウ
タマリクス属雑種
（ギョリュウ）

Tamarix ×
hybrid

未定着

その他
の定着
予防外
来種

（旧要
注意）
湿地や河原 Ⅳ ○ ◎ （◎） × ○ ◎ (◎) ○ （◎） - - ○ ○ ○ －

落葉低
木

農業地域、沿岸地帯、荒地、河
口、湖岸、河岸域、撹乱地、市
街地、水路、湿地

日本では、通称名ギョリュウで種名
不明なものも流通している。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、水辺の生物や水利用への影
響が大きいことから、自然の河岸
等や生物多様性の保全上重要な
地域に侵入するおそれのある場
所には、持ち込みを行うべきでは
ない。

T. ramosissima（Worst100で要注
意外来生物）とT. chinensisギョ
リュウを両親または片親とするす
べての雑種。

①要注意、②
W100：（IUCN）、
⑩海外：（ISSG）、
⑪その他：藤井委
員

JF、J. F.
Gaskin and
B. A.
Schaal.
2002.
Hybrid
Tamarix
widespread
in U.S.
invasion and
undetected
in native

9 51 ヤルマ ヤツデグワ Cecropia peltata
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

旧要注
意

Ⅳ ◎ ○ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ - 熱帯アメリカ原産 －
20m、常
緑高木

森林の低地に多いが、攪乱
地、溶岩層、森林のギャップ、
植林地などに生育。

沖縄等の暖地や温室などで観賞用
に栽培される。果実は甘くて海外で
は食用にされる。薬用になる。

海外では侵略的な外来種とされて
おり、鳥により種子が運ばれて森
林に侵入すること等から、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち
込みを行うべきではない。

＊旧分類のイラクサ科。種子は果
実食の鳥に運ばれる。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、⑩
海外：ISSG

ブラジル、
外来生物、
藤井委員

10 51 ヤルマ
ケクロピア・シュレ
ベリアナ

Cecropia
schreberiana

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ○ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -
コスタリカ、ジャマイ
カ等が原産。ポリネ
シア等に導入。

－
20m、高
木

日当たりの良い肥沃地を好
む。自然林、植林地、草地、川
岸、撹乱地に生育。

日本では温室での栽培例がある。

海外では侵略的な外来種とされて
おり、鳥により種子が運ばれて森
林に侵入すること等から、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち
込みを行うべきではない。

＊旧分類のイラクサ科。種子は果
実食の鳥やコウモリに運ばれる。

⑩海外：ISSG 藤井委員

11 101 トベラ
シマトベラ（トウソヨ
ゴ）

Pittosporum
undulatum

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -
オーストラリア東部
原産、台湾にも野
生化。

小笠原で野生化する。
12m、低
木

関東の無加温温室で越冬。自
然林、草地、河川敷、攪乱地、
低木林に生育。

日本でも栽培されている。海外で
は、防風のために植えられ、ゴルフ
クラブや薪炭に利用され、観賞用と
しても利用、ミツバチの蜜源にもな
る。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、鳥により種子が散布されること
等から、生物多様性の保全上重
要な地域に侵入するおそれのあ
る場所へは持ち込みを行うべきで
はない。

有毒物質のサポニンを含み、他
の植物の生育を阻害する。

⑩海外：ISSG 園芸事典

12 144 フトモモ
タチバナアデク（ピ
タンガ）

Eugenia uniflora
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ○ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

ブラジルを中心に
熱帯アメリカに分
布。アジア、オース
トラリア、ヨーロッ
パ、北アメリカにも
導入。

－

常緑の
低木ま
たは小
高木

自然林、植林、草原、低木林。
海外では、果樹として栽培され
たものが野生化。

日本でも流通している。果樹として
熱帯各地で栽培される。海外では
薬用にされる。

海外で侵略的な外来種とされてい
ることから、生物多様性の保全上
重要な地域へ侵入するおそれの
ある場所へは持ち込みを行うべき
ではない。

⑩海外：ISSG
有用、Ylist、
ＪＦ

13 144 フトモモ

ムラサキフトモモ
（ヨウミャクアデク、
メシゲラック、ムレ
ザキフトモモ）

Syzygium cumini
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

インドから東南アジ
ア、マレーシ、オー
ストラリア北部に広
がる。

－
30m、木
本

自然林に生育。熱帯および亜
熱帯気候の広い環境条件で生
育。洪水や干ばつにも耐える。

各地で紫色の果実を食用にするた
めに栽培される。インドネシアでは
薬用。種なしの品種もある。日本で
も流通している。

海外で侵略的な外来種とされてい
ることから、生物多様性の保全上
重要な地域へ侵入するおそれの
ある場所へは持ち込みを行うべき
ではない。

⑩海外：ISSG
有用、Ylist、
ＪＦ
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14 147 ノボタン
アメリカクサノボタ
ン

Clidemia hirta
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

旧要注
意

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - （◎） ○ ○ 熱帯アメリカ原産 －
2m、低
木

自然林、草原、水辺、撹乱地、
低木林

海外では観賞用等に栽培される。
日本では植物園の温室で栽培され
る。温室の鉢物によい。

海外で侵略的な外来種とされ、
鳥、人、車などによって分布拡大
することなどから、生物多様性の
保全上重要な地域へ侵入するお
それのある場所へは持ち込みを
行うべきではない。

軟弱そうに見えるが、丈夫で、年
中花が咲き実がつく。増殖は実生
で行い、発芽もよい、挿し木もで
きる。南西諸島や小笠原では，大
きな脅威になる可能性がある。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、③
村中：C、⑩海外：
ISSG、⑪その他：
藤井委員

園芸事典、
藤井委員

15 156 ウコギ
シェフレラ・アクチノ
フィラ（ブラッサイ
ア）

Schefflera
actinophylla

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ○ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

オーストラリア、
ニューギニア原産、
ハワイなど太平洋
諸島で侵略的

－
30ｍ、高
木

自然林、撹乱地、市街地
観賞用に栽培される。日本でも流通
している。

海外で侵略的な外来種とされ、鳥
によって分布拡大することなどか
ら、生物多様性の保全上重要な
地域へ侵入するおそれのある場
所へは持ち込みを行うべきではな
い。

⑩海外：ISSG JF、IPSW

16 163 ヤブコウジ
コウトウタチバナ
（セイロンマンリョ
ウ）

Ardisia elliptica
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

旧要注
意

Ⅳ ◎ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -
アジア～オセアニ
アに分布。

－
常緑低
木

熱帯の泥湿海岸地域に分布。
海浜や湿潤な森林等に生育。

観賞用に利用される。日本でも流通
している。

海外で侵略的な外来種とされ、耐
陰性があり、鳥によって分布拡大
することなどから、生物多様性の
保全上重要な地域へ侵入するお
それのある場所へは持ち込みを
行うべきではない。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、⑩
海外：ISSG

Ylist、JF、
外来生物

17 175 ガガイモ オオバナアサガオ
Cryptostegia
grandiflora

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

マダガスカル原産
とされるが原産地
ははっきりしない。
北アメリカ、南アメ
リカに分布。オース
トラリアで侵略的。

－
常緑の
つる性
木本

農耕地、自然林、植林、氾濫
原、河岸、撹乱地、低木林、水
路、湿地、海浜

観賞用としてフェンスに這わせた
り、生垣として用いる。日本でも栽
培される。沖縄の石垣島では支柱
仕立てで庭木としている。刈りこめ
ば低木状になる。茎からは良質の
繊維がとれる、。乳液からはゴムが
採取され。第二次大戦のときにはゴ
ム原料植物として栽培された。

海外で侵略的な外来種とされ、風
や水により種子が散布されること
などから、生物多様性の保全上重
要な地域へ侵入するおそれのあ
る場所へは持ち込みを行うべきで
はない。

強健種で比較的栽培は簡単。潮
風に強いので海浜地の植栽に適
する。多湿地を嫌い、排水の良い
砂質土壌を好む。繁殖は実生（取
り播き）、取木。散布による分布拡
大・拡散もないので、掲載には当
たらないと考える（日本造園学
会）。

⑩海外：ISSG

有用、熱帯
花木、園芸
事典、ＪＦ、
IPSW、日本
造園学会

18 188
ノウゼンカ
ズラ

トラノツメ（ネコノツ
メ）

Macfadyena
unguis-cati

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

メキシコ、ガテマ
ラ、ブラジル、アル
ゼンチン原産。
オーストラリア、合
衆国南東部、アフリ
カ南部で侵略的・

－
常緑つ
る性、多
年草

自然林、植林、草原、撹乱地、
市街地。若い時は耐陰性があ
る。

海外では観賞用に栽培されるほ
か、薬用にも利用される。苗木入手
容易。近年トラノツメという名で市場
に出ている。近年広く栽培されてい
る。

海外で侵略的な外来種とされ、風
や水により種子が散布されること
などから、生物多様性の保全上重
要な地域へ侵入するおそれのあ
る場所へは持ち込みを行うべきで
はない。

Macfadyen a=Dolichandra。案外
に耐寒性があって、軽い霜では害
をうけず、日本の中部以西の暖
地ならばよく戸外で生育し、つる
は長く伸びる。挿し木で簡単に発
根し、よく生長する。

⑩海外：ISSG

有用、熱帯
花木、園芸
事典、
IPSW、ＪＦ

19 189
キツネノマ
ゴ

ベンガルヤハズカ
ズラ（ウリバローレ
ルカズラ）

Thunbergia
grandiflora

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - （◎） ○ -

インド～東南アジア
原産。オーストラリ
アやハワイで特に
問題になっている。
オーストラリアでは
特に最も問題のあ
る外来植物の一つ
となっている。

－
10m、木
質のつ
る植物

自然林、植林地、撹乱地、川
岸、海岸に生育。日本では、関
東南部、横浜などで最近、路
地での越冬がみられる。

観賞用に栽培される。苗木入手容
易。斜面、フェンスや網目格子を簡
単に覆ってしまう。海外では、薬用
にされる。

海外で侵略的な外来種とされ、水
により茎や根茎の断片が散布さ
れること等から、生物多様性の保
全上重要な地域へ侵入するおそ
れのある場所へは持ち込みを行う
べきではない。

寒さで傷みやすいが、回復も早
い。小笠原では近縁種のT.
laurifoliaが野生化している。海外
では牧草地にも侵入している。

⑩海外：ISSG

有用、熱帯
花木、園芸
事典、ＪＦ、
IPSW、Ylist

20 212
リュウゼツ
ラン

アツバチトセラン
（サンスベリア）

Sansevieria
trifasciata

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （○） ○ - - ○ -

熱帯西アフリカ原
産。ハワイで野生
化。オーストラリア
では環境雑草。台
湾で侵略的な外来
種。

－
1.0m、多
肉の多
年草

海外では栽培された場所から
逃げ出している。越冬には12
～15℃必要だが、乾燥に強い
ので、水を控えれば0℃近い低
温にも耐える。

観葉鉢物として栽培され、多くの園
芸品種がある。株分けで繁殖する。
アフリカでは葉から繊維を採取。

海外で侵略的な外来種とされ、近
縁種が小笠原で繁茂しているこ
と、鳥や動物による分布拡大があ
ること等から、生物多様性の保全
上重要な地域へ侵入するおそれ
のある場所へは持ち込みを行うべ
きではない。

近縁種のチトセランS. niloticaが
小笠原の父島、母島、弟島、姉
島、姪島などに野生化。耐陰性が
ある。

⑩海外：ISSG

有用、園芸
事典、JF、
Ylist、
PIER、GCW

21 224 イネ
ダイサンチク（タイ
サンチク）

Bambusa vulgaris
小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） - - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -
東南アジアから太
平洋諸島まで広く
分布。

日本の暖地では露地でどうに
か越冬できるが、遅く出た筍
は先が枯れる。

15m

自然林、植林地、川岸、撹乱
地、水路に生育する。湿気のあ
る低地を好むが、気候や土壌
条件への耐性は広い。土手、
道端など開けた場所に生育す
る。

庭園観賞、製紙・建築用、防風用に
栽培される。若いたけのこは食用に
される。建築など各種の用途に用い
られる。

海外で侵略的な外来種とされ、除
去する際に根茎の断片が散布さ
れること等から、生物多様性の保
全上重要な地域へ侵入するおそ
れのある場所へは持ち込みを行う
べきではない。

近縁種のホウライチクＢ．
multiplex　インドシナ原産説と九
州、琉球野生説がある。

⑩海外：ISSG
有用、園芸
事典、Ylist、
JF、木本Ⅱ

22 225 ヤシ
シマケンチャヤシ
（ユスラヤシモドキ）

Archontophoenix
cunninghamiana

小笠原・南
西諸島／未
定着

その他
の定着
予防外
来種

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × - ◎ （◎） ○ （◎） ○ - - ○ -

オーストラリア島北
部原産。ブラジル、
ニュージーランド等
で侵略的。

露地栽培の北限は九州南端
で、栽培は可能である。

20m
海岸、自然林、河岸、撹乱地、
市街地に生育。ある程度の耐
寒性と耐陰性がある。

優美な姿を観賞するために栽植さ
れる。カリフォルニアや地中海沿岸
の温暖な地域では野外で栽培でき
る。

海外で侵略的な外来種とされ、耐
陰性があり、水や鳥により種子が
散布されること等から、生物多様
性の保全上重要な地域へ侵入す
るおそれのある場所へは持ち込
みを行うべきではない。

⑩海外：ISSG
有用、園芸
事典、JF

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）

緊急対策外来種

23 150 アカバナ

オオバナミズキン
バイなどを含むル
ドウィギア・グラン
ディフロラ

Ludwigia
grandiflora（L.
grandiflora ssp.
grandiflora ）

定着初期／
分布限定

緊急対
策外来
種
①②③④ ⑤

特定外
来
湖沼

Ⅰ、Ⅱ、
Ⅳ、Ⅴ

◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ － ○

南米及び北米南部
原産.。ヨーロッパ
や北米北部で帰
化。

オオバナミズキンバイが、
2007年に兵庫県のため池で
確認。2009年の冬期に琵琶
湖南湖への侵入が確認され
た。その後はすさまじい勢い
で分布を拡大し、2012年末に
南湖のほぼ全域まで分布を
広げた。ウスゲオオバナミズ
キンバイssp. hexapetalaは
2009年に鹿児島で確認され
た。

陸上～
水中

沼沢、湿地、ため池、湖沼、水
路、河川に生育する。コンク
リートの護岸でも生育できる。

本種の可能性のある類似種が、観
賞用水草として日本で流通してい
る。水質浄化やビオトープ用の植物
として利用されたと考えられる。
本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

ヨーロッパやアメリカでは侵略的
な外来種とされており、琵琶湖南
湖では急速に分布を拡大してい
る。河川や湖沼への水草の導入
は、基本的に行うべきでない。

ナガエツルノゲイトウと同様ある
いはそれ以上に除草困難であ
る。近縁の絶滅危惧種のミズキン
バイの遺伝的撹乱を引き起こすこ
とも危惧される。

⑪その他：藤井委
員

水草研究会
誌89号、藤
井委員、
GCW、水草
Ⅰ、角野

24 157 セリ ブラジルチドメグサ
Hydrocotyle
ranunculoides

定着初期／
分布限定

緊急対
策外来
種
①③ ⑤

特定外
来
池沼 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ － － 南アメリカ原産。

1998年頃に渡来。熊本に帰
化。

長さ1m
以上、水
生の多
年草

川岸や水湿地を好む
本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

－

①特定外来、③
村中：B、⑤対策：
H20:<4、H23:4⑥
専門家：水生19、
⑦各県：兵庫・佐
賀、⑧河川：0,0,1

便覧、写真
図鑑
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ
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特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

25 224 イネ スパルティナ属 Spartina spp.
定着初期／
分布限定

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

特定外
来
干潟 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （◎） － ◎

北アメリカ、ヨーロッ
パ、北アフリカで15
～16種類が知られ
る。

スパルティナ・アルテルニフロ
ラ（ヒガタアシ）S. alterniflora
が愛知県と熊本県で分布拡
大中。

汽水性
の多年
草

海岸近くの河口域、塩沼地、干
潟に生育。

海外では塩沼地の回復や、土壌の
浸食防止に利用される。本種は特
定外来生物に指定されており、利用
は規制されている。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、植物体の断片により分布を拡
大し、干潟の生態系や水利用に
悪影響を及ぼしている。日本でも
希少種が生育する貴重な生態系
である干潟への影響が懸念され
ている。河川や干潟等の自然水
域への持ち込みは行うべきではな
い。

北アメリカ原産のS. alternifloraが
導入されたイギリスでS. maritima
と交雑して不稔雑種のS. ×
townsendiiを形成し、それが倍数
化してS. anglicaが生まれた。ス
パルティナ・アングリカは特定で
IUCNワースト100。ISSGにはS.
anglica、S. alterniflora、S.
densifloraが掲載。

①特定外来、②
W100：（ＩＵＣＮ）、
⑤対策：H23:1、
⑥専門家：塩湿
10⑦各県：愛知、
⑩海外：ISSG、⑪
その他：藤井委員

Neira,
Carlos,
Levin, L A
and
Grosholz, E
D. 2005.
Benthic
macrofaunal
communitie
s of three
sites in San
Francisco
Bay invaded
by hybrid
Spartina,
with
comparison
to

26 34
アカウキク
サ

外来アゾラ類 Azolla spp.
分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①③ ⑤

特定外
来（一
部）

アカウキクサやオ
オアカウキクサの
生育地周辺

Ⅰ、Ⅳ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ － ◎ 世界各地に分布。

本州、四国、九州に分布。現
在各地で広がっているものの
大半は、雑種アゾラと呼ばれ
てきたアイオオアカウキクサ
Azolla cristata × filiculoides
である。

3cm、浮
遊植物

湖沼、水田、溝、水路など日当
たりのよい浅い水域。

合鴨農法の中で、アイガモの飼料と
して各地に配布されたが、アゾラ・ク
リスタータについては特定外来生物
に指定され、利用は規制されてい
る。

アゾラ・クリスタータは特定外来生
物に指定されており、利用は規制
されている。アイオオアカウキクサ
（雑種アゾラ）は交雑の可能性は
なく、外来生物法の規制の対象で
はないが、絶滅危惧種のアカウキ
クサやオオアカウキクサ等との競
合の可能性があるため、こうした
種類の生育地へ侵入するおそれ
のある場所への持ち込みは行う
べきではない。

H20の対策と兵庫は特定外来生
物のアゾラ・クリスタータ（アメリカ
オオアカウキクサ）Azolla
cristata。愛知県はアゾラ・クリス
タータとオオアカウキクサ大和型
（ニシノオオアカウキクサ）との人
工雑種アイオオアカウキクサ
Azolla cristata  × filiculoides。千
葉県ははこれら２種。ISSGはA.
pinnata。

①特定外来、⑤
対策：H20:<4、
H23:4、⑥専門
家：水生34、⑦各
県：千葉・兵庫・
愛知・愛媛、⑩海
外：ISSG

雑管、角野
(2013)、写
真図鑑、角
野

27 66 ヒユ
ナガエツルノゲイト
ウ

Alternanthera
philoxeroides

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①②③④ ⑤

特定外
来
池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － ◎ 南アメリカ原産。

1989年渡来。関東～沖縄の
一部に分布。

長さ1m
以上、多
年草

水辺の湿った土地
本種は特定外来生物に指定され、
利用は規制されている。

－

①特定外来、③
村中：B、⑤対策：
H20:4、H23:6、⑥
専門家：水生28
⑦各県：千葉・兵
庫、⑧河川：
1,1,5、⑩海外：
ISSG

便覧、写真
図鑑、帰化
植物

28 141 ウリ アレチウリ Sicyos angulatus
分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①③④ ⑤

特定外
来
河原の固有種の生
育地

Ⅳ、Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － ◎ 北アメリカ原産。
1952年に静岡に渡来。近年
は飼料に混入し、北海道～九
州に帰化。

数ｍ、つ
る性の
一年草。

林縁、荒地、道端、原野、樹園
地、造林地等に生育する。河
川敷飼料畑に大群落。日当た
りの良い肥沃な環境を好む。

本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。規制
以前にも、利用に関する情報はな
かった。

－ 果実に刺がある。

①特定外来、②
W100：日本、③村
中：A、⑤対策：
H20:51、H23:33、
⑥専門家：草原
47、⑦各県：青
森・栃木・埼玉・
千葉・京都・兵
庫・愛知・広島、
⑧河川：44,78,84

便覧、写真
図鑑、外来
生物

29 151
アリノトウグ
サ

オオフサモ
Myriophyllum
aquaticum

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①③ ⑤

特定外
来
池沼や湿地 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ － － 南アメリカ原産。

大正年間に渡来。北海道～
九州、琉球で帰化。

種子は
作らない

湖沼や河川でみられる。
観賞用の水草として導入されたいた
が、特定外来生物に指定されてお
り、利用は規制されている。

－

①特定外来、②
W100：日本、③村
中：A、⑤対策：
H20:11、H23:15、
⑥専門家：水生
35、⑦各県：栃
木・埼玉・千葉・
京都・愛知・兵
庫・広島・佐賀・
宮崎、⑧河川：
23,29,46、⑩海
外：ISSG

雑管、便
覧、写真図
鑑

30 186
ゴマノハグ
サ

オオカワヂシャ
Veronica
anagallis-
aquatica

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①③ ⑤

特定外
来
カワヂシャが生育
する河原や湿地

Ⅰ、Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ － － － － －

ヨーロッパ～アジア
北部原産。南アメリ
カ、ニュージーラン
ド、オーストラリア、
南アフリカ。

渡来年代不明、本州、四国、
九州で帰化。

1m、多
年草

湿地、河原、水田。
本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

－
絶滅危惧種のカワヂシャとの交
雑が確認されている。

①特定外来、③
村中：A、⑤対策：
H20:<4、H23:6⑥
専門家：交雑24、
⑦各県：栃木・愛
知・京都・兵庫・
広島・佐賀、⑧河
川：6,17,36

便覧、写真
図鑑、外来
生物

31 203 キク オオキンケイギク
Coreopsis
lanceolata

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①③ ⑤

特定外
来
河原の固有種の生
育地

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － － 北アメリカ原産
明治中期に渡来。北海道～
九州、琉球、小笠原で逸出、
帰化。

0.7m、多
年草

河川敷、道路沿い、海岸などに
大群落を作る。

園芸植物として渡来。ワイルドフラ
ワー緑化等に使用されていた。本
種は特定外来生物に指定されてお
り、利用は規制されている。

－
愛知県でも、カワラサイコやカワラ
ハハコを圧迫している。

①特定外来、②
W100：日本③村
中：C、⑤対策：
H20:22、H23:27、
⑥専門家：河原
42・草原40、⑦各
県：千葉・兵庫・
愛知・鳥取・広
島・佐賀、⑧河
川：19,58,86

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、外来
生物

32 203 キク ミズヒマワリ
Gymnocoronis
spilanthoides

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

特定外
来
池沼 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ － －

中央～南アメリカ
原産

1995年渡来、関東～四国、九
州で帰化。

1.0m、多
年草

河川や水路の水中や水際で繁
茂する。

観賞用に利用された。本種は特定
外来生物に指定されており、利用は
規制されている。

－
治水や水利用の障害になってい
る。

①特定外来、③
村中：B、⑤対策：
H20:8、H23:5、⑥
専門家：水生26、
⑦各県：栃木・埼
玉・千葉、・愛知・
兵庫・佐賀、⑧河
川：0,0,2、⑩海
外：ISSG

便覧、写真
図鑑

33 203 キク オオハンゴンソウ
Rudbeckia
laciniata

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

特定外
来
湿原や林床 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － － － 北アメリカ原産

園芸植物として明治中期に渡
来。北海道～九州、琉球で帰
化。

3m、多
年草

路傍、荒地、河原、湿原など、
肥沃で湿った環境に生育す
る。国立公園の湿原や森林と
いった自然度の高い環境に繁
茂し、問題となっている。

本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

－

ハナガサギク（ヤエザキオオハン
ゴンソウ）(広島、H23:1)含む。国
立公園等、各地の重要地域で駆
除が行われている。

①特定外来、③
村中：B、⑤対策：
H20:18、H23:2、
⑥専門家：草原
40・高山20、⑦各
県：北海道・青
森・栃木・千葉・
愛知・兵庫・鳥
取・広島、⑧河
川：18,32,35

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、外来
生物

3
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特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

34 203 キク ナルトサワギク
Senecio
madagascariensis

分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①④ ⑤

特定外
来

Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ － －
アフリカ（マダガス
カル）原産

1976年渡来。本州、四国、九
州で帰化。

0.7m、一
～多年
草

海辺の埋め立て地や空き地な
どに生える。

本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

－

急性中毒は引き起こさないが、肝
毒性や発がん性を有するピロリジ
ジンアルカロイドが乳汁へ移行す
るという報告もあり、非意図的に
人的被害をもたらす危険性もあ
る。
コウベギクやカシュウボロギクの
和名での報告がある。

①特定外来、⑤
対策：H20:<4、
H23:1、⑥専門
家：草原18、⑦各
県：千葉、・愛知・
兵庫、⑧河川：
0,0,5

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、黒川
委員、農研
機構：
http://www.
naro.affrc.go
.jp/org/niah
/disease_poi
soning/fire

35 226 サトイモ ボタンウキクサ Pistia stratiotes
分布拡大期
～まん延期

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

特定外
来
暖地の池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ － － 南アフリカ原産。

昭和初期に渡来。本州(関東
以西)、四国、九州、琉球、小
笠原。

0.3m、浮
遊性の
水草

池沼、河川、水田、水路など日
当たりの良いところに生育す
る。

本種は特定外来生物に指定されて
おり、利用は規制されている。

－
在来の水生植物に深刻な影響を
及ぼす。

①特定外来、②
W100：日本、③村
中：A、⑤対策：
H20:6、H23:7、⑥
専門家：水生36
⑦各県：千葉・愛
知・京都・兵庫・
広島・滋賀・佐
賀・宮崎、⑧河
川：2,12,24、⑩海
外：ISSG

外来生物、
便覧

36 203 キク
ツルヒヨドリ（ツル
ギク、ミカニア・ミク
ランサ）

Mikania
micrantha

小笠原・南
西諸島

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

旧要注
意

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） － －
熱帯アメリカ原産、
熱帯～亜熱帯

1984年に沖縄県うるま市の天
顔川河口付近で発見。本島
中部一帯で繁茂し、西表島に
も侵入した。周年にわたって
開花する。

多年草、
つる植
物

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地などに生育。イネ、牧草、
ゴム、チャなどのプランテーショ
ンで問題になる。日陰地でも日
当たりのよい所と同様に生育
がよい。

インドでは第二次大戦後に、飛行機
の離着陸場のカモフラージュに利用
され、侵入した。日本での栽培は未
確認。

－

写真図鑑の引用文献の学名はい
ずれもM. cordataだが、M.
micranthaとして記述。日本に定
着しているのは本種との植村氏
の私信もあり。M. scandensとの
混同が多く、ともにツルギク、ツル
ヒヨドリの名で呼ばれる（写真図
鑑）。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、⑩
海外：ISSG、⑪そ
の他：横田委員

世雑Ⅰ、藤
井委員、横
田委員、写
真図鑑

37 203 キク
アメリカハマグルマ
（ミツバハマグル
マ）

Sphagneticola
trilobata

小笠原・南
西諸島

緊急対
策外来
種
①②③ ⑤

旧要注
意

隆起珊瑚礁など海
岸砂地や岩場、林
縁

Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ －
フロリダ南部～熱
帯アメリカ原産

沖縄には1970年代初期に渡
来した。香川、宮崎、琉球、小
笠原に帰化。

長さ5m、
多年草

農耕地、海岸、自然林、植林
地、草原、河原、低木林、市街
地に生育。日向を好むが耐陰
性もある。日本では、南西諸島
の隆起珊瑚礁で猛繁茂。畑地
の雑草となっている。

法面等の被覆用やつり鉢に利用さ
れる。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも南西諸島や小笠原諸島
等で繁茂している。生物多様性の
保全上重要な地域に侵入するお
それのある地域への持ち込みは
行うべきではない。

別学名Wedelia trilobata。

①要注意、ＩＵＣＮ
③村中：C、⑥専
門家：砂浜5、⑦
各県：小笠原・奄
美、⑩海外：
ISSG、⑪その他：
藤井委員

便覧、写真
図鑑、園芸
事典、JF、
外来生物

重点対策外来種

38 61 ハマミズナ
バクヤギク（エデュ
リス、莫邪菊）

Carpobrotus
edulis

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 海岸砂浜 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

南アフリカのケープ
地方が原産。ヨー
ロッパ、オーストラ
リア、合衆国西部
等で侵略的となっ
ている。

愛知県の渥美半島先端部の
砂浜に一時かなり広がった。

1m、多
肉の多
年草

海岸や撹乱地にマット状に生
育する。水はけが良い土壌と、
日当たりが良い環境を好む。

浸食防止、観賞用、被覆植物として
利用され食用や薬用にもされる。日
本でも、流通、市販されている。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、海浜の生態系への影響が大き
く、動物により種子が散布されるこ
と等から、こうした環境に侵入する
おそれのある場所には、持ち込み
を行うべきではない。

ハギクソウやハマウツボへの影
響が懸念。カルポブロツス属は丈
夫で生長が速い。鉢植えではな
かなか着花しないが、春に地植え
すると夏頃に咲く。土壌のｐHや養
分条件を変える。

⑦各県：愛知、⑩
海外：ISSG

JF、園芸事
典、IPSW

39 92
モウセンゴ
ケ

ナガエモウセンゴ
ケ（ナガエノモウセ
ンゴケ、ドロセラ・イ
ンターメディア）等
の外来モウセンゴ
ケ類

Drosera
intermedia、
Drosera  spp.

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 湿地 Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

北アメリカ、ヨーロッ
パ原産。

岡山県等で問題になってい
る。

15cm、
多年草

ミズゴケ類が育つような湿地に
生育。

観賞用に利用されている。

在来種の遺伝的な撹乱を引き起
こし、貴重な生態系である湿地へ
の影響も大きいことから、自然環
境への持ち込みは行うべきではな
い。

重要湿地への移植が問題。在来
種のモウセンゴケD rotundifoliaと
の自然交雑が確認されている。
本種の除去作業は、湿地生態系
への影響も大きい。日本と同じ気
候帯に分布しているため、露地栽
培でよく育つ。モウセンゴケ属は
多数の種子を散布し、栄養繁殖も
盛ん。

⑤対策：H20:<4、
H23:3、⑥専門
家：湿地21、⑦各
県：千葉、(ﾅｶﾞｴﾓ
ｳｾﾝｺﾞｹ)・岡山・
愛媛

便覧、写真
図鑑、園芸
事典

40 103 マメ ナガバアカシア Acacia longifolia
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
① Ⅳ ◎ × ◎ ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

オーストラリア、タ
スマニア原産。
ニュージーランド、
南アフリカ、スペイ
ン、ポルトガル、ブ
ラジルで、侵略的。

本州（山口）で逸出。南房総
で越冬。

8m、常
緑小高
木

温帯性。暖地では野外で越
冬。窒素を固定。海岸部の山
火事が起き易い場所に生育
し、河川敷、低木林、草原、森
林にもみられる。年間降水量
550mm以上は必要。潮風に耐
える。

観賞用や砂丘の安定化のために植
栽される。いくつかの変種がある。
苗木入手やや難。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、生態系を改変するおそれがあ
り、動物や水により種子が散布さ
れること等から、生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

本種には、いくつかの変種があ
る。

⑩海外：ISSG

便覧、有
用、園芸事
典、ＪＦ、熱
帯花木

41 103 マメ
メラノキシロンアカ
シア（ブラックウッド
アカシア）

Acacia
melanoxylon

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
① Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

オーストラリア原
産。アフリカ、アジ
ア、ヨーロッパ、イ
ンド洋、太平洋、南
アメリカ、アメリカ合
衆国内に分布。

岡山県の王子ヶ岳では、山林
火災の跡地に治山植栽され
た。斜面下部では、同時に植
栽されたクヌギやコナラなどを
被陰してほぼ純林を形成して
いる。

35m、常
緑高木

農耕地、沿岸地帯、河口、自然
林、植林地、草原、河岸、撹乱
す地、低木林、市街地、湿地。
常緑のアカシアの中では比較
的低温に耐えるので関東以西
の沿岸部などの気温が低下し
にくい場所では越冬できる。寒
さにかなり耐える。東京でも越
冬。

岡山県の王子ヶ岳では、山林火災
の跡地に治山植栽された。暖地で
は、マツクイムシの被害跡地などの
植栽に有望とされる。原産地では建
築材として利用。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、動物や水により種子が散布さ
れ、日本で既に侵略的になりつつ
あること等から、生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

⑩海外：ISSG

園芸事典、
熱帯花木、
岡山理科大
学生物地球
学部生物地
球学科植物
生態研究室
（波田研）
http://had0.
big.ous.ac.jp
/plantsdic/a
ngiosperma
e/dicotyled
oneae/chori
petalae/leg
uminosae/m

42 103 マメ

シュッコンルピナス
（ルピナス、タヨウ
ハウチワマメ、ノボ
リフジ）

Lupinus
polyphyllus

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 自然草原 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ － － ○ －

北アメリカ、カナダ
原産。ヨーロッパ、
南オーストラリア、
ニュージーランドで
侵略的。

渡来年代不明、北海道で逸
出帰化。

1.5m、多
年草

草原、林縁、森林、農耕地、撹
乱地、荒地。

園芸植物として栽培。花色別の園
芸品種がある。飼料や緑肥にもされ
る。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、日本では草原への影響が問
題とされていること等から、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち
込みを行うべきではない。

専門家の回答はルピナス。北海
道ではシュッコンルピナスはA3、
キバナルピナスL. luteusはD。
志賀高原で対策が行われてい
る。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：草原
28、⑩海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、有
用、園芸事
典、IPSW

43 150 アカバナ
アメリカミズユキノ
シタ（ルドウィジア・
レペンス）

Ludwigia repens
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

北アメリカ～メキシ
コ～西インド諸島
原産。

1970年頃渡来。神奈川、京都
府（深泥池）で帰化。

多年草、
水草

湖沼や水路等の水辺に生育。
アクアリウム用の観賞植物として栽
培。

ヨーロッパやアメリカでは侵略的
な外来種とされており、日本では
湿地への影響が懸念されている
こと等から、自然環境への持ち込
みは行うべきではない。

①要注意、③村
中：B、⑤対策：
H20:<4、H23:1、
⑥専門家：水生
12、⑧河川：0,0,1

便覧、写真
図鑑、GCW

44 184 ナス ダイオウナスビ
Solanum
mauritianum

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
① 二次林 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ （○） － －

アルゼンチン、ウル
グアイ、パラグァイ
等

静岡県南伊豆町で、分布を拡
大中

10m、小
高木

農耕地、沿岸、自然林、植林
地、河岸、撹乱地、市街地に生
育。国内では、谷沿いのモウソ
ウチク林に生育。二次林内で
あるが、樹林内に広がり、種子
繁殖している。

農業試験場で栽培されていた可能
性がある。

－
全草が有毒だが、特に果実が人
間にとって有毒。

⑩海外：ISSG、⑪
その他：勝山委員

大西・勝山
（2011）J.
Jpn. Bot
86:253-255.
勝山委員
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

45 186
ゴマノハグ
サ

ハビコリハコベ（グ
ロッソスティグマ）

Glossostigma
elatinoides

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

オーストラリアの北
部、ニュージーラン
ド、アフリカの一部
に分布

2008年に愛知県豊川用水で
確認。

1cm、水
生の多
年草

水生の絶滅危惧種への影響が
危惧される。

観賞用に用いられる。

シラタマホシクサのような希少種
が生育する貴重な生態系である
湿地への影響が懸念されている
ことから、自然環境への持ち込み
は行うべきではない。

⑦各県：愛知 写真図鑑

46 193 タヌキモ
オオバナイトタヌキ
モ（ウトリクラリア・
ギッバ）

Utricularia gibba
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ◎

東南アジア、オース
トラリア、アフリカ、
アメリカ大陸に分布

1930年代にアメリカから観賞
魚に随伴して侵入、食虫植物
マニアによる栽培から逸出、
水草類の随伴種としても侵
入、兵庫県で帰化。

浮遊性
の一年
草

愛知県では希少種のミカワタヌ
キモの生育地への持ち込みが
危惧されている。

観賞用に市販、流通している。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、希少種のミカワタヌキモとの競
合・駆逐等が懸念されていること
から、自然環境への持ち込みは
行うべきではない。

在来種のイトタヌキモssp. cxoleta
の基本種で、種別しない見解もあ
る。
食虫植物。

⑦各県：愛知、⑩
海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、JF

47 193 タヌキモ エフクレタヌキモ Utricularia inflata
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －

北アメリカ東部原
産

1990年に静岡県磐田市で野
生化したものは、その後消失
した。それ以前から兵庫県、
大阪府でも野生化が確認。

多年生
の水草

池や湿地に生育する。
観賞用に利用されている。タヌキモ
属は、種名が不明なものも含めて、
近縁種が多数栽培されている。

希少種のタヌキモ類や、貴重な生
態系である湿地への影響が大き
いことから、自然環境への持ち込
みは行うべきではない。

⑥専門家は外来ミミカキグサ類、
⑪その他：環境省では、タヌキモ
属は種名が不明なものも含めて
近縁種が多数栽培されているた
め、属単位で指定することが適当
とあるが、在来種のタヌキモ属と
の識別が困難なため、特に本種
を選定した。自然に分布を拡大す
る可能性は低い（帰化植物）。タヌ
キモ属は、種子が風、水、鳥で散
布される（園芸事典）。

⑥専門家：湿地
8、⑪その他：環
境省、角野委員

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、環境
省、角野委
員、角野

48 204 オモダカ
ヒロハオモダカ
（ジャイアントサジタ
リア）

Sagittaria
platyphylla

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①③ 河川や湿地 Ⅳ （◎） － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ ◎

北アメリカ原産、太
平洋諸島やヨー
ロッパに分布。

1998年大阪府牧方市で初め
て採集。

1.5m、抽
水性の
多年草

河川、水路、湖沼、湿地に生
育。

海外では観賞用に栽培される。日
本でも近縁種のナガバオモダカS.
gramineaとして、またはジャイアント
サジタリアの名前で利用されている
可能性がある。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、近縁種のナガバオモダカは既
に日本で侵略的となっている。種
子が水散布されること等から、自
然水域への持ち込みは行うべき
ではない。

日本では当初はナガバオモダカ
S. gramineaと考えられていた。別
学名S. graminea var. platyphylla
水路の水の流れを悪くし、洪水の
危険性を増加させる。

⑩海外：ISSG

志賀隆，大
阪市立自然
史博物館淀
川水系調査
グループ植
物班, 水草
研究会誌,
Vol.93,
pp.13 -
22(2010) 、
水草Ⅱ

49 205 トチカガミ
クロモモドキ（ラガ
ロシフォン・マヨー
ル）

Lagarosiphon
major

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①③ 湖沼や河川 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ －

南アフリカ原産。
ヨーロッパに定着。
ニュージーランドや
マスカリン諸島で
侵略的。

近年、岡山県で野生化が確
認。

沈水性
の多年
草

湖沼、河川、水路、湿地。
観賞用に販売、利用される。海外で
は飼料としての利用も検討されてい
る。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、生態系や水利用に悪影響を及
ぼしている。植物体の断片により
分布が拡大すること等から、自然
水域への持ち込みは行うべきで
はない。

Elodea crispaと呼ばれ、アナカリ
スと同属とされていた。弱アルカリ
と強光を好むので、（水槽内での
育成は）むしろ難しい点がある。
茎から分枝した新葉を摘み取り育
てると、適応性があってうまく育
つ。

⑤対策：H23:1、
⑩海外：ISSG

水草Ⅲ、片
山久・狩山
俊悟（2012）
しぜんしくら
しき80号、
IPSW、角野

50 205 トチカガミ

アマゾントチカガミ
（アマゾンフロッグ
ピット、リムノビウ
ム・ラエビガータ
ム）

Limnobium
laevigatum

定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③

温暖地の池沼や湿
地

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －
熱帯アメリカ（アル
ゼンチン）原産

1973年以前に渡来、大阪、琉
球で逸出。

多年性
の浮葉
植物

繁殖は種子と繁殖茎で行う。 観賞用に販売、利用される。

種子や植物体の断片により分布
が拡大すること等から、自然水域
への持ち込みは行うべきではな
い。

和歌山新宮市の国指定天然記念
物「浮島の森」で駆除が行われ
た。

⑤対策：H23:2
便覧、水草
Ⅲ

51 212
リュウゼツ
ラン

アツバキミガヨラン Yucca gloriosa
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①②③ 海岸砂浜 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ － ○ －

北アメリカの海岸
地域原産。オースト
ラリアやヨーロッパ
等で帰化。ニュー
ジランドでは環境
雑草とされる。

園芸植物として1961年以前に
渡来。千葉県、静岡県で逸
出。愛知県ではハギクソウな
どの希少種の群落近くに侵入
している。三重県では天然記
念物の和具大島で繁茂し、駆
除の対象となっている。

2.5m、低
木

海岸の砂浜に侵入し、大きな
株となるため、在来の海浜植
物の生育を妨げている。寒さに
は強いので、中部以南であれ
ば戸外で越冬する。日本には
花粉を運ぶ昆虫がいないの
で、自然環境下では結実しな
いと言われている。株や地下
茎が海流によって流され、分布
が拡がると考えられている。

日本では本属の中で、庭園樹や岩
石園に最も多く植栽されている。

海浜植物群落に侵入し、在来種
の脅威となるとともに、景観上も問
題となっている。ハギクソウのよう
な希少種が生育する貴重な生態
系である海岸砂地への影響が懸
念されている。そのため、こうした
環境に侵入するおそれのある場
所には持ち込まないか、種子や植
物体の逸出を防止する等の配慮
が必要である。

愛知の条例では、生態系に著しく
悪影響を及ぼすおそれのある移
入種として指定されている。かつ
てはユリ科に含められいた。葉先
に鋭い刺がある。地際の小株を
分けて増やす。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：砂浜
5、⑦各県：千葉・
愛知

便覧、観
葉、有用、
園芸事典、
GCW、半田
（日本緑化
工学会
31(4)450．

52 231
カヤツリグ
サ

アサハタヤガミスゲ Carex longii
定着初期／
分布限定

重点対
策外来
種
①③ 湿地 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ○ － － － ○ 北アメリカ原産。

1968年に神奈川県横須賀市
の米軍基地内、2003年に藤
沢市で採集。静岡市の麻機
遊水地で定着し、急増中。

0.6m、多
年草

砂質の湿地、湿草地、休耕田
やその周辺の溝等、排水の悪
い土地に生育。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
⑪その他：勝山委
員

勝山(2013)

53 66.1 サボテン ウチワサボテン属 Opuntia spp.
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

(旧要注
意）
海岸砂浜や河原 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ － ○ －

アメリカ大陸の広
範囲に250種。

長野県にヒラウチワ（単刺団
扇） vulgaris 、沖縄県北大東
島にセンニンサボテンO.
stricta、香川県などに種小名
不明が帰化。

数mの木
になるも
のもあ
る。

種類によっては耐寒性があり、
暖地では野外で生育する。在
来の海浜植物を圧迫。愛知県
では沿岸域における移入種と
して、ウチワサボテン属が条例
の規制の対象となっている。

海外では産業的に重要な種が多
く、果実、若い茎節を食用の目的で
栽培されるほか、家畜の飼料とした
り、庭の植え込みに利用する。日本
でも、単刺団扇O. vulgariaや赤烏帽
子O. rufidaのように漢字の園芸名
がつけられて栽培されるものが多
数ある。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、鳥により種子が散布される。日
本では、剪定した枝やいらなくなっ
た株が野外に投棄されて逸出した
と考えられる。海浜植物や人への
悪影響が懸念されることから、生
物多様性の保全上重要な、特に
海浜や河川環境に侵入すること
のないよう、植物体や果実を放置
しない等の適切な管理が必要で
ある。

サボテン科の中で最大の属。種
類が多く同定困難。
センニンサボテンが要注意で
IUCNワースト100、*ISSGはO.
cochenillifera、O. ficus-indica  、
O. monacantha  。

①要注意、②
W100：（ＩＵＣＮ）、
⑤対策：H20:<4、
⑦各県：愛知、⑩
海外：ISSG

観葉、便
覧、園芸事
典、JF

54 81 スイレン
ハゴロモモ（フサ
ジュンサイ、カモン
バ）

Cabomba
caroliniana

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

旧要注
意
ため池、湖沼 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ －

北アメリカ東南部
原産。

1929年に導入、1950年に野
生化が確認。本州、四国、九
州。

2.0m、沈
水生の
多年草

湖沼、ため池、河川、水路など
に生育。水質がやや汚濁した
環境にも生育する。

観賞用水草として利用。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、断片の水散布により分布が拡
大し、水生の希少種への影響も危
惧されること等から、自然水域へ
は持ち込むべきではない。

愛知県では、ガガブタやヒシなど
の在来水草を圧迫している。ハゴ
ロモモ（ジュンサイ）科
CABOMBACEAEに分類されるよ
うになった。

①要注意、③村
中：C、④FAO:８、
⑥専門家：水生
26、⑦各県：愛
知・愛媛、⑧
4,9,12、⑩海外：
ISSG

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、外来
生物、Ylist

55 81 スイレン 園芸スイレン Nymphaea cv.
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③ ため池、湖沼 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － （◎） ◎ －

約40種類が熱帯か
ら温帯にかけて広
く分布する。

明治時代末期から園芸植物
として渡来した。北海道、本
州、四国、九州、沖縄に分
布。各地で生育しているが、
外来種との認識がうすく、逸
出と植栽の境界が明確でな
い。

浮葉性
の多年
草

湖沼、水路、人里近くのため池
などに多い。

観賞用に交配された多数の園芸品
種が観賞用に池や温室で利用され
る。熱帯性と耐寒性に大きく分けら
れる。日本のヒツジグサと交配した
品種も多い。種子や根茎はデンプ
ンを多く含み、食用にされることもあ
る。根茎は薬用にも利用される。

海外で様々な種類が侵略的な外
来種とされており、日本でもしばし
ば旺盛に繁殖して水面を覆い、絶
滅危惧種を含む水生生物へ大き
な影響を及ぼすため、駆除が行
われている。自然水域への持ち込
みは行うべきではない。

愛知県は在来種のヒツジグサを
除くスイレン属。名古屋市では耐
寒性の外来スイレンの駆除が行
われている。神奈川県相模原市
の池でも駆除。海外では、ニオイ
ヒツジグサN. odorataが侵略的と
されている（ISSG）。ヨーロッパで
N. albaが、スリナムでN.
Amazonumが、ローデシアで
N.caerule aが、パキスタンでN.
lotusが、インドでN. sterlataが重
要な雑草とされる。その他にも
様々な種類が雑草化している。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：水生
31。⑦各県：愛
知、⑩海外：ISSG

有用、便
覧、園芸事
典、GAWW、
GCW、JF、
http://www.
bdnagoya.jp
/introductio
n/activities
/water_lily.h
tml、角野
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地域
人体

資料２－２

56 95 アブラナ
オランダガラシ（ク
レソン）

Nasturtium
officinale

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③④

旧要注
意
池沼や渓流 Ⅳ、Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ ◎ －

ヨーロッパ、中央ア
ジア原産、南北アメ
リカ、オセアニアに
みられる。

1870年頃渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球で栽
培、逸出。

0.6m、抽
水～沈
水性の
多年草

水田、河川、溝、水路、流れの
ある沼、湖畔から山間の渓流
の水辺から水中に群生する。
日当たりの良いところを好む。
低水温で生育しやすい。

食用に広く利用される。薬用に利用
されるほか、水質浄化を目的に導
入されることがある。種子を薬用に
する。

一級河川で分布を拡大するととも
に、湧水のあるような清冽な水域
にも生育するため、こうした環境に
生育する希少種等と競合し、駆逐
するおそれがある。農業被害も生
じることから、こうした影響を及ぼ
す水域に持ち込むべきではない。

農業用用排水路の水流を妨げる
雑草等としても駆除される。世界
的に温帯地域の水路で問題にな
る雑草である。茎部から容易にひ
げ根を発生して繁殖する。種子の
発芽力は４～５年持続する。群馬
県では絶滅危惧種のカワヂシャと
生育場所が重なることが確認され
た。

①要注意、③村
中：B、④FAO:9、
⑤対策：H23:1、
⑥専門家：水生
37、⑦各県：北海
道・埼玉・愛知・
愛媛・宮崎、⑧河
川：40,75,86

世雑Ⅱ、便
覧、帰化植
物、外来生
物、園芸辞
典

57 103 マメ モリシマアカシア Acacia mearnsii
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
蛇紋岩地や草原 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － － ◎ ○

オーストラリア南東
部タスマニア原産、
ヨーロッパ等に分
布。アフリカ南部で
侵略的。

本州（愛知、大阪、兵庫、広
島、山口）、四国(愛媛県)で逸
出帰化。

20m、常
緑高木

草原、水辺、撹乱地、市街地、
水路に生育する。乾燥した温
帯地域から湿潤な熱帯地域ま
で生育する。愛知県田原市の
笠山では、蛇紋岩地に侵入し
草地植生が消滅。大阪でも越
冬するがやや弱い。

観賞用に栽培される。日本の暖地
で緑化樹、肥料樹、樹皮に含まれる
タンニンの採取のために導入。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、鳥やげっ歯類により種子が散
布され、窒素固定によるり壌環境
を改変し、アレロパシー作用もあ
る。国内でも貴重な生態系の消失
が報告されていること等から、こう
した環境へ侵入するおそれのある
場所には、持ち込みを行うべきで
はない。

従来、園芸的にA. mollissimaとい
う名前で栽培されてきたものは、
本種であることが多い。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：愛知、⑩海
外：ISSG

便覧、有
用、園芸事
典、熱帯花
木、IPSW、
JF

58 103 マメ
イタチハギ（クロバ
ナエンジュ）

Amorpha
fruticosa

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②④

旧要注
意

河川敷、海岸、亜
高山帯、リンゴ園
周辺

Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ － 北アメリカ原産。

1912年に渡来。1940年代以
降に本格的に導入。北海道、
本州、四国、九州、琉球に分
布。

4m、落
葉低木

荒地、路傍、崩壊地、土手、河
原、海岸、自然度の高い亜高
山帯にも定着生育。

庭園樹、砂防用、生垣用に導入。
・蜜・花粉ともに多いことから、蜂が
好んで訪花する。また、養蜂業にお
いては蜜源として利用されている。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、利用され
ている。

・リンゴ炭そ病の発生源とされて
いることから、リンゴ栽培が行わ
れている場所の周辺では、使用を
避けることが望ましい。
・河川を中心に分布を拡大してお
り、河原の在来植物と競合、駆逐
する等の理由で、多くの都道府県
で侵略的な外来植物とされてい
る。河川により種子が拡散される
場所への持ち込みを行うべきでは
ない。

・Ｈ２４に改正された養蜂振興法
第六条では、「蜜源植物を植栽、
除去、又は伐採しようとする者
は、その目的に反しない限りにお
いて、蜜源植物の増大を旨として
これを行わなければならない。」と
され、国・地方公共団体に蜜源植
物の保護・増殖に対する必要な
施策を講ずることが求められてい
る。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：B、④FAO:7、
⑥専門家：河原
19、⑦各県：青
森・埼玉・京都・
兵庫・広島・愛
知・愛媛・佐賀、
⑧河川：
37,78,93、⑨三
省：国都・国道

便覧、写真
図鑑、農林
水産省・林
野庁、外来
生物

59 112 ニガキ
ニワウルシ（シン
ジュ）

Ailanthus
altissima

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③ 河川敷、二次林 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ー ○ ○ －

中国の北～中部原
産、ヨーロッパ、南
北アメリカ、オース
トラリア。

1880年頃に渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球で逸出
帰化。

10～
25m、落
葉高木

路面間隙、舗道の割れ目、河
川敷、荒地、土手、丘陵の林
縁、耕作放棄地。日当たりの良
いところを好む。

庭木、公園樹、街路樹として栽培。
群馬県では、第二次世界大戦前ま
でエリサンという輸入蚕の飼料とし
て利用されていた。高温、乾燥、寒
気、公害に強く、寒冷地や煙害の強
い工場地帯での利用が多い。

海外で侵略的とされ、日本でも河
川等で密林を形成して、分布を拡
大するとともに、雑木林への侵入
も危惧されている。自然環境中へ
の持ち込みは行うべきではない。

根萌芽により密林状の個体群を
形成し、水流阻害、洪水誘発を起
こす危険性がある。雌雄異株。生
長が速い。種子は風や水により
散布される。横に伸びる根から出
芽する根萌芽で増殖する。ウルシ
科ではないので、触れてもかぶれ
ることはない。

③村中：C、⑥専
門家：雑木13、⑦
各県：埼玉・広
島・群馬県、⑧河
川：37,68,70、⑩
海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、有
用、帰化植
物、園芸事
典、服部

60 150 アカバナ コマツヨイグサ
Oenothera
laciniata

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
海岸砂浜 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

北アメリカ東部原
産、温帯～亜熱帯

1910年に渡来、北海道～九
州、琉球、小笠原で帰化。

0.5m、一
～多年
草

道端、荒地、市街地、畑地、樹
園地、海岸や河原などの砂
地。鳥取砂丘で問題になって
いる。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

①要注意、③村
中：B、⑥専門家：
砂浜31、⑦各県：
愛知、⑧河川：
52,84,89、⑪その
他：藤井委員

便覧、帰化
植物、外来
生物

61 157 セリ
ウチワゼニクサ（タ
テバチドメグサ）

Hydrocotyle
verticillata var.
triradiata

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③ 池沼や湿地 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

北アメリカ原産。南
北アメリカ、オース
トラリア、アフリカに
帰化。

1960年頃に渡来。千葉、神奈
川、兵庫、琉球などで帰化。

水生の
多年草

やや湿った土地や水中に群生
する。

観賞用に栽培される。ビオトープに
導入されている可能性がある。

日本では湿地への影響が懸念さ
れており、水散布により分布が拡
大する可能性が高いことから、自
然水域への持ち込みは行うべき
ではない。

１件はウチワゼニゴケとなってい
た。USDAではH. proliferaの別学
名とされている。

⑤対策：H23:2、
⑦各県：愛知

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、USDA

62 170 モクセイ トウネズミモチ
Ligustrum
lucidum

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②

旧要注
意
暖地の河川敷、二
次林、湿地

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

中国中南部原産。
オーストラリア、
ニュージーランド、
南アフリカ、アメリカ
合衆国南等で、侵
略的となっている。

明治初年に渡来、関東～九
州で逸出帰化。

10m、常
緑小高
木

農耕地、沿岸地域、自然林、河
岸、撹乱地、湿地に生育。乾燥
した場所から湿った場所に生え
る。日本では、近畿地方では河
川敷に樹林が形成されるなど、
河川で急速に分布を拡大。里
山二次林などに侵入。

・大気汚染に強く、耐潮性、耐陰性
があり、移植が容易で生長が早い
ので、街路樹や公園樹としてよく植
栽される。
・花が少なくなった梅雨前後に咲くこ
とから、養蜂業においては初夏の有
力な蜜源として利用されている。ま
た、生産される蜂蜜も高品質であ
る。
・干した果実が漢方薬で利用され
る。
・中国ではろうそくの原料となるイボ
タロウムシ培養樹よして広く利用さ
れる。

海外で侵略的な外来種とされてい
る。日本でも大量に熟す果実が鳥
により散布されて河川等に広く逸
出し、雑木林や極相林への侵入も
危惧されている。防除対策が実施
されている。生物多様性の保全上
重要な地域に侵入するおそれの
ある場所では、利用を控える等
の配慮が必要である。

・愛知の条例では、生態系に著し
く悪影響を及ぼすおそれのある移
入種として指定されている。
・Ｈ２４に改正された養蜂振興法
第六条では、「蜜源植物を植栽、
除去、又は伐採しようとする者
は、その目的に反しない限りにお
いて、蜜源植物の増大を旨として
これを行わなければならない。」と
され、国・地方公共団体に蜜源植
物の保護・増殖に対する必要な
施策を講ずることが求められてい
る。

①要注意、③村
中：C、⑤対策：
H20:<4、H23:1、
⑥専門家：雑木
34、極相21、⑦各
県：愛知・兵庫・
愛媛、⑧河川：
5,30,46、⑩海外：
ISSG

便覧、写真
図鑑、農林
水産省、
JF、有用、
園芸事典、
橋本ら
（2003、
2005）

63 174
キョウチクト
ウ

ツルニチニチソウ Vinca major
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

二次林林床、草
原、海岸砂浜

Ⅳ ◎ × ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

南ヨーロッパ原産、
アフリカ南部、南ア
メリカ、大西洋諸島
に分布、オーストラ
リア、ニュージーラ
ンド、合衆国西部
で侵略的。

明治時代に渡来、北海道、本
州九州、四国、琉球。

長さ2m、
つる性
の多年
草

観賞用に栽培されたものがし
ばしば逸出し、人家付近から杉
林の林床まで、様々な場所に
生育。積雪地帯での生育も旺
盛で、半日蔭でも良く育つ。

園芸植物として渡来。様々な園芸
品種が観賞用に利用される。全国
的なカバープランツとしての利用度
も高い。

花が綺麗であることから、野生状
態でも容認されることが多い。しか
し海外で侵略的な植物とされ、日
本でも河川で分布拡大傾向にあ
り、草原の植物への影響も懸念さ
れている。さらに耐陰性があること
から、林床でも繁茂するので、在
来植物への影響は大きい。生物
多様性の保全上重要な地域だけ
でなく林縁や草原に接する環境
には持ち込むべきではない。

種子はあまりつくらない。

⑥専門家：草原
27、⑦各県：愛
媛、⑧河川：
13,26,50、⑩海
外：ISSG

便覧、写真
図鑑、有
用、帰化植
物、園芸事
典、JF、ＩＰＳ
Ｗ

64 178 ヒルガオ 外来ノアサガオ類
Ipomoea spp.
（Pharbitis  spp.）

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③ 海岸や林縁 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ ◎

アサガオ類は、熱
帯アメリカや熱帯ア
ジアに分布する。ノ
アサガオはヨーロッ
パ南部、アフリカ南
部、オーストラリ
ア、ニュージーラン
ドで侵略的となって
いる。

・アメリカアサガオI.
hederacea（P. hederacea）は
江戸時代末期(1882年頃）渡
来。現在のものは輸入穀物に
混ざって入ったものと考えら
れる。北海道、本州、四国、
九州、琉球。
・マルバアメリカアサガオI.
hederacea  var. integriuscula
は北アメリカ原産、1971年以
前に渡来。北海道、本州、四
国、九州、琉球。
・マルバアサガオI.
purpurea(P. purpurea )は江戸
時代に渡来、本州以南。
・ノアサガオI. indicaは紀伊半
島以南に分布するが、園芸品
種が各地で逸出（外来系統の
ノアサガオはオオバアメリカア
サガオI. leariiとして区別する
見解がある）。

十数m、
つる性
の一～
多年草。

・アメリカアサガオは、畑地、樹
園地、牧草地、荒地などに生
育する。土壌環境に対する適
応性が大きく耐陰性もあり、海
外では畑地雑草となっている。
・マルバアサガオは畑地、樹園
地、牧草地、荒地などに生育
し、世界的な畑地雑草となって
いる。耐寒性が強いものが多
く、各地で栽培されたものが逸
出している。
・ノアサガオは、畑地、樹園地、
牧草地、荒地などに生育し、畑
地雑草となっている。
・オオバアメリカアサガオ）は海
岸や人里近くの道端、林縁な
どに生える。

・イリオモテアサガオ、オーシャンブ
ルー'Ocesn Blue'、宿根アサガオ、
クリスタルブルー、琉球アサガオな
どと呼ばれるノアサガオの外来系統
の園芸品種が盛んに栽培され、逸
出している。
・1975年に作出されたアサガオとマ
ルバアサガオの交雑品種のヨウジ
ロアサガオIpomoea ni l x I.
purpureaなど、様々な園芸品種が
流通、利用されている。
・垂直面緑化（グリーンカーテン）の
有望種とされる。

つる植物なので他の植物を覆い
尽くして生長し、種子で繁殖するも
の、栄養繁殖するもの、強健で耐
寒性があるものな等を含む。その
ため、生物多様性の保全上重要
な地域に侵入させることのないよ
う、管理の放棄や苗の投棄を行わ
ない配慮が必要である。

・アサガオ属Pharbitisは、ヒルガ
オ属Ipomoeaに含める文献が多
いので、ここではアサガオ類とし
た。
・オオバアメリカアサガオはノアサ
ガオの外来系統を区別したもの。
宮崎はオオバアメリカアサガオI.
learii 。
・ソライロアサガオI. tricolo rをセイ
ヨウアサガオまたはアメリカアサ
ガオと呼ぶことがあるので混同し
ないよう注意が必要。
・栄養繁殖系栽培品種はいずれ
も自家不和合性で種子はできな
いが、葉柄近くから発根して根付
く。

⑦各県：愛媛・宮
崎、⑧河川：ｱﾒﾘｶ
ｱｻｶﾞｵ12,29,26、ﾏ
ﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ
5,13,20、ﾏﾙﾊﾞｱｻ
ｶﾞｵ13,24,24

世雑Ⅰ、便
覧、写真図
鑑、JF、園
芸事典、帰
化植物、
IPSW
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

65 180 クマツヅラ
シチヘンゲ（ランタ
ナ）

Lantana camara
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②

旧要注
意
暖地の海岸 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （◎） ○ －

北アメリカ南部～
熱帯アメリカ原産。

江戸時代末期（1865年）に園
芸植物として渡来。本州（関
東以西）、四国、九州、琉球、
小笠原で逸出、帰化。

3m、半
つる性
の低木

市街地、道端、牧草地、畑地、
荒地、海岸、河原、低木林、自
然林、二次林、原野、湿地等に
生育する。日当たりを好むが、
多少の日陰でも生育する。

コバノランタナL. montevidensisとの
交雑等により、草丈や花の色が多
様な園芸品種や、棘がない種類や
結実しない種類が数多く作出されて
いる。暖帯域では路地で、温帯では
温室の鉢植えや夏の花壇に使われ
ている。
果実は黒熟し、少し甘味があるの
で、海外では食用や香辛料に利用
する。ブラジルでは葉を茶の増量材
にした。中国では薬用に用いる。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも野生化している。園芸品
種の中には結実しない種類もある
ので、温暖な地域の特に重要地
域では、こうした種類を用いる。

土壌中に窒素を蓄積。自家受粉
も高受粉も行い、淡紅色系統のも
のが果実を良くつける。果実は鳥
によって運ばれる。繁殖は挿木ま
たは実生による。棘がある。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、③
村中：C、④ＦＡＯ：
８、⑥専門家：海
洋島28、⑦各県：
愛知・愛媛・小笠
原・奄美、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅰ、便
覧、熱帯花
木、外来生
物、有用、
JF

66 182 アワゴケ イケノミズハコベ
Callitriche
stagnalis

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③ 湧水河川、水路 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ － ○

ヨーロッパ原産、北
アメリカ、オーストラ
リア、ニュージーラ
ンドに帰化。

1996年渡来、福島、栃木、群
馬、千葉、神奈川、山梨に帰
化。ミズハコベを駆逐しながら
急速に分布を拡大している可
能性がある。

水辺の
小型の
多年草

水田、用水路、小規模の河川
のほか、水際の湿地では陸生
型となって生育する。関東北部
のクレソン栽培地で多い。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
湿地性の在来植物に悪影響。在
来種のミズハコベと誤認されてい
る場合が多い。

⑤対策：H20:<4、
⑦各県：栃木・群
馬、⑧河川：0,0,1

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、
GCW、角野

67 185 フジウツギ

フサフジウツギ（ニ
シキフジウツギ、チ
チブフジウツギ、
ブッドレア）

Buddleja davidii
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③ 河原 Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ○ ○

中国西部原産。合
衆国西部に分布。
ヨーロッパ、オース
トラリア、ニュー
ジーランドで侵略
的。

園芸植物として渡来するが、
渡来年代不明。北海道、本
州、九州で逸出、帰化。兵庫
県六甲山では沢沿い，堰堤
の堆積地，林縁，造成地など
の明るく開けた場所に群生し
ている。長野県長谷村の三峰
川支流の黒川や戸台川河川
敷で、広範囲で繁殖を続け、
アシ原やヤナギを駆逐してい
る。

2m、半
常緑低
木

自然林、河岸、崩壊地、草原、
撹乱地、市街地、水路、湿地に
生育。排水の良い向陽地を好
み、寒さに強い。路面間隙雑草
の性質が強く、舗道の割れ目
やコンクリートブロックの間でも
生長。山地の崩壊地や道路法
面で優占群落を形成し、分布
を拡大している。

多数の園芸品種があり、日本でブッ
ドレアとして観賞用に栽培される。
切り花にもされる。中国では薬用に
される。

海外で侵略的な外来種とされ、風
により種子が散布され、草原を森
林化すること等から、生物多様性
の保全上重要な地域に侵入する
おそれのある場所には、持ち込み
を行うべきではない。

繁殖は種子によるが、挿木でもで
きる。洪水で流され易く、川岸が
浸食しやすくなる。ニュージーラン
ドでは林業被害を引き起こしてい
る。

③村中：C、⑦各
県：兵庫、⑧河
川：0,6,6、⑩海
外：ISSG

便覧、写真
図鑑、有
用、JF、園
芸事典、
IPSW、大
窪・岡
（2005）、伊
藤ら
（2001）、
http://www.
kkr.mlit.go.jp
/rokko/rokk
o/vegetatio
n/sp/184/i
ndex.html

68 203 キク
オオブタクサ（クワ
モドキ）

Ambrosia trifida
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

旧要注
意
湿地や河原 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ － ◎ 北アメリカ原産

1952年渡来、北海道～九州、
琉球で帰化。

1～6m、
一年草

畑地、牧草地、空地、堤防、鉄
道線路沿い、河原など、やや
湿り気のある場所に大きな群
落を作る。

花粉対策用にブタクサ茶が販売さ
れている。種子や苗の流通、市販
や栽培に関する情報は得られな
かった。

－

埼玉ではヨシやスゲ類など湿性
草原の植物を駆逐。愛知県でも
低湿地の植物への影響が懸念。
飼料穀物や豆類に混入して侵
入。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：A、④FAO:８、
⑤対策：H20:4、
H23:5、⑥専門家
草原48、⑦各県：
埼玉・千葉・愛
知・京都・兵庫・
鳥取・広島・滋
賀・愛媛・宮崎、
⑧河川：41,79,86

世雑Ⅰ、花
粉、便覧、
写真図鑑、
外来生物

69 203 キク
セイタカアワダチソ
ウ（セイタカアキノ
キリンソウ）

Solidago altissima
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
湿原・湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ － 北アメリカ原産

観賞用植物として明治時代
（1897年頃）に渡来、大正末
期から野生化、戦後、急速に
分布拡大。北海道、本州、四
国、九州、琉球、小笠原で帰
化。

2.5m、多
年草

路傍、空地、河川敷、土手、原
野、休耕地に大群落を作る。造
成によって撹乱された環境が
増えると繁茂する。

現在は一般的に栽培される種類で
はないが、流通はある。

湿原、草原、河川敷、奄美地域な
ど、生物多様性の保全上重要な
環境や地域、または農業上問題と
なる場所では、対策の対象になっ
ている。こうした環境に侵入する
おそれのある場所でへは、持ち込
みを行うべきではない。

花粉の飛散量は少なく、花粉症
の影響は小さいとの説あり。湿原
や草原に侵入して駆除の対象と
なっている。戦前は、近縁種のカ
ナダアキノキリンソウS.
canadensisと混同された。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ８、
⑤対策：H20:17、
H23:11、⑥専門
家：草原54、⑦各
県：北海道・青
森・栃木・埼玉・
愛知・京都・鳥
取・広島・滋賀・
愛媛・宮崎・奄
美、⑧河川：
71,110,111

雑管、花
粉、便覧、
写真図鑑、
帰化植物、
JF、園芸辞
典

70 203 キク オオアワダチソウ
Solidago gigantea
var leiophylla

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
湿原・湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － － 北アメリカ原産

明治中期(1880年頃)渡来。北
海道～九州で逸出、帰化。

1.2m、多
年草

原野、道端や、河川敷に発生。
北海道ではセイタカアワダチソ
ウより多い。

園芸植物として渡来。現在の本種
の利用に関する情報は得られな
かった。

－

愛知県では今のところ自然生態
系への影響は深刻ではない。
Solidago gigantea  ssp. serotina。
北海道では、知床国立公園、ウト
ナイ湖、礼文島等で駆除が行わ
れている。

①要注意、②
W100：日本③村
中：B、⑤対策：
H20:<4、⑦各県：
北海道・愛知、⑧
河川：28,42,47

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、Ylist

71 203 キク
外来性タンポポ種
群

Taraxacum
officinale 、T. spp.

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
自然草原や高山 Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ヨーロッパ原産、世
界中に帰化

セイヨウタンポポT. officinal e
は1940年に北海道に渡来。
北海道～九州、琉球、小笠原
で帰化。

0.4m、多
年草

市街地、道端、空地、畑地、牧
草地、芝地、樹園地、川岸、山
地、高山の駐車場まで生育す
る。

セイヨウタンポポやカントウタンポポ
が流通している。野菜として利用さ
れる。

海外で侵略的な外来種とされ、国
内では草原や高山等にも侵入し、
在来のタンポポとの交雑が大きな
問題とされている。こうした問題を
引き起こす可能性がある場所へ
は、持ち込みを行うべきではな
い。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：
６、⑤対策：
H20:14、⑥専門
家：草原45・高山
23・交雑42、⑦各
県：北海道・青
森・埼玉・愛知・
京都・広島・滋
賀・愛媛、⑧河
川：66,105,115、
⑩海外：ISSG

雑管、花
粉、便覧、
写真図鑑、
帰化植物、
外来生物、
JF、園芸辞
典

72 204 オモダカ
ナガバオモダカ
（ジャイアントサジタ
リア）

Sagittaria
weatherbiana

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
湿地や池沼 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

北アメリカ原産、世
界各地で栽培

1975年頃に渡来。千葉、神奈
川、東京、京都、和歌山、岡
山で帰化。

0.6m、抽
水性の
多年草

湖沼、ため池、水路、河川に生
育。天然記念物の京都の深泥
池で繁茂。雌雄異株で日本に
は雌株のみ

ジャイアント・サジッタリアの名でア
クアリウムで栽培。

天然記念物の深泥池で繁茂する
など、水辺に生育する希少種と競
合し、駆逐すること等から、自然水
域へは持ち込むべきではない。

2010にS. gramineaの学名から変
更された。

①要注意、③村
中：B、④FAO:９、
⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：水生
19、⑦各県：愛
知、⑧河川：0,1,1

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、角野

73 205 トチカガミ
オオカナダモ（アナ
カリス）

Egeria densa
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
池沼 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ○ －

南アメリカ原産、温
帯

大正時代に渡来、本州～九
州、琉球で帰化。京都の深泥
池で繁茂。

多年草、
沈水植
物

湖沼、河川に生育する。日当た
りの良い、浅い、停滞水域を好
む。

観賞用に販売、利用される。魚の
餌、植物生理の実験材料に利用。

海外で侵略的な外来種とされ、日
本の河川でも分布を拡大してお
り、水生生物への影響が懸念され
る。各地で問題のある外来植物と
され、駆除の対象となっている。
茎葉の断片で繁殖することから、
自然水域へは持ち込むべきでは
ない。

日本にあるのは雄株のみで、種
子繁殖はしていない。。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A④ＦＡＯ：9、
⑤対策：H20:<4、
H23:1、⑥専門
家：水生41、⑦各
県：埼玉・愛知・
兵庫・鳥取・広
島・滋賀・愛媛・
佐賀・宮崎、⑧河
川：30,60,70、⑩
海外：ISSG

世雑Ⅲ、便
覧、外来生
物、JF
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

74 205 トチカガミ コカナダモ Elodea nuttallii
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
池沼や渓流 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ○ ◎

アメリカ北東部原
産、温帯

昭和の初めに入り、本州、四
国で帰化。尾瀬沼で繁茂

多年草、
沈水植
物

湖沼、河川、池、溝、水路に生
育する。日当たりの良い、流水
～停滞水域、浅水を好む。

魚の餌、植物生理の実験材料に利
用。観賞用の水草として利用される
ことがある。

河川で分布を拡大しており、水生
生物への影響が懸念される。各
地で問題のある外来植物とされ、
駆除の対象となっている。茎葉の
断片で繁殖することから、自然水
域へは持ち込むべきではない。

日本にあるのは雄株のみで、種
子繁殖はしていない。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A,④ＦＡＯ：9⑤
対策：H23:1、⑥
専門家：水生40、
⑦各県：埼玉・⑦
各県：愛知、・鳥
取・広島・滋賀・
愛媛・佐賀、⑧河
川：25,55,62

世雑Ⅲ、雑
管、便覧、
JF、園芸事
典、外来生
物、世水Ⅲ

75 205 トチカガミ

外来セキショウモ
（オオセキショウモ
（ジャイアントバリス
ネリア）、セイヨウセ
キショウモに酷似し
た外来種）

Vallisneria
gigantea、
Vallisneria spp.

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③ 池沼や渓流 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

オオセキショウモは
東南アジアに広く
分布し、オーストラ
リア北部の一部に
も自生。

オオセキショウモ：栃木県佐
野市、栃木・群馬県境の才
川、滋賀県草津市、熊本県白
水村に定着。
セイヨウセキショウモに酷似し
た外来種：千葉県松戸市、愛
知・岐阜県境の木曽三川下
流域、岐阜県大垣市、三重県
鈴鹿市、大阪府淀川水系、佐
賀県佐賀市、鹿児島県東串
良町での定着が確認されて
いる。

多年生，
常緑の
沈水植
物

湖沼、河川など日当たりの良
い水域

オオセキショウモ：アクアリウムプラ
ンツとして販売されている。
セイヨウセキショウモに酷似した外
来種：アクアリウムプランツとしてセ
イヨウセキショウモの呼称で販売さ
れているが，セイヨウセキショウモと
は異なる分類群である（早稲倉ほ
か，未発表）．

水辺に生育する希少種と競合し、
駆逐するおそれがあること等か
ら、自然水域へは持ち込むべきで
はない。

定着場所では両種とも一面の優
占群落を形成し、侵略的な状況を
呈している。長良川では少なくと
も5km以上にわたって大繁茂し、
冬季には大量の切れ藻が川岸に
漂着する。千葉県松戸市坂川と
佐賀県佐賀市での聞き取りによ
れば、「繁茂して侵略的」との認識
がなされている。常緑であるた
め、落葉性の在来種（セキショウ
モやコウガイモ）よりも繁殖力が
高いと思わる。両分類群ともに国
内での有性繁殖は確認されてい
ない。この項の文章は藤井ほか
（未発表）による。
在来種はセキショウモV. nsatans
とコウガイモV. denseserrulata。
セイヨウセキショウモV. spiralisと
バリスネリア・ナナV. nan aはISSG
に掲載。

⑩海外：ISSG、⑪
その他：藤井委員

水草Ⅲ、藤
井・牧，未発
表、早稲倉
ほか，未発
表、角野

76 216 ミズアオイ
ホテイアオイ
（ウォーターヒヤシ
ンス）

Eichhornia
crassipes

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ － 熱帯アメリカ原産

明治年間(一説では江戸時
代)に渡来。本州、四国、九
州、琉球に分布。

0.8m、浮
遊性の
多年草

富栄養化の進んだ湖沼、ため
池、河川、水路などの水面。

観賞用としてに渡来。ビオトープや
水質浄化にも利用。

海外で侵略的な外来種とされ、日
本の河川でも分布を拡大してお
り、水生生物への影響が懸念され
る。各地で問題のある外来植物と
され、駆除の対象となっている。
茎葉の断片で繁殖することから、
基本的には自然水域へ持ち込む
べきではなく、利用する場合には
逸出しないよう適切に管理する。

種子ができない場所も多い。

①要注意、②
W100：IUCN、日
本③村中：A、④Ｆ
ＡＯ：12、⑤対策：
H20:6、H23:4、⑥
専門家：水生38、
⑦各県：千葉・愛
知・兵庫・広島・
滋賀・愛媛・佐
賀・宮崎・奄美、
⑧河川：
22,34,51、⑩海
外：ISSG

雑管、便
覧、帰化植
物、外来生
物、JF、園
芸事典

77 217 アヤメ キショウブ Iris pseudacorus
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ◎ －

ヨーロッパから西ア
ジア原産、世界各
地の水湿地で観賞
用に栽培される。

1897（明治30）年頃に渡来。
北海道、本州、四国、九州で
逸出帰化。

1.2ｍ、
多年草

湖沼、ため池、河川、水路、水
田湿った畑地、林縁など周辺
で繁殖し、湿原や草地にも侵
入。水湿地を好むが、やや乾
燥にも強く、池畔に適する。

園芸植物として渡来。民家や公園
に植栽される。花が綺麗なので水
辺に植えられることが多い。様々な
園芸品種がある。水湿地を好むが、
やや乾燥にも強く、池畔に適すると
される。

花が美しいので水辺に植えられる
ことが多いが、海外では侵略的な
外来種とされ、日本でも河川等で
分布を拡大している。近縁の絶滅
危惧種のカキツバタ等の遺伝的
撹乱や、これらを含む水辺や草原
の在来植物との競合、駆逐が危
惧されている。こうした影響を及ぼ
すおそれのある場所へは持ち込
むべきではない。

地下に横にはう太い根茎があり、
分枝して繁殖する

①要注意、②
W100：日本、③村
中：B、④ＦＡＯ：
10、⑤対策：
H23:2、⑥専門
家：水生16・草原
38、⑦各県：北海
道・青森・埼玉・
愛知・広島・佐
賀、⑧河川：
54,88,98、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅲ、帰
化植物、外
来生物、園
芸植物、JF

78 220 イグサ コゴメイ Juncus sp.
分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

イグサなどが生育
する河川敷や湿地

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
ユーラシア産のJ.
inflexusに似るが別
種。

1990年渡来。本州の一部で
帰化。各地の河川敷に急速
に分布を拡大。

1.5m、多
年草

沿海地、河川敷、湿地に生え
る。

本種の利用状況に関しては不明で
あるが、イグサ属の植物は種小名
が不明なものを含めて、複数種が
流通、利用されている。近縁種のイ
グサは、畳表の材料にするために
栽培されるほか、薬用等にも利用す
る。

水湿地に生育する在来種のイグ
サが消失するなど、水辺に生育す
る在来種と競合し、駆逐するおそ
れがあること等から、こうした環境
に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込むべきではない。

近年、各地の水湿地で在来イグ
サが消失し、本種に置き換わって
いる。原因は不明だが、競合（繁
殖干渉か。）などの問題が懸念さ
れる。
在来種のイJ. effusu s var.
decipiensは茎の髄が連続してい
るが、本種は隔壁構造をしている
ので区別できる。

⑧河川：0,0,6、⑪
その他：藤井委員

便覧、帰化
植物、藤井
委員、JF

79 221 ツユクサ

ノハカタカラクサ（ト
キワツユクサ、トラ
デスカンティア・フ
ルミネンシス）

Tradescantia
fluminensis

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

旧要注
意
二次林林床 Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －

南アメリカ原産、ア
ジア、太平洋諸島
に分布、ヨーロッパ
南部、オーストララ
シア、北アメリカ南
部で侵略的。

昭和初年に渡来。本州、四
国、九州で逸出帰化。

多年草。
石垣、崖地、路傍、林床などや
や湿った日陰に生える。

園芸品種を含めて、観葉植物として
利用。

海外でも侵略的な外来種とされ、
日本でも分布を拡大している。耐
陰性があるため、雑木林や極相
林の林床や水辺への侵入が、確
認または危惧されている。こうした
環境に侵入するおそれのある場
所には、持ち込むべきではない。

①要注意、⑥専
門家：雑木23・極
相21、⑦各県：千
葉・愛知・広島・
愛媛・宮崎、⑧河
川：14,37,51、⑩
海外：ISSG

便覧、帰化
植物、外来
生物、有
用、JF、園
芸事典、
IPSW

80 224 イネ

オオハマガヤ（アメ
リカハマニンニク、
アメリカカイガンソ
ウ）

Ammophila
breviligulata

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③ 海岸砂浜 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ － 北アメリカ原産。

1955年頃から日本各地の飛
砂防止に植栽。1976年に静
岡で野生化が確認。青森、秋
田、山形、宮城、新潟、石川、
千葉、鳥取に分布。

1m、多
年草

沿岸地域に生育する。
北米では砂止めに利用されている。
北日本や日本海側を中心に、飛砂
防止に植栽。

近縁種が海外で侵略的となってお
り、本種も根や株で分布を拡大
し、生態系を改変するおそれがあ
る。日本の海岸の生態系に影響
を及ぼすおそれのある場所には、
持ち込みを行うべきではない。

近縁種のビーチグラスA. arenaria
は侵略的な植物にあげられてい
る。海岸植物への影響が懸念。
種子による繁殖は行わず、地下
茎により栄養繁殖。

⑦各県：千葉、⑧
河川：0,2,2

便覧、帰化
植物、有
用、ISSG、
GCW、
USDA

81 224 イネ

シナダレスズメガヤ
（ウイーピングラブ
グラス、セイタカカ
ゼクサ）

Eragrostis
curvula

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

旧要注
意
河原、海岸砂浜 Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ －

アフリカ南部原産、
温帯～熱帯

1959年に四国農業試験場に
導入後、各地に導入。北海
道、本州、四国、九州、琉球。

1.2m、多
年草

牧草地、路傍、荒地、河原等に
生育。日当たりの良い、砂質土
壌を好む。

栽培用に品種改良され、世界的に
はやせ地の飼料生産に利用される
が草質が良くないため、日本では牧
草よりも砂防用に導入され、高速道
路や宅地造成地の土どめ用に利用
された。近年は生態系への影響を
が配慮され、あまり利用されなくなっ
た。

河原や砂丘に侵入して大株とな
り、在来植物と競合し、駆逐する。
砂の堆積を促進することで、生態
系の物理的な基盤を変化させる。
こうした環境に侵入するおそれの
ある場所へは、持ち込みを行うべ
きではない。

愛知県ではススキのような大型
の植物まで駆逐。河原に生育す
るカワラノギク（絶滅危惧Ⅱ類
（VU） ）やカワラニガナ（準絶滅危
惧（NT））への影響が危惧される。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A,④ＦＡＯ：８、
⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：河原
46、⑦各県：埼
玉・愛知・兵庫・
広島・愛媛・佐
賀・奄美、⑧河
川：61,104,107、
⑨三省：環・農・
林・国都・国道

世雑Ⅲ、便
覧、外来生
物

82 224 イネ チクゴスズメノヒエ
Paspalum
distichum var.
indutum

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①④③ 湿地や池沼 Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ － －

北アメリカ南部原
産。

1970年代に福岡県筑後地方
で確認。本州、四国、九州、
琉球の一部。

多年草

湿地、水路、水田、湖沼、河
川、ため池に生育。キシュウス
ズメノヒエと分布が重なるが、
より水深の深いところに生育す
る。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
キシュウスズメノヒエの変種。防
除困難な水田雑草。

③FAO：C、⑤対
策：H20:<4、
H23:2、⑥専門
家：水生21、⑧河
川：7,9,23

雑管、便
覧、写真図
鑑、帰化植
物、世雑
Ⅲ、角野
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抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

83 231
カヤツリグ
サ

シュロガヤツリ（カ
ラカサガヤツリ）

Cyperus
alternifolius

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①②③ 暖地の池沼や湿地 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －

マダガスカル原産、
世界の熱帯に広く
帰化

1937年以前に渡来、本州（関
東以西）、四国、九州、琉球、
小笠原で帰化

1～2m、
多年草

池、河川の岸辺、湿地に生え
る。古くから栽培されていたも
のが暖かい地方で逸出してい
たが、寒さにはかなり強く、最
近は関東南部でも越冬し、野
生化するようになった。

パピルスに類似した美しい形をして
いるため、古くから温室で観賞用に
栽培される。切り花にも利用され
る。マダガスカルではむしろやこもを
編むのに利用される。小鉢栽培に
適した園芸品種コシュロガヤツリ
（グランキリス）C. alternifoliu s
'Grancilic'も、流通、栽培される。水
温は20～25℃にすれば旺盛に生育
する。越冬温度は５℃くらい。とくに
乾燥させなければ池に入れなくても
良い。

小笠原では河床で株となり群落を
形成、在来の湿地植生（シダな
ど）を駆逐し、流水路を狭め、水
棲・水辺生物（魚類、甲殻類、水
棲昆虫、クモ、サギ類）にも影響を
与えている。自然水域への持ち込
みは行うべきではない。

Ylistでは本学名は広義とし、C.
alternifolius  ssp. flabelliformisを
標準名としている。別学名C.
alternifolius  var. obtusangulus  C.
involucratus、C. alternifolius var.
flabelliformis。増殖は株分けが普
通であるが、実生もでき、挿木も
可能である。

⑥専門家：水生
8、⑦各県：小笠
原、⑧河川：
9,17,22

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、有
用、Ylist、園
芸事典、角
野

84 231
カヤツリグ
サ

メリケンガヤツリ
Cyperus
eragrostis

分布拡大期
～まん延期

重点対
策外来
種
①③

旧要注
意
湿地、河川敷 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

熱帯アメリカ原産、
南北アメリカ、ヨー
ロッパ、アジア、
オーストラリアなど
温帯～熱帯。

1959年に渡来。本州（関東以
西）、四国、九州、琉球、小笠
原。

1.0m、多
年草

河川、畑、溝、湿地などに生
育。日当たりが良く、土壌の
湿った所を好む。湛水条件下
での生育は良くない。土壌の
種類は選ばない。水辺で急速
に分布拡大している。水辺の
裸地を好むが、強固な根茎を
持っていて永続性が高く、植生
遷移を急速に進めるおそれが
ある。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

保護対象の湿地への侵入の可能
性もある。水湿地の微小植物に
とっては大きな脅威となりうる。愛
知県では自然度の高い場所に侵
入することは少なく、在来植物へ
の影響は限定的との記載。

①要注意、⑦各
県：愛知、⑧河
川：17,45,52

世雑Ⅲ、勝
山委員、藤
井委員、便
覧、写真図
鑑

85 33
サンショウ
モ

オオサンショウモ Salvinia molesta
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
暖地の池沼 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ○ －

北アメリカ原産、
オーストラリア、東
南アジア、中央アフ
リカ等に広く帰化。

1950年ごろ渡来。大阪で帰
化。沖縄では1970年中期に
渡来。

浮遊性
の水草

2006年、恩納村の農業用水た
め池を覆い尽くしている状態が
確認。温暖地の池沼や水路に
生育。水温が高いと短期化で
異常繁殖を繰り返す。

沖縄で、一部の愛好家により栽培。
現在も観賞用に販売、利用されて
いる。

海外で侵略的な外来種とされ、国
内でも繁茂が確認されている。近
縁種のサンショウモS. natans (絶
滅危惧Ⅱ類（VU） )との競合、駆
逐や、遺伝的撹乱が危惧される。
水により胞子が散布されること等
から、自然水域へは持ち込むべき
ではない。

別学名S. auriclata。熱帯では水
田雑草となる。養魚場の雑草にも
なる。近縁種のサンショウモS.
natansは絶滅危惧Ⅱ類（VU） 。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、④
ＦＡＯ：10、⑦各
県：愛媛、⑩海
外：ISSG

便覧、写真
図鑑、外来
生物、世水
Ⅰ、JF、世
雑Ⅲ、角野

86 43 モクマオウ
トクサバモクマオウ
（トキワギョリュウ）

Casuarina
equisetifolia

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

オーストラリア原
産、アフリカ南部、
北アメリカ南東部、
カリブ海で侵略的。

琉球には明治初期、小笠原
には1879（明治12）年に導入
され、野生化

20m、常
緑高木

日当たりの良い砂地を好む。
種子の生産量、発芽率が高い
上に、放線菌と共生して痩せ地
でも良く育つ。耐塩性や耐乾性
がある。

砂防林、防風林、肥料木、街路樹、
公園樹として植栽される。材は薪炭
用に、樹皮のタンニンが薬用に、海
外では染料に利用される。日本で
は、地上戦で焦土となった沖縄の緑
化樹として積極的に取り入れられ
た。緑化植物として早期緑化（崩壊
地やのり面等の緑化）の観点から
非常に優れていることから、利用さ
れている。

海外で侵略的とされ、小笠原諸島
や奄美地域で問題とされている。
生物多様性の保全上重要なこうし
た地域での利用は、可能な限り控
える等の配慮が必要である。

落ち葉が林床に蓄積し、アレロパ
シー作用もある。奄美地域では、
アジサシ類の営巣地であるサン
ゴ砂にはびこり、野鳥の営巣地が
破壊されたとされる。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：海洋島
29、⑦各県：小笠
原・奄美、⑩海
外：ISSG

便覧、写真
図鑑、
IPSW、有
用、林野庁

87 50 クワ パンノキ Artocarpus altilis
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①② シイ・カシ林 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

ニューギニアからメ
ラネシア原産。世
界各地で栽培。台
湾では侵略的植
物。

石垣島の一部の自然林内に
多数の実生が確認されてい
る。おそらく栽培品から鳥散
布で分布域を拡大したものと
思われる。

30m以
上、常緑
高木

世界各地の熱帯地域で栽培さ
れる。

栽培品種には種子がある二倍体
と、種子のない三倍体がある。どち
らも海外では食用にされる。観賞用
にも栽培される。日本でも、市販、
流通され、温室等で栽培される。

台湾では侵略的な外来植物とさ
れ、日本でも石垣島では野生化
が確認され、西表島への影響も懸
念されている。生物多様性の保
全上重要な地域に影響を及ぼす
おそれのある場所への持ち込み
は行うべきではない。

別学名A. Incisus、A. communis
。石垣島や西表島のシイ・カシ林
には定着する可能性が極めて高
く、定着してしまえば植生に多大
な悪影響を与えると思われる。沖
縄では実生苗発生はあるが、鳥
散布は観察されていない。海外で
はコウモリが種子を散布。

⑪その他：横田委
員

Ylist、有用、
JF、園芸事
典、日本造
園学会

88 51 イラクサ
コゴメミズ（コメバコ
ケミズ、ピレア・ミク
ロフィラ）

Pilea microphylla
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ 陰湿な岩場 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ ○

南アメリカ原産、
ヨーロッパ、アフリ
カ、北アメリカ、ハ
ワイ等の太平洋諸
島、台湾等。

戦後、沖縄と鹿児島に渡来。
1991年に東京、1998年に神
奈川で確認。本州と九州の一
部、琉球で帰化。

0.2m、多
汁性の
一年草

低地の敷石、石垣の間、湿っ
た岩やコンクリートの隙間に生
える。沖縄では通年みられる。

ピレア・ミクロフィラの名前で園芸用
に流通、販売されている。

海外で環境雑草などとされ、日本
でも南西諸島の水湿地で繁茂し、
石灰岩露頭の陰湿環境に生育す
る微小植物への影響が懸念され
る。こうした環境に侵入するおそ
れのある場所へは持ち込むべき
ではない。

増殖は挿し木、種子によるが、挿
し木で容易に発根するので、通常
は挿し木が道いられる。匍匐性の
種では、株分けで容易に殖やせ
る。

⑪その他：藤井委
員

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、藤井
委員、JF、
園芸事典、
GCW

89 62 スベリヒユ
ケツメクサ（ヒメマツ
バボタン、ケヅメグ
サ）

Portulaca pilosa
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③

海岸の隆起サンゴ
礁や岩礁

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －
熱帯アメリカ原産、
東南アジアなどに
帰化。

1939年までに渡来、1954年に
熊本で採集、本州（関東以
西）、四国、九州、琉球、小笠
原諸島に分布。

0.3m、多
肉質の
一年草

乾燥した日当たりのよい道端、
敷石の間、畑、砂地に生育。沖
縄県では集落や耕作地に広く
帰化しているだけでなく、海岸
の隆起サンゴ礁や岩礁にも生
える。

観賞用に栽培されるマツバボタンに
比べて花が小さい。一般的には販
売や栽培は行われていない。

－

海岸の岩礁は、固有種オキナワ
マツバボタンや今年７月に横田委
員らが記載したアマミマツバボタ
ンの生育環境と大きく重なるた
め，これらの種にとっては競合種
となる。繁殖力が強く、水挿しで
発根する。別学名Portulaca
australis。

⑪その他：横田委
員

便覧、写真
図鑑、横田
委員、帰化
植物、Ylist

90 99
ベンケイソ
ウ

セイロンベンケイ
（トウロウソウ、セイ
ロンベンケイソウ、
ハカラメ）

Bryophyllum
pinnatum

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③

海岸岩場や石灰岩
地

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －
マダガスカルやア
フリカなどの熱帯に
広く分布。

渡来年代は不明だが、沖縄
にはかなり古い時代に渡来。
宮崎、鹿児島、琉球、小笠原
で逸出帰化。

1.2m、多
年草、多
肉植物

海浜地や山地の裸地や路傍。
沖縄では人里近くの岩場～石
灰岩地域の山頂まで侵入し繁
茂。小笠原では岩場で群落形
成、荒原植生を駆逐

観賞用に栽培される。薬用にも利用
される。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも南西諸島や小笠原諸島
で繁茂して在来種と競合し、駆逐
している。１枚の葉からでも繁殖で
きる植物であるため、温暖な地域
では特に、自然環境には持ち込
むべきではない。

＊ISSGではKalanchoe pinna ta、
その他の別学名B. calycinum。葉
を地上に置くだけで、葉脈の末端
から不定芽を出して繁殖する。

⑦各県：小笠原、
⑩海外：ISSG

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、園
芸、Ylist、有
用、JF、園
芸事典

91 103 マメ
ソウシジュ（タイワ
ンアカシア）

Acacia confusa
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ Ⅱ、Ⅳ （◎） × ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

フィリピン原産、ア
ジアや太平洋地域
で栽培され逸出。
ハワイや北マリア
ナ諸島等で侵襲的
となっている。

渡来年代不明、広島、琉球、
小笠原諸島で野生化。

15m、常
緑高木

温暖で湿潤な気候を好み、荒
地や撹乱地に生育する。亜熱
帯、熱帯では年中開花する。

九州南端以南で、荒廃地の造林
や、耕地防風林を兼ねた緑肥木とし
て導入。台湾では街路樹、造林用
に植栽が多い。海外では薬用や食
用にされ、材木も利用される。

海外で侵略的とされ、南西諸島や
小笠原諸島で野生化している。生
物多様性の保全上重要なこうした
地域に侵入するおそれのある地
域での利用は可能な限り避けるこ
とが望ましい。

⑩海外：ISSG

便覧、有
用、樹木、
熱帯花木、
JF、園芸事
典、琉球弧

92 103 マメ
ギンネム（ギンゴウ
カン、タマザキセン
ナ）

Leucaena
leucocephala

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意

Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －
中央・南アメリカ～
太平洋諸島原産。

小笠原には江戸時代末期に
植樹の記録があり、明治時代
初期以降に本格的に造林さ
れた。沖縄には明治時代末
期以降にスリランカから導入
された。

9m、常
緑小高
木

亜熱帯から熱帯の日当たりの
良い道端や原野、林縁に生
育。やせ地でも育つが、土の浅
いところでは樹高１～２ｍで止
まる。小笠原諸島や沖縄では、
植栽地から周辺の空地や道路
沿いの撹乱地等に侵入し、放
棄された畑や宅地等に急速に
広がった。

緑化、緑肥、飼料、砂防、薪炭材、
パルプ用材として利用。分布域と形
態によりハワイ型またはペルー型と
呼ばれる低木型と、サルバドル型と
呼ばれる高木型に分けられる。生
長の早い中高木になる林業品種が
育成されている。
・沖縄県の奨励品種に指定されて
いる。

海外で侵略的とされ、小笠原諸島
や奄美地域で在来種との競合、
駆逐が危惧されている。生物多様
性の保全上重要なこうした地域に
侵入するおそれのある地域での
利用は可能な限り避けることが望
ましい。

小笠原諸島でギンネムが侵入し
た林は二次遷移が進まず、種の
多様性が低くなった。父島、母島
では返還時程の勢力はないが、
新たな道路整備、農耕地放棄な
どで一部復活している。

①要注意、ＩＵＣＮ
③村中：B、④ＦＡ
Ｏ：11、⑤対策：
H20:<4、⑥専門
家：海洋島34、⑦
各県：小笠原・奄
美、⑨三省：国
都・国道、⑩海
外：ISSG

便覧、有
用、樹木、
農林水産
省、外来生
物、園芸事
典、JF

93 122
ツリフネソ
ウ

アフリカホウセンカ
Impatiens
walleriana

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①② 林床 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

東アフリカ、モザン
ビーク原産、熱帯
地域の島嶼に分
布。

沖縄へは復帰後導入され、
1980年頃から野生化が散見
されるようになった。現在では
広い範囲で雑草化しつつあ
る。

0.7m、多
年草

自然林、植林地、河原、荒地に
生育。直射日光を避ける方が
生育が良いが、最近の園芸品
種は強光も耐える。20～25℃
もあれば挿し芽で良く根付くの
で、繁殖はたやすい。

1964年にオランダで一代交配種が
つくられ世界各地に広まった。日本
での本格的な栽培は1970年代に
入ってから。花色も豊富に改良さ
れ、様々な園芸品種が鉢植えや花
壇に植えられる。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも奄美地域ではびこってい
る場所がある。耐陰性があるので
温暖な地域では林内に入り込む
可能性もあることから、生物多様
性の保全上重要な地域に侵入す
るおそれのある場所への持ち込
みは行うべきではない。

有用ではI. sultani。種子が熟す
と、果皮が裂開して飛び散る。

⑦各県：奄美、⑩
海外：ISSG

有用、園芸
事典、写真
図鑑、JF、
Ylist

9
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分布拡大・拡散生態系被害科名
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被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
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定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

94 144 フトモモ

テリハバンジロウ
（キバンジロウ、キ
バンザクロ、シマフ
トモモ）

Psidium
cattleianum

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③

旧要注
意
森林 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

ブラジル原産、世
界各地で栽培さ
れ、オフリカ南部、
オーストラリア、合
衆国南東部、インド
洋諸島、ハワイ等
で侵略的となって
いる。

風味が優れた品種であるキミ
ノバンジロウf. lucidumが、
1909（明治42）年に輸入され、
小笠原で栽培されて野生化し
た。キミノバンジロウの沖縄へ
の渡来年代は不明だが、
1940年代後半には栽培が
あったと推測される。母種の
テリハバンジロウは、昭和初
期から栽培されている。

2.5m、常
緑の小
低木

農耕地、海岸、自然林、植林
地、草原、川岸、低木林、市街
地、湿地に生育する。耐陰性
がある。日本では父島の畑地
や屋敷跡等に野生化してい
る。

果実を生または加工して食用にす
るために栽培される。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも小笠原諸島では野生化
している。種子が鳥による散布さ
れること等から、小笠原諸島等の
生物多様性の保全上重要な地域
へ侵入するおそれのある場所へ
の持ち込みは行うべきではない。

別学名P. littorale 。種子は果実を
食べる動物や鳥により運ばれる。

①要注意、ＩＵＣ
Ｎ、⑥専門家：海
洋島22、⑦各県：
小笠原、⑩海外：
ISSG

便覧、写真
図鑑、Ylist、
有用、外来
生物、
IPSW、JF

95 178 ヒルガオ

モミジバヒルガオ
（タイワンアサガ
オ、モミジヒルガ
オ）

Ipomoea cairica
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

熱帯アフリカ原産、
オーストララシア、
北アメリカ、南アメ
リカ等に分布。

1933年以前に渡来。栃木、熊
本、宮崎、鹿児島、琉球、小
笠原諸島（聟島）に帰化。奄
美大島、徳之島、沖縄島では
既にかなり広がっている。沖
縄島北部の国有林にも定着し
始めた。

数ｍ、つ
る性の
多年草

海岸砂丘、断崖、林縁、川岸に
生育。つるが良く伸びて、性質
強健のため、広い地域に帰化
している。

園芸品種があり、花卉として栽培さ
れる。熱帯では飢饉時に食用にす
る。

海外で侵略的な外来植物とされ、
つる性の強健な植物であることか
ら、温暖な地域では在来植物との
競合、駆逐が危惧される。生物多
様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある地域へは、持ち
込みを行うべきではない。

奄美地域では、ソコベニヒルガオ
I. gracilisなど、鹿児島県RDBの
近縁種が複数生育する。アメリカ
ハマグルマと同様に非常に侵略
的。塊根を持つ。周年開花性であ
る。

⑦各県：奄美、⑩
海外：ISSG、⑪そ
の他：藤井委員、
横田委員

便覧、写真
図鑑、横田
委員、Ylist、
草本Ⅲ、園
芸事典、
ISPW、JF

96 180 クマツヅラ
ヒメイワダレソウ（ヒ
メイワダレ）

Phyla canescens
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①② 河原や草原 Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ◎ －

南アメリカ（ペルー）
原産。

昭和初年（1926年）に渡来。
宮崎、琉球に帰化。

0.3m、小
低木

牧草地、草地、水路、氾濫原、
灌漑地域の下流に生育。非耐
寒性。粗い土壌で乾燥気味に
栽培する。

園芸植物として渡来。本種ととも
に、在来種のイワダレソウPhyla
nodiflora （L. nodiflor ）またはその交
雑品種（L. nodiflora × L.
canescens ）が、クラピアの名前で、
法面、畦畔、公園等の緑化に利用。

日本では影響は報告されていな
いが、海外では侵略的となってい
ることから、生物多様性の保全上
重要な地域の特に海浜や河原等
に侵入するおそれのある地域へ
の持ち込みは行うべきではない。

別学名Lippia canescens、Lippia
repens。1979年頃導入されたヒメ
イワダレ（P. incisa ）（池原，1989）
や、琉球列島で栽培されるヒメイ
ワダレソウP. nodiflora  cv. Rosa
（初島・天野，1994）も本種と思わ
れる。クラピアは種子をつけない
ため、植栽した場所以外には広
がらないとされている。オーストラ
リア等の海外で、環境雑草等とさ
れている。植物体の断片で繁殖
するので、増殖は株分け、挿し芽
で容易である。種子でも繁殖す
る。

⑦各県：奄美、⑪
その他：藤井委員

便覧、園芸
事典、池原
（1989）、
（初島・天
野，1994）、
GCW

97 212
リュウゼツ
ラン

アオノリュウゼツラ
ン（リュウゼツラン）

Agave americana
小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ 海岸岩場 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

合衆国西部～メキ
シコ原産、ヨーロッ
パ、アフリカ南部、
オースロララシア、
太平洋諸島に分
布。ヨーロッパの南
部と地中海諸島、
アフリカ南部、大西
洋諸島で侵略的。

1879（明治12）年に輸入。静
岡、香川、小笠原、沖縄に帰
化。

2.5m、他
肉性の
常緑多
年草

小笠原では岩場で群落形成、
荒原植生を駆逐。耐寒性が強
く、関東以西では露地植えが
可能である。

初めは繊維原料植物として導入さ
れたが、後に導入されたサイザルア
サA. sisalanaに比べて繊維質が弱
いために栽培が中止された。近年
は、様々な斑入りの園芸品種が観
賞用に栽培される。メキシコでは発
酵酒の原料となる。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本では小笠原諸島では在来種
を駆逐している。生物多様性の保
全上重要で温暖な地域では、自
然環境中へ拡散しないように利
用する。

単にリュウゼツランというときは、
葉に斑が入った栽培品種フクリン
リュウゼツラン’Marginata’をさ
す。種子は風で散布される。植物
体の断片で繁殖する。

⑦各県：小笠原、
⑩海外：ISSG

便覧、観
葉、園芸事
典、ＪＦ、ＩＰ
ＳＷ

98 224 イネ
モンツキガヤ（アイ
ダガヤ、ナンゴクヒ
メアブラススキ）

Bothriochloa
bladhii

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①②③ 海岸草原 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

オーストラリア産の
植物で原記載され
たが、熱帯アジア
からオフリカに広く
分布する。

2005年に沖縄県竹富町、
2000年に東京都小笠原村で
確認。小笠原の父島と兄島で
分布を拡大。

0.6～
1.0mの
多年草。

路傍、海浜等、直射日光が豊
富に当たる立地で生育。水は
けのよい土壌を好み、酸性、乾
燥、貧栄養な土壌に生育する。

海外では、被覆植物として利用され
る。暖地では牧草に利用されること
もあるが品質は高くない。北アメリカ
では交雑品種もある。日本での本
種の利用に関する情報は得られな
かった。

海外で侵略的な植物とされ、日
本でも小笠原で分布を拡大して
いることから、生物多様性の保全
上重要な地域には、持ち込みを
行うべきではない。

ノヤギの食圧を受けて生育数や
生長が抑制されていたが、ノヤギ
の駆除により低密度化したこと
で、増加している。
別学名B. glabra、B. glabra  ssp.
haenkei、B. glabra  var.
perfectior、B. intermedia、B.
intermedia  var. punctata、B
haenkei、Andropogon
intermedia、Amphilophis
intermedia。

⑪その他：林野庁

邑田・米倉
（2012）、
Ylist、生物
多様性セン
ター
http://www.
biodic.go.jp/
center/hyo
uhon/HP_to
p.html、小笠
原植物誌
http://www.
ogasawara-
syokubutusi.
com/index.h
tm、USDA、
PIER

99 224 イネ
ヨシススキ（サッカ
ラム パープルピー
プルグリーター）

Saccharum
arundinaceum

小笠原・南
西諸島

重点対
策外来
種
①② Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ○

インド～東南アジア
原産、熱帯～温帯
アジアに分布する。

1935年以前に渡来。琉球で
逸出帰化。

2～5m、
多年草

近縁種のワセオバナS.
spontaneumは、日当たりの良
い所を好み、土壌の種類を選
ばず、畑地、樹園地、路傍、荒
地に生える。

飼料植物や防風垣として渡来した。
サッカラム パープルピープルグリー
ター'Purple People Greeter'という品
種が流通、販売されている。

大型で強固な株を形成する植物
であることから、生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

別学名Erianthus arundinaceus、
サトウキビS. officibarumの近縁
種。海外から輸入されるススキに
混入している可能性がある。

⑪その他：藤井委
員

Ylist、便覧、
沖縄野外、
世雑Ⅲ、
USDA、写真
図鑑

 その他の総合対策外来種

100 57 タデ カライタドリ Fallopia forbesii
定着初期／
分布限定

その他
の総合
対策外
来種

イタドリやオオイタ
ドリの生育地周辺

Ⅰ、Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ◎ － 朝鮮、中国原産

八甲田山の後藤伍長銅像の
ある銅像茶屋からみちのく
深沢温泉までの車道を拡幅し
た法面緑化工事に種子吹き
付けで群生地が発生した。

1.5m、多
年草

別の車道沿いにも発生してい
るので、分布域が広がって来
ていると推測出来る。

日本では、法面緑化工事に利用。

海外で侵略的な外来種とされてい
る日本のイタドリと同様に、本種も
日本で侵略的となる可能性が高
いと考えられる。生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

交雑による遺伝的攪乱が懸念。
青森県では国立公園内で蔓延す
ることは望ましくないとしている。
青森県では学名がF. lorbesiiと
なっているが誤り。別学名
Polygonum reynoutria var.
elliptica、Reynoutria forbesii 、
Reynoutria japonica、海外では日
本のイタドリFallopia japonicaが侵
略的となっている。

⑦各県：青森 Ylist

101 93 ケシ
ハカマオニゲシ（ボ
タンゲシ）

Papaver
bracteatum

定着初期／
分布限定

その他
の総合
対策外
来種

Ⅴ ○ － － ◎ ○ ○ ○ － ◎ ＾ ○ ◎ イラン原産。

千葉県では平成以前に侵入
し、生育量はごく少ない。千葉
県以外でも、誤って栽培され
ている可能性はある。

1.5m、多
年草

近縁種のオニゲシP. orienntal
は一般的に栽培されているの
で、誤って混在している可能性
がある。

本種の栽培は麻薬取締法で規制さ
れているが、近縁種のオニゲシまた
はオニゲシとの交雑で作られた園
芸品種との区別が困難なため、
誤って流通し、観賞用に栽培された
り、逸出することがある。

本種の栽培は麻薬取締法で規制
されている。不正栽培または自生
しているけしを発見した場合は、
各地方厚生（支）局　麻薬取締部
（支所）、都道府県薬務主管課、
保健所、警察署へ連絡する。

麻薬取締法の対象種。園芸事典
では、オニゲシP. orienntaleの別
名とされ、中間形があるため区別
が困難とされている。

⑦各県：千葉
便覧、園芸
事典、（西田
委員）

102 122
ツリフネソ
ウ

アカボシツリフネ
（アカボシツリフネ
ソウ、ケープツリフ
ネ、ケープツリフネ
ソウ）

Impatiens
capensis

定着初期／
分布限定

その他
の総合
対策外
来種

湿地 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ － － － － －

北アメリカ原産。
ヨーロッパでは、古
くから逸出、帰化が
知られている。

1992年渡来。千葉県野田市
利根運河で大群落。

0.4～
2m、一
年草

湿生植物へに影響が懸念。フ
ランス、イギリスなど、ヨーロッ
パでは古くから逸出、帰化。

本種の利用に関する情報は得られ
なかったが、花が美しいので栽培さ
れる可能性はある。

－

在来種のキツリフネI. noli-
tangereによく似ているため、誤同
定されている可能性がある。わが
国には、ニリンツリフネI. bifloraの
帰化の記録があるが、この学名
は本種のシノニムとされており、
検討を要する。

⑦各県：千葉
便覧、写真
図鑑、帰化
植物、GCW
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

103 203 キク

ワタゲハナグルマ、
ワタゲツルハナグ
ルマ（アークトセカ・
カレンジュラ）

Arctotheca
calendula、A.
prostrata

定着初期／
分布限定

その他
の総合
対策外
来種

海岸砂浜 Ⅳ ◎ × ○ ◎* ◎ ◎ ○ ○ － － ◎ －

南アフリカ原産。地
中海沿岸に帰化。
オーストラリアでは
環境雑草とされる。

ワタゲツルハナグルマは1992
年渡来し、千葉、神奈川、新
潟、宮崎で帰化。ワタゲハナ
グルマは1966年に三重県で
確認、関東～九州、四国で帰
化。

0.3m、一
～多年
草

砂丘や砂浜、草原、森林に侵
入する。日本では市街地の路
傍、荒地、埋立地でみられる。
畦畔にも植えられるが、畑地に
侵入すれば雑草化するので注
意が必要。

アークトセカ・カレンジュラの名でグ
ランウンドカバープランツとして利用
されているのは、ワタゲツルハナグ
ルマである。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、海岸の砂浜や草原で匍匐茎に
より急速に広がること等から、こう
した環境に侵入するおそれのある
場所への持ち込みは行うべきで
はない。

⑦各県：広島はワタゲハナグル
マ、⑪その他：勝山委員はワタゲ
ツルハナグルマ。＊ワタゲツルハ
ナグルマは、ワタゲハナグルマの
不稔品種なので種子散布は行わ
ない。我が国ではワタゲツルハナ
グルマの方が問題になりそうであ
る。

⑦各県：広島、⑪
その他：勝山委員

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、勝山
委員、JF、
GCW、
IPSW、
IPCW、
http://www.
cal-
ipc.org/ip/m
anagement/
plant_profile
s/Arctothe
ca_calendula
.php

104 203 キク 栽培キク属
Chrysanthemum
（Dendranthema）
cv.

定着初期／
分布限定

その他
の総合
対策外
来種

絶滅危惧種を含む
キク属の生育地周
辺

Ⅰ ○ ◎ － ○ ○ ○ ○ － ○ － ◎ －

キク属（狭義）は約
50種類あり、東ア
ジアに多い。代表
的な観賞用のイエ
ギク（菊、キク）C.
× morifoliumは中
国原産とされ、チョ
ウセンノギクC.
zawadski i ssp.
latilobum  とシマカ
ンギクC. indicumの
交雑により育成さ
れたとされる。

キク属（狭義）は全国に分布
するが、外来種としてはキクタ
ニギク（アワコガネギク）とリュ
ウノウギクに国内帰化の記録
がある。

多年草

自生種は種類によって、海岸、
島嶼、山地に生育する。イエギ
クは、比較的耐寒性があり、関
東以西では野外で越冬する。

・イエギクは、日本の伝統的園芸植
物のひとつとして多くの園芸品種が
作出され、切り花、鉢物用として広く
生産、栽培される。切り花全体の生
産額では１／３以上を占め、花卉類
の中では営利生産される量が最も
多い。
・イエギクの一部は料理ギクとして、
食用や料理の飾りに用いられる。
・観賞用の草花類として、キクタニギ
ク（アワコガネギク）、イワインチン、
シオギク、サツマノギク、ノジギク、
アシズリノジギク、ナカガワノギク、
コハマギク、シマカンギク（アブラギ
ク、ハマカンギク）、リュウノウギク、
イソギク、イワギク（ホソバチョウセ
ンノギク、モリイワギク）、チョウセン
ノギクなどが流通、栽培される。

絶滅危惧種を含むキク属の遺伝
的撹乱を引き起こすことから、絶
滅危惧種で交雑が確認されてい
るオオイワインチンやナカガワノギ
クをはじめ、野生キク属の生育場
所の周辺では利用を控えるか、花
粉をつけない品種を利用する等、
花粉の散布を防止する。

キク属は交雑し易いことが古くか
ら知られ、19世紀にはイエギク×
イソギクのハナイソギク（ウゴシオ
ギク）が確認されている。その他
に、イエギク×シマカンギク＝サ
ンインギク、サンインギク×ノジギ
ク＝ニジガハマギク、ナカガワギ
ク×シマカンギク＝ワジキギク、
シオギク×ノジギク、サツマノギク
×シマカンギク、オオイワインチン
×リュウノウギク＝トガクシギク、
キイシオギク×シマカンギク＝ヒノ
ミサキギク、アワコガネギク×リュ
ウノウギク＝シロバナアブラギク、
イエギク×コハマギク＝ミヤトジマ
ギク、イエギク×シオギク、シオギ
ク×リュウノウギク、キイシオギク
×リュウノウギク、シマカンギク×
リュウノウギクの雑種が知られて
いる。キク属には、絶滅危惧種と
して、イワギク(VU)、オオイワイン
チン(VU)、オオシマノジギク(VU)、
キクタニギク（NT）、チシマコハマ
ギク（VU）、チョウセンノギク
（EN）、トカラノギク（NT）、ナカガ
ワノギク（NT）、ピレオギク（VU）、
ワカサマハマギク（NT）が含まれ
る。ハナアブにより、お供えのキク
の花粉が運ばれていることも指摘
されている。

⑥専門家：交雑
10

花粉、有
用、園芸事
典、いがり
(2007)、中
田(1997)

105 0
ミカヅキゼ
ニゴケ

ミカヅキゼニゴケ
Lunularia
cruciata

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － （○） － －

地中海沿岸原産、
北アメリカ、オース
トラリア、ヨーロッ
パ、東アジアにも帰
化。

1929（昭和４）年に宮城県仙
台市で見出された。本州、九
州。初めは大都市だけに見ら
れていたが、街道沿いに広が
り、全国の農村部に広がって
いる。

多年生
の苔類

市街地の道路脇や人家周辺の
湿った土や石垣上に群生す
る。山地ではみられない。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

雌雄異株だが、日本では雌株は
未発見で、もっぱら無性芽によっ
て繁殖しているらしい。海外では
農業雑草となっている。

⑪その他：日本蘚
苔類学会

便覧、日本
蘚苔類学
会、写真図
鑑、コケ309
頁、有用、
Hattori
（1944） Bot.
Mag, Tokyo
58: 1-7.、
GCW

106 0 ウキゴケ ウロコハタケゴケ Riccia lamellosa
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ － － 北アメリカ原産

2000年に埼玉県で確認。近
年では関東地方の平地では
ふつうに発見されるようになっ
た。

苔類 庭や畑。

本種の利用に関する情報は得られ
なかったが、近縁の在来種のウキ
ゴケ（カズノゴケ）R. fluitansや、そ
の変化した種であろうと考えられる
リシア・ルヘナーナR. rhenanaは、
観賞用の水草として利用される。

－

日本産のウキゴケ属Ricciaは８種
とされる。同属の中で最大の植物
体をしており、際立つ特徴を持つ
ことから野外においても識別は容
易である。繁殖力が強く、同属の
在来種と競合している。生育地で
は㎡の地面を覆いつくすことも多
く、今後更に拡大すると農業や園
芸に被害を及ぼすことが危惧され
る。学名は広義のlamellosaであ
り、狭義の種としては別である。

⑪その他：日本蘚
苔類学会

コケ316頁、
USDA、>古
木達
郎.(2000. )
蘚苔類研究
7：314-316.
、園芸事
典、水草
Ⅰ、日本蘚
苔類学会

107 0 ウキゴケ サビイロハタケゴケ Riccia nigrella
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － － － － 北アメリカ原産
2005年に初めて報告された
が、1990年代にも採集されて
いる。

苔類

人為的な影響が強い立地に生
育し、関東地方の公園や社寺
の境内で急速に広がってい
る。

本種の利用に関する情報は得られ
なかったが、近縁の在来種のウキ
ゴケ（カズノゴケ）R. fluitansや、その
変化した種であろうと考えられるリ
シア・ルヘナーナR. rhenanaは、観
賞用の水草として利用される。

－
同属の在来種と競合しており、今
後も分布が拡大することが予測さ
れる。

⑪その他：日本蘚
苔類学会

USDA、園芸
事典、水草
Ⅰ、日本蘚
苔類学会、
河済英子・
古木達郎
（2005.）蘚
苔類研究9:
6-11.

108 3 イワヒバ
コンテリクラマゴケ
（レインボーファー
ン）

Selaginella
uncinata

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

温暖地の林床 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －
中国原産。合衆国
に帰化。フロリダ州
で雑草化。

園芸植物としてヨーロッパ経
由で1966年頃に渡来。関東
～九州、四国、琉球で逸出。

0.6m、常
緑の多
年草

温室等で栽培されてきたが、近
年温暖地以西で、逸出、野生
化している。人家近くの垣根の
下等に生育する。明るい日陰
を好む。耐寒性はそれほどな
い。

ヨーロッパ等で観賞用に栽培され
る。薬草としても利用される。

耐陰性があり、極相林への侵入
が危惧されている。特に温暖な地
域で生物多様性の保全上重要な
環境に侵入するおそれのある場
所には、持ち込むべきではない。

⑥専門家：極相
6、⑦各県：佐賀、
⑧河川：2,6,7,

便覧、写真
図鑑、シダ、
有用、園芸
事典、JF、
GCW、
USDA

109 57 タデ
シャクチリソバ
（シュッコンソバ、ヒ
マラヤソバ）

Fagopyrum
dibotrys

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － － － ○ －
ヒマラヤ、中国南西
部原産。

昭和初期に中国から導入。
1960年代から野生化、北海
道、本州、四国、九州。

1.2m、多
年草

林縁や川沿いなどの半陰地。
関西の河川敷で急速に繁茂。

種子は食用にされ、若芽や若葉は
野菜として食べられる。日本では薬
用植物として中国から導入され、近
年も薬用として栽培されるが、作物
としては栽培されていない。

種子と根茎で繁殖し、半陰地でも
生育でき、河川を中心に分布を拡
大していること等から、河川を通じ
て、生物多様性の保全上重要な
地域に侵入するおそれのある場
所には、持ち込みを行うべきでは
ない。

強固な根茎による栄養繁殖に
よって生育地を拡大し、他の植物
を駆逐する。別学名F.
cymosum、Polygonum
cymosum。

③村中：C、⑧河
川：17,35,43

便覧、帰化
植物、藤井
委員、写真
図鑑、Ylist、
有用

110 57 タデ
ヒメツルソバ（カン
イタドリ）

Persicaria
capitata

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海岸岩場 Ⅳ ◎ － ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
中国南部～ヒマラ
ヤ原産。熱帯～温
帯で栽培。

明治中期に渡来し、1960年代
以降、野生化。本州（関東以
西）、四国、九州、琉球。

長さ
0.5m、多
年草

市街地や民家周辺の庭先や石
垣、コンクリートの隙間に生育
する。耐寒性はやや弱いが、
高温や乾燥に強いため雑草化
する。伊豆半島など石垣や溶
岩の間にはびこっている。自然
の岩場でどこまで進出できるか
不明ではある。

観賞用に渡来した。現在も流通し、
鉢物として販売されたり、ロックガー
デン等で栽培される。

河川では増加しており、自然の岩
場に侵入して雑草化する可能性
があること等から、こうした環境に
に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込みを行うべきではな
い。

原産地では形態の変異が大きい
が、日本に帰化している型は葉が
小さく、密につき、全体が紅紫色
を帯びる。別学名Cephalophilon
capitatum、Polygonum
capitatum。

⑦各県：奄美、⑧
河川：0,5,13

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、勝山
委員、JF、
園芸事典、
Ylist
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

111 57 タデ ヒメスイバ Rumex acetosella
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海岸砂浜、山地草
原

Ⅳ、Ⅴ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － ◎

ヨーロッパ原産、
ヨーロッパ、アジ
ア、アフリカ、南北
アメリカ、オセアニ
ア。温帯～寒帯を
中心に分布し、熱
帯～亜熱帯の高地
にも広がる

明治初期に渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球。

0.5m、多
年草

芝地、牧草地、樹園地、路傍、
荒地などに生育する。ときに亜
高山帯まで侵入する。日当たり
の良い湿地～半湿地を好む。
ｐHの低い所に適応する。日陰
地では生育が悪い。河川で増
加しており、砂浜への侵入が
危惧されている。

海外では、鉱業地域の緑化や食用
にされる。国内での本種の利用に
関する情報は得られなかった。

－

YListでは、標準名Rumex
acetosella  ssp. pyrenaicus、別学
名Acetosella angiocarpa、Rumex
angiocarpus。種子と根茎により繁
殖。種子の伝播は風、雨、動物等
による。種子に休眠性がある。ア
レロパシー作用がある。シュウ酸
を含む。

③村中：C、⑤対
策：H20:<4、⑥専
門家：砂浜24、⑧
河川：43,82,86、
⑩海外：ISSG

世雑Ⅱ、便
覧、写真図
鑑、雑管、
花粉、Ylist

112 57 タデ
ナガバギシギシ(チ
ジミスイバ)

Rumex crispus
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

ノダイオウなどの在
来のギシギシ類の
生育地周辺

Ⅰ ○ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ － － （○） － －

ユーラシア原産、
北アメリカ、南アメ
リカ、太平洋諸島
など、温帯～熱帯
に分布。オーストラ
リアで侵略的。

1891年頃に渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球。

1.5m、多
年草

牧草地、樹園地、畑地、路傍、
荒地、草原、低木林、市街地な
どに生育。低地から高地まで
生える。日当たりのよい湿った
ところを好む。

外国では、薬用や花序がドライフラ
ワーに利用される。国内での本種
の利用に関する情報は得られな
かった。

－

ノハラダイオウR. × pratensi s
は、エゾノギシギシR. obtusifolius
との雑種とされる。外国産ギシギ
シ類は、ノダイオウやマダイオウ
との交雑が懸念される。海外で
は、シュウ酸による羊の中毒が報
告されている。別学名Rumex
crispus ssp. Fauriei。

③村中C：⑥、専
門家：交雑11*、
⑧河川：
39,77,90、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅱ、便
覧、写真図
鑑、牧草、
Ylist、園芸
事典、IPSW

113 57 タデ
エゾノギシギシ（ヒ
ロハギシギシ）

Rumex
obtusifolius var.
agrestis

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意

亜高山帯の自然草
原や湿地、ノダイオ
ウなどの在来のギ
シギシ類の生育地
周辺

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －
ヨーロッパ原産、温
帯

明治中期頃に渡来。北海道、
本州、四国、九州。

1.3m、多
年草

牧草地、樹園地、芝地、畑地、
路傍、川岸、荒地、林地に生
育。耐寒性が強いので、亜高
山帯の自然公園などにも侵
入。

海外では薬用に利用される。国内
での本種の利用に関する情報は得
られなかった。

－

ノハラダイオウR. × pratensis
は、ナガバギシギシR. crispu sと
の雑種とされる。その他にも複数
の雑種が知られる。外国産ギシ
ギシ類は、ノダイオウやマダイオ
ウとの交雑が懸念される。

①要注意、③村
中：C、④FAO:６、
⑤対策：H20:<4、
⑥専門家、草原
43・交雑11*、⑦
各県：青森・愛
知・京都、⑧河
川：61,105,108、
⑩海外：ISSG、⑪
その他：藤井委員

便覧、写真
図鑑、雑
管、外来生
物

114 64 ナデシコ
ムシトリナデシコ
（ハエトリナデシコ、
コマチソウ）

Silene armeria
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河原 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
ヨーロッパ原産。各
国で観賞用に栽培
され、野生化。

江戸時代末期に観賞用植物
として渡来。北海道、本州、四
国、九州、琉球。

0.7m、一
年草

河川敷、市街地、荒地、道端に
生育。病気、害虫もなく丈夫で
ある。日当たりと排水の良い肥
沃な土壌を好む。

観賞用植物として花壇などで栽培。
玉咲きの園芸種などもある。

河川で分布を拡大しており、河原
に生育する植物や景観への影響
が懸念される。河川を通じて、分
布を拡大するおそれのある場所
には、持ち込みを行うべきではな
い。

食虫植物ではない。種子で増殖
する。

⑥専門家：河原
17、⑧河川：
50,97,104

便覧、写真
図鑑、有
用、園芸事
典、JF 、帰
化植物、藤
井委員

115 64 ナデシコ
マンテマ（マンテマ
ン）

Silene gallica var.
quinquevulnera

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海岸砂地、河原、
湖岸の砂地

Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ○ －

ヨーロッパ原産、ア
フリカ、西アジア、
オセアニア、南北ア
メリカ、太平洋諸島
等、温帯～熱帯。
オーストラリア等で
は雑草化。

江戸時代に園芸植物として渡
来。本州、四国、九州、屋久
島。

0.5m、一
年草

海浜の砂地や疎林、埋立地、
路傍の草地、河川敷、畑地、荒
地、市街地に生育。海岸や湖
岸の砂丘植生において侵略
的。

流通、市販される。

河川で分布を拡大しており、種子
が風や動物により散布され、海浜
の砂地に侵入すること等から、海
岸や湖岸の砂丘植生への影響が
危惧される。こうした環境に侵入
するおそれのある場所には、持ち
込みを行うべきではない。

狭義のマンテマS. gallica  var.
quinquevulneraとシロバナマンテ
マS. gallica  var. galicaを含む。種
子の伝播は風、雨、動物、人間に
よる。

⑧河川：30,49,62

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、藤井
委員、JF、
GCW、世雑
Ⅱ

116 65 アカザ ホコガタアカザ Atriplex prostrata
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

塩湿地 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

ヨーロッパ原産。南
北アメリカ、オース
トラリアやニュー
ジーランドで雑草
化。

1940年渡来。北海道～九州
の一部に帰化。

0.8m、一
年草

海岸の裸地や海岸埋立地に群
生。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
砂浜での回答は外来ハマアカザ
類。別学名A. hastata。

⑥専門家：C砂浜
5・塩湿7、⑧河
川：8,14,24

便覧、写真
図鑑、Ylist、
帰化植物、
世雑Ⅱ、
GCW

117 78 メギ ヒイラギナンテン Berberis japonica
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

都市近郊の森林林
床

Ⅳ ◎ － － ◎ ○ ◎ ◎ － － － ○ －

中国～ヒマラヤ原
産。イギリスやオー
ストラリアで雑草化
している。

1681～1688年に庭園木として
渡来。本州の一部で逸出。

3m、常
緑低木

実生、挿木などで繁殖。半日
陰地で良く育ち、土質を選ばな
い。都市近郊の二次林に逸出
している。

本属では日本で最も広く植栽されて
いる。庭園や公園に普通に植栽。

河川でやや増加傾向にあり、半日
陰を好むこと等から、雑木林への
影響が危惧されている。このよう
な環境へ侵入するおそれのある
場所へは、持ち込みを行うべきで
はない。

別学名はMahonia japonica。近縁
種のセイヨウヒイラギナンテンM.
aquifoliumはヨーロッパで侵略的
な植物とされている。鳥が種子を
散布することから、いくつかの県
で影響が危惧されている。

⑥専門家：雑木
11、⑧河川：
3,9,15

便覧、有
用、木本
Ⅰ、樹木、
園芸事典、
JF、GCW、
IPSW、日本
造園学会、
服部（1996）

118 93 ケシ アツミゲシ
Papaver
somniferum ssp.
setigerum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅴ ○ － － ○ ○ ○ － － ◎ － － ○
北アフリカ原産で
世界の各地に帰
化。

1964年頃に渡来。関東以南
～、九州、四国で逸出。

0.8m、越
年草

線路や道路に沿った空地に散
発的に生える。

花が綺麗なので誤って栽培される。

本種の栽培は麻薬取締法で規制
されている。不正栽培または自生
しているけしを発見した場合は、
各地方厚生（支）局　麻薬取締部
（支所）、都道府県薬務主管課、
保健所、警察署へ連絡する。

麻薬取締法の対象種。ケシP.
somnoferumと共通点が多く、同
一種の亜種として扱われることも
ある。別学名Papaver setigerum。

⑤対策：H20:<4、
⑦各県：千葉・広
島・愛媛、⑧河
川：0,1,3

世雑Ⅱ（母
種）、便覧、
写真図鑑、
帰化植物、
西田委員、
Ylist

119 95 アブラナ
ハルザキヤマガラ
シ（セイヨウヤマガ
ラシ）

Barbarea vulgaris
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
亜高山帯、河川敷 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） － ◎

ヨーロッパ、アジ
ア、オーストラリア、
北アメリカなどに広
く分布し、原産地は
不明。

明治時代末年に渡来、1960
年頃に野生化、北海道、本
州、四国、九州に分布。

0.9m、越
年草～
短命な
多年草

川岸、用水路端、畦畔、牧草
地、畑地、水田、荒地、道端の
ほか、山地の林道沿いにもみ
られる。冷涼で日当たりがよ
く、湿った肥沃地を好む。標高
1800ｍ以上の亜高山帯に生育
している事例もある。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

愛知県では、現在のところ自然生
態系に大きな影響を与えるほど
の量は生育していない。標高が
高い地域にも侵入しているので、
自然性の高い環境への影響が懸
念される。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：B、６、⑤対
策：H20:<4、
H23:2、⑥専門
家：河原30、⑦各
県：青森、⑧河
川：18,39,44

世雑Ⅱ、外
来生物、便
覧、帰化植
物、写真図
鑑

120 95 アブラナ
セイヨウカラシナ
（カラシナ）

Brassica juncea
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河原 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ －

西アジア原産、温
帯を中心に分布
し、熱帯の一部ま
で広がる

奈良時代から平安時代初期
頃に中国から渡来したらしい
が、戦後分布を広げているの
はヨーロッパ、北アメリカから
入ったものと考えられている。
北海道、本州、四国、九州、
琉球。

1.5m、一
年草

河川敷、堤防、畑地、樹園地、
牧草地、路傍、荒地などに生
育。日当たりのよい温暖地を好
み。肥沃地ほど生育が良い。
関西地方の河川敷などに大群
落がある。

奈良時代から平安時代初初期から
栽培される。野菜として栽培される
カラシナの原種で、様々な品種が育
成されている。種子からはカラシ油
がとれ、良質の蜜源植物である。中
国では薬用にされる。

河川で分布を拡大しており、大繁
茂することがあるため、河原や草
原に生育する植物との競合、駆逐
が懸念される。河川を通じて、分
布を拡大するおそれのある場所
には、持ち込みを行うべきではな
い。

群馬県では太い根が堤防に深く
食い込み、堤防の強度低下を引
き起こす。アブラナB. rapaとクロ
ガラシB. nigraのを合わせた複２
倍体。多量に摂取すると中毒の
原因になる物質を含む。アレロパ
シー作用がある。広島では特産
野菜との交雑を防ぐために駆除。

③村中：C、⑤対
策：H23:1、⑥専
門家：河原37・草
原28、⑦各県：埼
玉・愛媛・群馬、
⑧河川：44,76,80

世雑Ⅱ、便
覧、牧草、
写真図鑑、
有用、園芸
事典、JF

121 95 アブラナ オニハマダイコン Cakile edentula
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海岸砂浜 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ◎
北アメリカ東岸中
北部原産。オースト
ラリア等で雑草化。

1982年渡来。北海道、本州の
一部で帰化。

高さ
50cmの
一～二
年草

海岸砂丘に生える。
海外では、多肉質の茎葉を食用に
する。

－

青森県では、在来種と競合してい
る様子は見られない。千葉県では
生育量は少ないとされている。絶
滅危惧種のイソスミレのような砂
丘地帯に生える。京都、利尻島な
どで駆除。裸地砂浜の地表を利
用する海浜性昆虫等への植被の
影響が懸念。

⑥専門家：砂浜
7、⑦各県：青森・
千葉、⑧河川：
7,8,15

便覧、帰化
植物、浅井
(1993)、ＧＣ
Ｗ、藤井委
員
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

122 102 バラ ピラカンサ類 Pyracantha spp.
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河原の固有種の生
育地

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ － ○ －

ヨーロッパ東南部
からアジアにかけ
て６種が自生。トキ
ワサンザシP.
coccineaは南東
ヨーロッパ～小アジ
アに分布。タチバナ
モドキＰ．
angustifoliaは中国
原産、ニュージーラ
ンドで帰化、アフリ
カ南部、オーストラ
リア、ハワイで侵略
的。ヒマラヤトキワ
サンザシP.
crenulataはヒマラ
ヤ原産、ニュー
ジーランドで帰化、
アフリカ南部や
オーストラリアで侵
略的。

トキワサンザシとタチバナモド
キは明治時代に渡来し、本州
と九州の一部で逸出。ヒマラ
ヤトキワサンザシは昭和初期
に渡来し、本州の一部で逸
出。

2～6m、
常緑低
木

草原、荒地、岩の多い尾根、川
岸に生育。耐寒性、耐暑性が
あり、日当たりさえ良ければ土
壌を選ばない。一度定着すれ
ば、耐陰性もある。萌芽により
急速に広がる。日本の気候条
件下で良く育つ。

花だけでなく果実も美しいので、生
垣、庭園樹、鉢物用樹として栽培さ
れる。種間雑種から育成された多く
の園芸品種がある。雑種の稔性は
高い。

河川で増加傾向にあり、丈夫な性
質で、鳥により種子が散布される
ことから、河原の植物への影響が
危惧されている。こうした環境へ
侵入するおそれのある場所では、
利用を控える等の配慮が必要で
ある。

⑧河川ではトキワサンザシとタチ
バナモドキ、その他ヒマラヤトキワ
サンザシも逸出。実生や挿し木で
増やす。刺がある。

⑥専門家：河原
7、⑧河川：
7,14,37
7,27,44

便覧、樹
木、帰化植
物、有用、
園芸事典、
IPSW

123 103 マメ
エニシダ（エニス
ダ）

Cytisus
scoparius

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷、海岸 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － （◎） ◎ ◎

ヨーロッパ原産、ア
フリカ南部、アジ
ア、オーストララシ
ア、北アメリカ、ハ
ワイなどに分布、
オーストラリア、
ニュージーランド、
合衆国西部で侵略

園芸植物として江戸時代に渡
来。北海道、本州、四国、九
州、琉球で逸出帰化。

3m、常
緑低木

道路の法面や宅地造成による
新開地などに生える。海外で
は、草地、荒地、氾濫原、海岸
の低木林、硬葉樹林に生育す
る。

様々な園芸品種が、観賞用に栽培
されている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や
のり面等の緑化）の観点から非常
に優れていることから、利用されて
いる。

海外で侵略的な外来種とされ、種
子が車両、水、鳥によって散布さ
れ、急速に分布を拡大すること等
から、、生物多様性の保全上重要
な地域に侵入するおそれのある
場所には、持ち込みを行うべきで
はない。

影響は、イタチハギとほぼ同等と
思われる。棘はない。海外では道
路に沿って広がることから、種子
が車両に付着して散布されると考
えられる。種子は水や鳥により散
布される。種子の寿命は長い。

⑩海外：ISSG

便覧、帰化
植物、環境
省、勝山委
員、JF、有
用、IPSW

124 103 マメ アレチヌスビトハギ
Desmodium
paniculatum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河原、里草地 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ◎
北アメリカ東南部
原産。

1940年に大阪で確認。北海
道、本州、四国、九州、琉球。

1m、多
年草

荒地、道端、市街地、空地、撹
乱地に広がる。関東以西に多
い。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

一度侵入されると、頑丈な根茎の
ため、駆除が困難。別学名
Hedysarum paniculatum。付着し
やすい果実で、種子の分散能力
が高い。河川でも増加傾向にあ
る。

⑤対策：H23:1、
⑦各県：京都・広
島、⑧河川：
21,49,57

便覧、写真
図鑑、勝山
委員、帰化
植物

125 105 カタバミ
オオキバナカタバミ
（キイロハナカタバ
ミ）

Oxalis pes-
caprae

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

落葉樹の林床 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ －

南アフリカ原産、
ニュージーランド、
アメリカ合衆国 、ア
ジアに分布。 ヨー
ロッパ南部、オース
トラリア、合衆国西
部で侵略的。

1890年代に入り、1961年に帰
化が確認。関東～琉球で逸
出帰化。

0.2m、多
年草

森林、草原、川岸、海岸、畑
地、庭、牧草地、樹園地、荒地
などに生育。日当たりが良い、
肥沃地を好む。鱗茎で繁殖。
地中海沿岸の海岸地域で非常
に多くみられる。冬に繁茂し、
耐寒性がある。

観賞用に栽培される。

海外で侵略的な外来種とされ、本
州太平洋側の雪の降らない地域
で明るい落葉広葉樹林に侵入す
るおそれがあるため、こうしたおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

じわじわと広がっている。一度入
り込むと駆除が難しい。家畜に有
害。

⑩海外：ISSG

世雑Ⅱ、便
覧、写真図
鑑、勝山委
員、IPSW、
園芸事典

126 109
トウダイグ
サ

ナンキンハゼ Triadica sebifera
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

照葉樹林 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ －

中国大陸の中南部
の暖帯から亜熱帯
原産。台湾にも広く
野生化。アフリカ、
アジア、ヨーロッ
パ、北アメリカに分
布。

園芸植物として江戸時代に渡
来。関東～琉球で逸出帰化。

15m、落
葉（熱帯
では常
緑）高木

自然林、植林地、草原、撹乱
地、湿地に生育する。土壌を選
ばないが、排水の良い肥沃土
壌で生長がきわめて早く、陽光
を好む。関東以南の暖地に適
する。様々な環境への耐性が
ある。

庭木、公園樹、街路樹として植栽。
盆栽にも利用。種子の油脂は有毒
だが、ろうそく、せっけん、薬用等に
利用。

海外で侵略的な外来種とされてお
り、鳥や水により種子が散布さ
れ、土壌環境にも影響する。日本
でも河川で分布を拡大しており、
草原や雑木林等への影響が懸念
されている。そのため、こうした環
境に侵入するおそれのある場所
や自然水域の周辺では、利用を
控える等の配慮が必要である。

繁殖は実生で行う。別学名
Sapium sebiferum。 急速に分解
する葉はタンニンを生産し、土壌
中の窒素やリンも増加する。奈良
公園春日山原始林で問題。シカ
が食べないため、今後増加する
可能性が高い。

③村中：C、⑥専
門家：草原23・雑
木10、⑦各県：兵
庫、⑧河川：
23,50,64、⑩海
外：ISSG

便覧、樹
木、有用、
Ylist、園芸
事典、JF、
奥川・中坪
（2009）、
MAESAKO
ら（2007）、
服部

127 156 ウコギ
カミヤツデ（ツウソ
ウ（通草）、ツウダ
ツボク（通脱木））

Tetrapanax
papyrifer

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷や林縁 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － － （○） ○ －

中国南部、台湾原
産。オーストラリ
ア、ニュージーラン
ド、合衆国で雑草
化。

1935年以前に渡来、関東～
九州、四国、琉球で逸出、帰
化。

5ｍ、常
緑低木

湿潤な土壌を好む。河川敷な
どで繁茂。関東地方では寒さ
で傷んで落葉低木となる。

日本では暖地に観賞用に栽培され
る。幹の髄はと通草紙として造花の
材料にされた。薬用にも利用され
る。

鳥により種子が散布され、河川敷
等で繁茂。小型の在来種を被陰し
たり、景観的にも問題になってい
る。こうした問題を引き起こす恐れ
のある場所には、持ち込みを行う
べきではない。

神奈川で増殖し駆除。地下に伸
ばした根から新苗を作る。増殖は
実生、挿木、株分けによる。生長
は早い。別学名T. papyrifera、T.
papyriferus、T. papyriferum

⑦各県：愛媛
2,2,4、⑧河川：
2,2,4

便覧、写真
図鑑、有
用、JF、園
芸事典、
Ylist、GCW

128 157 セリ ドクニンジン
Conium
maculatum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意

Ⅳ、Ⅴ ◎ × － ◎ ○ ◎ ○ － ◎ ◎ ○ －

ヨーロッパ原産、南
北アメリカ、オース
トラリア、アジアに
分布。

1959年渡来、北海道、本州の
一部で帰化。

2m、一
年草

畑地、牧草地、路傍、荒地など
に生育。

海外では、古くから薬用植物として
利用されたが、現在は使用されな
い。古代ギリシアの処刑の毒として
利用された。本種が市販されている
との情報は得られなかった。

薬用等に栽培する場合には、逸
出したものが人や動物に誤って摂
取されることのないよう、適切に管
理する必要がある。

有毒植物で、家畜にも影響。野外
に生育しているものを、山菜の
シャクAnthriscus sylvestri s等と
過って食べないよう注意する。

①要注意、④ＦＡ
Ｏ：７、⑦各県：千
葉、⑧河川：0,0,2

世雑Ⅱ、便
覧、牧草、
有用、（黒川
委員）

129 176 アカネ オオフタバムグラ Diodia teres
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
海岸砂浜、河川敷 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

北アメリカ原産。ア
ジア、オーストラリ
ア、南アメリカなど
に帰化。

1927年に渡来、本州、四国、
九州で帰化。

0.5m、一
年草

砂地がかった道端、河川敷、
海岸に多く、芝生、時に林縁に
自然植生の一員のように生
育。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
鳥取砂丘で防除の対象となった。
三重県明和町の大淀海岸でも駆
除が行われた。

①要注意、③村
中：B、⑤対策：
H20:4、⑥専門
家：河原28、⑦各
県：愛知、⑧河
川：20,37,42

便覧、写真
図鑑、外来
生物

130 178 ヒルガオ
アメリカネナシカズ
ラ

Cuscuta
pentagona

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
海浜植物の生育地 Ⅳ 寄生 － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） － ◎

北アメリカ原産、ア
ジア、ヨーロッパ。

1970年頃に渡来、北海道、本
州、四国、九州、琉球に帰
化。

一年草、
つる性
の寄生
植物

畑地、樹園地、牧草地、道端、
荒地、河原、海浜、栽培植物

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

愛知県では希少種のハマネナシ
カズラが生育するハマゴウ群落に
侵入している。海浜の植物に影響
がある場所では駆除が必要。

①要注意、７⑤対
策：H20:<4⑦各
県：愛知・京都・
広島・愛媛⑧河
川：48,89,90

世雑Ⅰ、便
覧、外来生
物

131 178 ヒルガオ ホシアサガオ Ipomoea triloba
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ◎ － ◎

熱帯アメリカ原産、
南北アメリカ、アフ
リカ、アジア、オー
ストラリアなど、温
帯～熱帯に分布
し、特に熱帯～亜
熱帯に多い。

1945年以降に渡来、本州、四
国、九州、琉球、小笠原に分
布

一年草、
つる植
物

畑地、樹園地、路傍、荒地など
に生育する。日陰に対する耐
性もある。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

分布の中心は九州や東海で、大
豆作で甚大な被害が生じている。
農耕地から非農耕地への拡散も
著しい。作物への混入による品質
低下も著しい。

③村中：C、⑧河
川：8,33,46

世雑Ⅰ、雑
管、便覧、
黒川委員、
写真図鑑

132 180 クマツヅラ

アレチハナガサ類
（アレチハナガサ、
ダキバアレチハナ
ガサ、ヤナギハナ
ガサ（サンジャク
バーベナ）、ヒメク
マツヅラ（ハマクマ
ツヅラ）

Verbena  spp.（V.
brasiliensis, V.
incompta, V.
bonariensis, V.
litoralis ）

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷の湿地や草
原

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ○ ◎
南北アメリカ原産。
熱帯～温帯。

1930年頃渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球。

2m、多
年草

市街地の道端、荒地、河川敷、
草原、湿地、裸地、礫地に生え
る。

ヤナギハナガサ（サンジャクバーベ
ナ）は観賞用に栽培される。

観賞用に栽培されたものが、河川
敷等で分布を拡大していることか
ら、こうした環境に侵入するおそれ
のある場所には、持ち込みを行う
べきではない。

近年増えているのはダキバアレ
チハナガサだが、アレチハナガサ
等として記載されている文献もあ
る。愛知県では、絶滅危惧種が多
く生育する河川敷の低湿地にも
侵入するので問題とされた。奄美
地域では林道沿いで増加。

③村中：C、⑦各
県：広島・愛知・
宮崎・奄美、⑧河
川：ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ
26,67,74、ﾔﾅｷﾞﾊ
ﾅｶﾞｻ23,52,75⑩
海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、世雑
Ⅰ
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

133 184 ナス
チョウセンアサガオ
属

Datura  spp.
（Brugmansia
spp.）

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意

Ⅴ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
熱帯アメリカ産のも
のが多い。

日本には８種が帰化。北海道
～九州、琉球に帰化。

一年草
～低木

畑地、樹園地、牧草地、芝地、
道端、荒地、海岸等に生育。

おもに薬用植物として利用される一
年草をチョウセンアサガオ節、園芸
植物として利用される多年草をキダ
チチョウセンアサガオ節またはキダ
チチョウセンアサガオ属Brugmansia
に分ける見解もある。

薬用等に栽培する場合には、逸
出したものが人や動物に誤って摂
取されることのないよう、適切に管
理する必要がある。

猛毒の神経毒を全草に含有する
ため、誤食による人体への影響
が問題。少量の混入でも飼料全
体を破棄せざるを得なくなる。ゴ
ボウ（根）、オクラ（つぼみ）、モロ
ヘイヤやアシタバ（葉）、ゴマ（種
子）と誤って食べないよう注意す
る。
愛知県では、ヨウシュチョウセンア
サガオは被害が問題になるほど
生育しておらず、増加もしていな
いとの記述。

①要注意、④ＦＡ
Ｏ：11、⑦各県：愛
知、⑧河川：ﾁｮｳｾ
ﾝｱｻｶﾞｵ：1,2,4、ﾖ
ｳｼｭﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞ
ｵ：3,7,10、ｹﾁｮｳｾ
ﾝｱｻｶﾞｵ0,1,2

世雑Ⅰ、雑
管、便覧、
写真図鑑、
帰化植物、
牧草、黒川
委員、厚生
労働省HP、
外来生物、
園芸事典、
JF、Ylist

134 186
ゴマノハグ
サ

ウキアゼナ（バコ
パ・ロトンディフォリ
ア、カラカワクサ）

Bacopa
rotundifolia

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

池沼や湿地 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ ○ －
北アメリカ原産、東
アジアに分布。

1954年に岡山県で確認後、
北海道、本州、四国、九州の
一部で帰化。西南暖地のイグ
サ田の雑草となっている。

長さ
0.6m、浮
遊性の
一年草

池沼、河川、水路、水田などの
水湿地に生育する。特に水田
（休耕田）で旺盛に繁茂する。
日当たりの良いところを好み、
土壌の種類を選ばない。種子
繁殖する。

観賞用に販売、利用される。屋外で
の水鉢栽培に適する。水槽では強
光下で水中栽培できる。

種子で繁殖し、絶滅危惧種の水
草を駆逐し、水田雑草となること
から、こうした環境に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込みを行
うべきではない。

群馬県ではトリゲモ類やミズマツ
バなどの絶滅危惧種との競合、
駆逐の危険性が高い。アメリカの
水田雑草である。

⑦各県：群馬、⑧
河川：1,2,5

世雑Ⅰ、雑
管、便覧、
写真図鑑、
水草Ⅲ、角
野

135 203 キク ネバリノギク
Aster novae-
angliae

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
半自然草地 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ － 北アメリカ原産

大正時代に園芸植物として渡
来。北海道～九州で逸出。

1.5m、多
年草

山村などで野生化している。
近年はあまり栽培されない。アス
ター属は、種間交雑などが行われ、
多くの園芸品種が作出された。

北海道などで急速に分布を拡大
し、草原への侵入が危惧されるこ
とから、こうしたおそれのある場所
への持ち込みは行うべきではな
い。

北海道のランクA3本道に定着し
ており、生態系等への影響が報
告または懸念されている。北海道
で道路法面を中心に急激に広
がった。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：C、⑧河川：
2,2,4

便覧、写真
図鑑、園芸
事典、勝山
委員

136 203 キク ユウゼンギク Aster novi-belgii
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

半自然草地 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ － 北アメリカ原産
大正時代に園芸植物として渡
来。北海道～九州で逸出。

0.7m、多
年草

山野に生える。
アスター属は、種間交雑などが行わ
れ、多くの園芸品種が作出された。

北海道などで急速に分布を拡大
し、草原への侵入が危惧されるこ
とから、こうしたおそれのある場所
への持ち込みは行うべきではな
い。

北海道のランクA3本道に定着し
ており、生態系等への影響が報
告または懸念されている。北海道
で道路法面を中心に急激に広
がった。

⑧河川：2,6,11、
⑪その他：藤井委
員

便覧、写真
図鑑、園芸
事典、勝山
委員

137 203 キク
アメリカセンダング
サ

Bidens frondosa
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
湿地 Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ － ◎

北アメリカ原産、南
ヨーロッパ、アジ
ア、オセアニアに分
布。

1920年頃に渡来、北海道、本
州、四国、九州、琉球で帰
化。

1.5m、一
年草

湿った草地、水田、水路、休耕
田、牧草地、樹園地、路傍、荒
地などに生育。一般に水辺や
湿地に好んで生育。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
種子の寿命は16年に及ぶことも
ある。水田雑草として、イネや水
辺の希少種と競合する。

①要注意、③村
中：C、⑤対策：
H20:<4、H23:1、
⑦各県：北海道・
青森・埼玉・愛
知・京都・広島・
愛媛・奄美、⑧河
川：77,117,121

世雑Ⅰ、便
覧、帰化植
物、写真図
鑑、外来生
物

138 203 キク アメリカオニアザミ Cirsium vulgare
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
自然草原 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ － ○

ヨーロッパ原産。北
アメリカ、アフリカ南
部、オーストラリ
ア。

1960年代渡来、北海道、本
州、四国、琉球で帰化。

1.5m、一
～二年
草

原野や河川敷に生える。肥沃
で湿ったところを好む。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

シカによる食害を受けにくく、駆除
も困難で増加が危惧。国立公園
の北海道利尻島など自然度の高
い環境にも定着。住宅地等でも
みられ、鋭い棘があることから駆
除されている例もある。

①要注意、④
FAO:６、⑤対策：
H20:<4、H23:1、
⑥専門家：草原
26、⑦各県：北海
道・愛知、⑧河
川：5,13,19、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅰ、雑
管、便覧、
写真図鑑

139 203 キク
ケナシヒメムカシヨ
モギ（ケナシムカシ
ヨモギ）

Conyza parva
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海浜 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － － 北アメリカ原産。

1926年に牧野富太郎によって
新変種として記載された。北
海道、本州、四国、九州、琉
球。西日本に多い。

1.5m、越
年草

道端、空き地などの乾いた陽
地に生える。

本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－

海浜環境で群落を形成する場
合、コマツヨイグサと同様に砂の
安定化により植生遷移を進めてし
まうおそれがある。ヒメムカシヨモ
ギに似ている。別学名Conyza
canadensis  var. pusilla、Erigeron
canadensis  var. levis 、Erigeron
pusillus

⑧河川：
11,21,20、⑪その
他：藤井委員

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、藤井
委員、Ylist

140 203 キク ハルシャギク
Coreopsis
tinctoria

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

湿地、河原 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
北アメリカ西部原
産。

明治初期に渡来。北海道～
九州、琉球、小笠原で逸出帰
化。

1.2m、一
年草

河川敷の草地、路傍、空地に
生える。

ハルシャギクは園芸植物として渡
来。コレオプシスの通称名で様々な
園芸品種が流通、利用されている、
特定外来生物に指定されたオオキ
ンケイギクの代わりに利用が増えて
いる可能性がある。

河原の在来植物との競合、駆逐
が懸念されている。近縁種のオオ
キンケイギクは特定外来生物に指
定されており、他の近縁種も同様
の影響が懸念される。こうした影
響を及ぼす場所への持ち込みは
行うべきではない。

③村中：C、⑤対
策：H23:2、⑥専
門家：河原９、⑦
各県：埼玉、⑧河
川：24,39,52

便覧、帰化
植物、写真
図鑑

141 203 キク ヒメジョオン Erigeron annuus
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
山地や亜高山帯の
草原

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －
北アメリカ原産、世
界各地に帰化

江戸時代末期に渡来、明治
初年には広く帰化。北海道～
九州で帰化。

1.5m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地などに生育。土壌の種類
を選ばない。低地から高山地
帯まで生える。

若芽は食用にできる。海外では薬
用利用もある。国内でも流通があ
る。

－
農耕地の雑草になるとともに、国
立公園の亜高山帯のような自然
性の高い環境にも侵入する。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：
６、⑤対策：
H20:5、H23:1、⑥
専門家：草原51、
⑦各県：青森・埼
玉・愛知・京都・
滋賀・愛媛、⑧河
川：78,119,121

雑管、便
覧、写真図
鑑、帰化植
物、雑Ⅰ、
JF、有用

142 203 キク

ペラペラヨメナ(ペラ
ペラヒメジョオン、メ
キシコヒナギク、エ
リゲロン・カルビン
スキアヌス、源平
小菊、ゲンペイコギ
ク)

Erigeron
karvinskianus

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

海岸や川岸の岩場 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

中央アメリカ原産、
アフリカ、ニュー
ジーランド、ハワ
イ、ヨーロッパ

1949年渡来、本州、四国、九
州、琉球で帰化

0.4m、多
年草

農耕地、自然林、植林地、河
岸、撹乱地、市街地面、湿地に
生育。日本では、石垣の隙間
や川沿いの崖などに生える。
箱根や伊豆では、川岸などの
自然の岩場にも侵入している。

花卉として栽培される。源平小菊、
ゲンペイコギク、エリゲロン・カルビ
ンスキアヌスの名前で流通してい
る。

海外で侵略的な外来種とされ、日
本でも自然の岩場に侵入して在
来植物への影響が危惧されてい
る。こうした環境に侵入するおそ
れのある場所への持ち込みは行
うべきではない。

メキシコヒナギクは琉球でつけら
れた名前。別学名Vittadinia
triloba。

④ＦＡＯ：６、⑦各
県：広島、⑩海
外：ISSG

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、勝山
委員、Ylist、
JF、IPSW

143 203 キク
マルバフジバカマ
（ユーパトリウム・
チョコレート）

Eupatorium
rugosum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

二次林やスギ林の
林床

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － － ○ － 北アメリカ原産。
1896年に渡来。1916年に逸
出し、北海道、本州、四国、九
州で帰化。関東周辺に多い。

1m、多
年草

市街地、路傍の石垣の間、日
陰、特にスギ林の下に多く生え
る。

強羅自然公園の植栽品から逸出し
たと推定されている。ユーパトリウ
ム・チョコレート等の名前で流通して
いる。

耐寒性や耐陰性があり、樹林内
へも侵入することから、林床に生
育する在来植物への影響が懸念
される。こうした環境に侵入するお
それのある場所へは、持ち込みを
行うべきではない。

箱根では樹林内に侵入している。
Y-Listでは、Ageratina altissima。

⑪その他：勝山委
員

便覧、写真
図鑑、勝山
委員、Ylist、
園芸事典
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

144 203 キク
コウリンタンポポ
（エフデタンポポ）

Hieracium
aurantiacum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

寒冷地や亜高山帯
の自然草原

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －
ヨーロッパ原産、西
アジア、北米にか
けて広く分布。

明治中期に渡来、戦後帰化し
た。北海道～九州で逸出帰
化。マット状に群生する。北海
道にはサハリンから入った。

0.5m、多
年草

原産地では高山に生える。山
地の草地、畑地、牧草地、芝
地、路傍、荒地などに生育。乾
いたところに多く、土壌ｐHの低
い所にも生育する。雪や霜に
耐えられる。酸性の強くない肥
沃地では、他の雑草との競争
力が弱い傾向にある。

園芸植物として渡来。花壇やロック
ガーデンに植えられる。

海外で侵略的な外来種とされ、風
により種子が散布され、貴重な生
態系である高山帯でも生育でき
る。そのため、こうした環境に侵入
するおそれのある場所には、持ち
込みを行うべきではない。

大雪山国立公園では山麓、林道
に侵入。特別保護地区への侵入
が懸念される。北米の一部では
強害雑草になっている。

⑦各県：北海道、
⑧河川：5,6,6、⑩
海外：ISSG

世雑Ⅰ、便
覧、帰化植
物、環境
省、園芸辞
典、有用、
JF

145 203 キク フランスギク
Leucanthemum
vulgare

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

亜高山帯 Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ○ ◎

ヨーロッパ原産、ア
ジア、南北アメリカ
等、温帯に多く、一
部は熱帯にも広が
り、世界的にみら
れる。

江戸時代末期に渡来。北海
道、本州、四国、九州で逸
出、帰化。特に北海道に多
い。

0.8m、多
年草

畑地、牧草地、路傍、空地に野
生化する。近年は高山にまで
侵入しつつある。

園芸植物として渡来、庭園で栽培。

海外では畑地の雑草となってい
る。日本では高山地域にまで侵入
しているため、各地の国立公園等
で駆除の対象となっている。こうし
た環境に侵入するおそれのある
場所へは、持ち込みを行うべきで
はない。

別学名Chrysanthemum
leucanthemum。マーガレット（モク
シュンギク）Argyranthemum
frutescensと混同されている場合
あり。種子と地下茎で繁殖する。
芝生種子等に混入もある。種子
の生産量は多く、寿命が39年に
及ぶとの報告がある。各地の国
立公園で駆除が行われている。

③村中：B、⑤対
策：H20:6、
H23:1、⑥専門
家：草原33、⑦各
県：北海道、⑧河
川：20,53,67

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、JF、
Ylist、世雑
Ⅰ

146 203 キク

アラゲハンゴンソウ
（キヌガサギク、ル
ドベキア・ヒルタ、グ
ロリオサ・デー
ジー）

Rudbeckia hirta
var. pulcherrima

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

湿原、自然草原 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ◎ 北アメリカ原産
1930年頃に渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球で逸
出、帰化。

0.9m、二
年草

造成地、法面、牧場等に生育。
全国の山岳道路沿いにみら
れ、北海道の原生花園やアポ
イ岳の麓にも生育。

園芸植物として渡来。グロリオサ・
デージー’Gloriosa Daisy’をはじ
め、様々な園芸品種が利用されて
いる。

山岳道路沿いに分布を拡大し、釧
路湿原等の生物多様性の保全上
重要な地域で駆除の対象になり、
草原の在来植物との競合、駆逐
が危惧される。こうした環境に侵
入するおそれのある場所へは、持
ち込みを行うべきではない。

オオハンゴンソウの近縁種。アポ
イ岳の麓で採集、報告された。乗
鞍など各地の重要地域で対策が
行われている。牧草種子または
家畜飼料に混入して分布を拡大
したとされる。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：草原
27、⑧河川：1,0,6

便覧、写真
図鑑、帰化
植物、JF、
有用、園芸
事典

147 203 キク オオオナモミ
Xanthium
canadense

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
オナモミの生育地
や河川敷

Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ － ◎
メキシコ原産、温帯
～熱帯に分布。

1929年渡来。北海道、本州、
四国、九州、琉球に帰化。

2m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地等に生育し、飼料畑で問
題になっている。

JFにはオナモミXanthium
strumariumが掲載されている。オナ
モミは薬用や食用にされることがあ
る。

－

オナモミ（絶滅危惧Ⅱ類（VU） ）と
競合、駆逐、交雑。埼玉ではキタ
ミソウ（絶滅危惧Ⅱ類（VU）） の生
育地を圧迫。

①要注意、②
W100：日本③村
中：B、④ＦＡＯ：
７、⑦各県：埼玉・
愛知・京都・広
島・愛媛、⑧河
川：61,97,100

世雑Ⅰ、雑
管、便覧、
写真図鑑、
JF、外来生
物、有用

148 211 ユリ
シンテッポウユリ
（新鉄砲ユリ、タカ
サゴユリ）

Lilium ×
formologo

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

絶滅危惧種のウケ
ユリなど、交雑のお
それのあるユリ属
の生育地周辺

Ⅰ ○ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

テッポウユリL.
longiflorum ,とタカ
サゴユリL.
formosanumの交
雑種由来。「タカサ
ゴユリ」と呼ばれて
いるものの中には
雑種由来の本種が
含まれると考えら
れる。

本州、四国、九州で逸出帰
化。タカサゴユリは1924（大正
12）年以降種子が導入され、
切り花用に栽培されたが、シ
ンテッポウユリが普及するに
つれて廃れた。シンテッポウ
ユリは1939年頃に作出され、
1970年代から増えてきた。

1.5m、多
年草

路傍、道路の法面、石垣の隙
間などに生育。タカサゴユリ
は、原産地の台湾では開けた
草地から高山まで広く分布。群
馬県ではタカサゴユリが山間
部へ分布を広げつつある。

シンテッポウユリ、タカサゴユリとも
に球根が流通している。

花が美しいため駆除の対象になり
にくいが、繁殖力が強く、分布を
拡大する傾向にある。近縁種のユ
リ属の中には、ウケユリLilium
alexandraeなどの絶滅危惧種が
多く含まれ、これらに対する遺伝
的撹乱が危惧される。こうした種
類と交雑する可能性のある場所
へは、持ち込みを行うべきではな
い。

希少種のウケユリが生育する奄
美への侵入が危惧される。
JFや園芸事典では学名はLilium
× formologi。タカサゴユリは種子
繁殖が旺盛で、自家受粉で容易
に結実して多数の種子がとれる。
種子は軽いので遠方に散布され
やすい。

⑤対策：H20:<4、
⑦各県：広島・愛
媛・群馬・奄美、
⑧河川：0,1,3
9,24,24

便覧、帰化
植物、Ylist、
園芸事典、
JF、比良松
（2012）

149 211 ユリ
ハナニラ（セイヨウ
アマナ）

Ipheion uniflorum
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

里草地 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ － － － ○ －
アルゼンチン原
産、世界各地で観
賞用に栽培。

明治年間に花卉として導入。
本州、四国、九州。

0.2m、多
年草

旺盛に繁殖するため、植えられ
たものが各地で逸出して、帰化
状態になった。耐寒性がある。

様々な園芸品種が流通し、花壇等
に植えられている。

旺盛に繁殖し、河川等で分布を拡
大している。土手等に繁茂した場
合、在来の春植物（アマナやスミ
レ類など）との競合が懸念される。
こうした影響を及ぼすおそれのあ
る場所へは、持ち込むべきではな
い。

別学名Brodiaea uniflora。増殖は
小球を母球からはずして行う。
オーストラリアでは環境雑草とさ
れている。

⑧河川：2,3,10

便覧、写真
図鑑、藤井
委員、Ylist、
JF、有用、
GCW

150 217 アヤメ

ヒメヒオウギズイセ
ン（ヒメヒオオギズ
イセン、モントブレ
チア）

Crocosmia x
crocosmiiflora

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷、海岸や山
地の草原、二次林
林床

Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －

南アフリカ原産、フ
ランスで19世紀に、
ヒオウギズイセン
C. aureaと、ヒメトウ
ショウブC. pottsiiと
交雑によって作ら
れた園芸品種群。
アメリカやアジアに
帰化。

明治中期（1890年頃）に渡
来。北海道、本州、四国、九
州で逸出帰化。

0.8m、多
年草

花壇の付近や廃屋の庭跡など
各地で逸出、海岸の草地など
に大群落をなして野生化。極め
て強健で、ときには荒地や山野
で半野生状態になっている。耐
寒性は強い。

様々な園芸品種が、花壇等で観賞
用に栽培される。

海外で環境雑草となり、日本でも
野生化し、河川では分布を拡大、
海岸の草地にも繁茂している。こ
のような環境に生育する在来種と
の競合、駆逐が危惧されることか
ら、こうした影響を及ぼすおそれ
のある場所への持ち込みは行う
べきではない。

別学名Tritonia  x crocosmiiflora。
ハワイでは一般的な雑草とされる
（GAWW）。オーストラリアやニュー
ジーランドでは環境雑草とされ
る。ストロンの先に生じた球茎に
より急速に増殖する。

⑦各県：佐賀、⑧
河川：35,68,76

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、Ylist、
JF、園芸事
典、GAWW、
GCW、
naturplant3
752

151 224 イネ メリケンカルカヤ
Andropogon
virginicus

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
雑木林、草地、河
川敷

Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －
北アメリカ原産、暖
帯～熱帯

1940（昭和15）年頃に入り、本
州（関東以西）、四国、九州。

多年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地などに生育。日当たりが
良く、土壌が乾いた所に多い。
酸性土壌や岩山にも生育。

海外では砂防や牧草に利用され
る。日本での本種の利用に関する
情報は得られなかった。

－

埼玉では雑木林にも侵入し、セン
ブリ群落を駆逐。愛知県では希少
種のウンヌケ絶滅危惧Ⅱ類（VU）
）やウンウケモドキ（準絶滅危惧
（NT））と競合。在来植物が生育
困難な酸性土壌にも侵入し、裸地
環境を改変する。

①要注意、③村
中：C、⑤対策：
H23:1、⑥専門
家：草原45・湿地
10、⑦各県：栃
木・埼玉・愛知・
鳥取・広島・愛
媛、⑧河川：
44,81,93、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅲ、外
来生物、有
用

152 224 イネ
ハルガヤ（スイート
バーナルグラス）

Anthoxanthum
odoratum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

里草地や山地草原 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ （○） ◎ －

ヨーロッパ～シベリ
ア原産、アフリカ、
アジア、オセアニ
ア、南北アメリカ
等、温帯に分布。
オーストラリア、南
米等で侵略的。

明治初年に入り、北海道～九
州、四国で逸出帰化。寒冷地
に多い。

0.7m、多
年草

牧草地、放牧地、路傍、荒地、
草地、河原、林内に生育し、山
地にまでみられる。日当たりの
良い所を好み、土壌の種類を
選ばない。耐寒性、耐旱性が
あり、春先の生育が早い。

牧草として導入されたが、生産性は
低くあまり重要視されていない。緑
化に利用される。甘みや香りを利用
したハーブとして流通、利用されて
いる。

海外で侵略的とされ、日本でも河
川等で分布を広げている。耐寒性
があり、山地にまでみられること
から、自然性の高い草原へ侵入
し、在来種と競合し、駆逐すること
が懸念される。こうした環境に侵
入するおそれのある場所への持
ち込みは、行うべきではない。

甘いクマリンの芳香がする。世界
的には牧草地の雑草とされる。

③村中：B、④ＦＡ
Ｏ：７、⑥専門家：
草原40、⑦各県：
青森・広島、⑧河
川：28,62,70

世雑Ⅲ、便
覧、帰化植
物、花粉、
牧草、
IPSW、JF

153 224 イネ
シロガネヨシ（パン
パスグラス）

Cortaderia
selloana

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ －

南米（アルゼンチ
ン）原産、アフリカ
南部に分布、ヨー
ロッパ南部、オース
トララシア、合衆国
西部で侵略的。

明治時代の中期に渡来。関
東～、四国、琉球で逸出帰
化。

3m、多
年草

海岸砂丘、撹乱地、荒地、低木
林、草原、川岸、水路、湿地に
生育。日本では庭園や道路沿
いに各地で栽植され、ときに逸
出する。東北、北海道での露
地越冬は不可能。

園芸品種を含めて流通、利用され
ている。法面緑化への利用も確認さ
れている。切り花、ドライフラワーに
も利用。

海外で侵略的な外来種とされ、風
による種子散布で分布を拡大し、
様々な環境に侵入して巨大な株
を作ること等から、生物多様性の
保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込みを
行うべきではない。

公園内で逸出したものが、管理上
の問題となっている。増殖は株分
けで行う。実生もできるが、花序
の大きさ等に変異が出やすい。葉
縁が鋭いので皮膚が切れること
があり、生育場所はレクリエーショ
ン等に利用できなくなる。

⑩海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、小林
委員、園芸
事典、JF、
IPSW

154 224 イネ オオクサキビ
Panicum
dichotomiflorum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

湿地や河川敷 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ ◎

北アメリカ原産、南
アメリカ、ヨーロッ
パ、アジア、ニュー
ジーランド等、温帯
を中心に亜熱帯に
まで広がる

1927年に千葉県に入り、北海
道、本州、四国、九州、琉球
に分布。

1.0m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地、河川敷、湿地に生育。日
当たりの良い、湿った所を好
む。水田周辺、道端などに普
通な雑草となっている。

1970年代には転換畑での飼料作物
として盛んに試作された。水田転換
畑に好適な草種とされる。生草、乾
草、サイレージに利用される。

河川敷への侵入が問題となって
いる。湿った場所を好むことから、
希少種等が生育する湿地への侵
入も懸念される。こうした場所に侵
入しないよう、種子の逸出を防止
する配慮が必要である。牧草利用
する際には、牧草地外への種子
の逸出を防止するために、結実前
に刈り取り、周縁部の草刈りを適
切に行うとともに、利用しない種子
については放置せずに適切に処
分するよう努める。

関西の河川では、攪乱後に大群
落を形成して他植物を圧倒する。
湿地でも旺盛に生育することか
ら、水田での雑草化が懸念され
る。

③村中：B、⑦各
県：広島⑧河川：
63,105,107

世雑Ⅲ、写
真図鑑、粗
飼料、牧
草、藤井委
員
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

155 224 イネ
キシュウスズメノヒ
エ（カリマタスズメノ
ヒエ）

Paspalum
distichum var.
distichum

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意
湿地や池沼 Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ － －

北アメリカ原産、暖
帯～熱帯

1924年渡来、1945年以来急
速に分布を拡大。本州、四
国、九州、琉球。

0.5m、多
年草

水田、溝、湿地、河川、水路、
湖沼、ため池、砂浜に生育す
る。日当たりの良い所、肥沃な
水湿地を好む。

かつて転換畑での飼料作物として
試作されたことがある。近年の利用
に関する情報は得られなかった。

－ 水田の強害雑草。

①要注意、③村
中：B、④FAO：
12、⑤対策：
H23:2、⑥専門
家：水生31、⑦各
県：愛知・広島・
愛媛、⑧河川：
43,72,79

世雑Ⅲ、便
覧、写真図
鑑、帰化植
物、牧草、
角野

156 224 イネ
セイバンモロコシ
（ジョンソングラス）

Sorghum
halepense

分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

河川敷、草原 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ （◎） ◎ －
地中海沿岸のアフ
リカ原産、温帯～
熱帯

飼料植物として1943（昭和
18）年に渡来。本州、四国、九
州、琉球、小笠原。

2m、多
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、
堤防、灌漑路の周辺に生育。
温暖、湿潤、多雨地帯で日当
たりの良い所を好む。

牧草として利用されることがある
が、若い茎葉や生育不良の新鮮葉
は青酸を含むことがあり、家畜が中
毒を起こすことがあるので注意が必
要である。モロコシS. bicolorとの交
雑が試みられ、耐寒性がある二倍
体の多年草が牧草として育成され
ている。

世界的な強害草とされており、日
本でも河川で分布を拡大し、草原
に生育する在来種との競合、駆逐
が危惧されている。牧草利用する
際には、牧草地外への種子の逸
出を防止するために、結実前に刈
り取り、周縁部の草刈りを適切に
行うとともに、利用しない種子につ
いては放置せずに適切に処分す
るよう努める。

芒のない型をヒメモロコシ（ノギナ
シセイバンモロコシ）f. muticumと
いう。⑦群馬と⑧*はノギナシセイ
バンモロコシ。世界的に知られた
畑の強害雑草。

③村中：B、④ＦＡ
Ｏ：６、⑤対策：
H23:1、⑥専門
家：草原32、⑦各
県：埼玉・広島・
群馬*、⑧河川：
47,71,74
3,8,26*⑩海外：
ISSG

世雑Ⅲ、便
覧、帰化植
物、写真図
鑑、牧草、
JF、有用

157 231
カヤツリグ
サ

アメリカヤガミスゲ Carex scoparia
分布拡大期
～まん延期

その他
の総合
対策外
来種

湿地 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － － 北アメリカ原産

1986年に香川県丸亀市で採
集。北海道（石狩川下流の湿
地、勇払原野等）、本州の一
部、香川で確認。

0.6m、多
年草

湿地や湿った草地に生える。
本種の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
⑪その他：勝山委
員

帰化植物、
便覧、勝山
委員

158 57 タデ
ツルドクダミ（カシュ
ウ、何首烏）

Fallopia multiflora
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －
台湾原産、合衆
国、ハンガリー

江戸時代（享保５（1720）年）
に長崎を経由して江戸で栽
培。北海道、本州、四国、九
州で逸出。

木質つ
る性の
多年草

市街地周辺の路傍や生け垣な
どに生える。

乾燥した塊根は何首烏（かしゅう）と
呼ばれ、漢方薬として用いる。

台湾での圧倒的に旺盛な生育状
況から、南西諸島に侵入した場
合、生態系に多大な悪影響を与
えることが危惧される。生物多様
性の保全上重要なこうした地域へ
は持ち込むべきではない。

別学名Polygonum multiflorum、
Pleuropterus multiflorus。

⑪その他：横田委
員

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、横田
委員、有
用、園芸事
典、Ylist、
GCW

159 58 ヤマゴボウ ジュズサンゴ Rivina humilis
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

林床 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ○ ○
北アメリカ南部から
中央、南アメリカに
分布。

明治時代後期に移入植物に
混入して小笠原の父島に侵
入、沖縄へは復帰後観賞用
に導入、岡山、宮崎に分布

1m、常
緑の多
年草

小笠原では湿り気のあるやや
暗い林内で純群落を形成、沖
縄では庭園を中心に雑草化。

観賞用に流通し、栽培される。果期
が長いので、温室内で鉢物とする
か地植えにする。南米のコロンビア
では染料を採取するために栽培さ
れる。

結実までの生長期間が短い上
に、果期が長く、鳥により散布され
るため分布を拡大しやすい。小笠
原では、在来の下層植生、林床の
草本、シダ類を駆逐し、樹木の実
生発芽も抑制されている。生物多
様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある地域への持ち
込みは行うべきではない。

10～12℃で越冬、株元に落ちた
果実は自然に良く発芽し、４～５
カ月で結実する。鳥により種子が
散布される。実生または挿し木で
ふやす。春に種子をまくと秋から
冬に結実するので、一年草として
も扱われる。

⑦各県：小笠原

便覧、帰化
植物、観
葉、写真図
鑑、有用、
JF、園芸事
典、GCW

160 63
ツルムラサ
キ

ツルムラサキ Basella rubra
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － － ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －

東南アジア原産と
もされるが明らかで
はない。熱帯地域
で広く栽培される。

明治時代、食用植物として渡
来。本州（関東以西）、四国、
九州、琉球、小笠原諸島。沖
縄県の特に大東諸島、宮古
島で蔓延している。

長さ4m、
つる性
の多年
草（日本
では一
年草）

人家の近くで見られる。高温多
湿を好む。発芽適温は25℃。
十分日の当たる、排水の良い
ところでは土質をあまり選ばな
い。性質は強健、病気や害虫
はほとんどなく栽培は容易とさ
れる。

日本では、観賞用に鉢植えや垣根
に利用される。海外では広く野菜と
して利用されており、日本でも健康
野菜としても販売される。製紙用の
糊、染料、薬用にも利用。

熱帯地域が原産で、日本でも大
東諸島、宮古島で蔓延しているこ
とから、生物多様性の保全上重要
で、繁茂するおそれのある温暖な
地域への持ち込みは行うべきで
はない。

花が白色、葉がやや狭長になる
系統B. alba （B. alba ''Rubra'）や、
葉が大きく基部が心形になる系
統B. cordifoliaが別種とされること
もあるが、種を分けるような違い
ではない。

⑪その他：横田委
員

便覧、帰化
植物、横田
委員、Ylisｔ、
有用、園芸
事典、JF

161 119 ムクロジ コフウセンカズラ
Cardiospermum
halicacabum  var.
microcarpum

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

汎熱帯原産。基本
種のフウセンカズラ
C. halicacabumは
北アメリカ南部原
産

渡来年代不明だが1961年に
は記載がある。神奈川、鹿児
島、琉球で逸出帰化。

つる性
の一～
多年草

沖縄県（特に大東諸島、宮古
諸島）では、かなり蔓延してい
る。基本種のフウセンカズラは
日当たりと排水の良い場所な
ら土質は特に選ばない。

基本種のフウセンカズラC.
halicacabumは流通、販売され、観
賞用に栽培される。フウセンカズラ
は、海外では食用や薬用にされる。

基本種のフウセンカズラは海外で
環境雑草等とされている。日本で
も大東諸島、宮古諸島で蔓延して
いることから、生物多様性の保全
上重要な地域に侵入するおそれ
のある地域への持ち込みは行う
べきではない。

果実が径1.5cmたらずの変種とし
て基本種のフウセンカズラからは
区別されている。フウセンカズラ
は海外では環境雑草等とされて
いる。性質は強く、栽培が容易、
病気、害虫はほとんどいない。

⑪その他：横田委
員

便覧、写真
図鑑、JF、
有用事典、
園芸事典、
横田委員、
GCW

162 132 アオイ フヨウ
Hibiscus
mutabilis

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

サキシマフヨウの
生育地周辺

Ⅰ ◎ ◎ － ○ ○ ◎ ○ ○ － － ○ － 中国中部原産。

古くから栽培され、本州（関東
以西）、四国南部、九州南
部、琉球、小笠原諸島で逸
出。

4m、落
葉低木

日当たりの良いところを好み、
海岸に近い谷沿いの林縁に生
育する。

観賞用に流通、栽培されており、庭
木、公園樹、街路樹、鉢植え等に利
用される。

日本固有種のサキシマフヨウとの
交雑が確認されていることから、
サキシマフヨウの自生地周辺への
持ち込みは行うべきではない。

増殖は挿木または実生で、八重
咲き品種はもっぱら挿木による。
近縁種のサキシマフヨウH.
makinoiは日本固有種で、九州
（福江島、甑島、種子島以南）、沖
縄に生育し、鹿児島県ＲＤＢ種で
分布重要種とされる。サキシマフ
ヨウは屋久島、種子島などの自
生地で、フヨウとの間に稔性のあ
る種間雑種ができるため、浸透交
雑個体群が形成される。

⑦各県：奄美

便覧、木本
Ⅱ、JF 、園
芸事典、樹
の花４

163 138 トケイソウ

クサトケイソウ
（パッシフローラ・
フォエティダ、ワイ
ルドパッションフ
ルーツ）

Passiflora foetida
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －
南アメリカ原産、熱
帯～亜熱帯に帰
化。

渡来年代不明。千葉、琉球
（沖縄島、大東島）、小笠原
（硫黄島）で逸出。特に大東
諸島、宮古諸島で蔓延。

一～多
年草、つ
る植物

路傍や河原等の撹乱地に生
育、湿った場所を好む。

果実を食用としたり、薬用にするた
めに栽培される。アフリカやマレー
シア地域では地被植物としても利用
される。日本でも流通、販売されて
いる。

熱帯地域が原産で、日本でも大
東諸島、宮古島等で蔓延している
ことから、生物多様性の保全上重
要な、温暖な地域への持ち込み
は行うべきではない。

腺毛の量や、和名の由来である
臭気の程度に変異が多い。

⑩海外：ISSG、⑪
その他：横田委員

便覧、写真
図鑑、横田
委員、有
用、園芸事
典

164 144 フトモモ フトモモ Syzygium jambos
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

山地の渓流沿い Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －

イラン、インド～イ
ンド洋諸島原産。ア
フリカ、北アメリカ、
南アメリカ、インド
洋諸島、太平洋諸
島に分布。温帯域
にも分布を広げつ
つある。

1935年以前に渡来。琉球（屋
久島、種子島）以南で野生
化。

10m、常
緑高木

自然林、植林地、河川敷、海岸
の低木林に生育。日本では、
低地～山地の渓流沿いの水辺
に生える。

沖縄には果樹として古い時代に導
入されたが、食味が淡白であること
からあまり普及しなかった。現在
は、観葉植物として流通、栽培され
る。

海外で侵略的な外来植物とされ、
日本でも琉球の山地の渓流沿い
にまで侵入している。こうした場所
は、生物多様性の保全上重要な
地域の中ので、希少種等も生育
する環境である。こうした環境に
侵入するおそれのある場所への
持ち込みは行うべきではない。

増殖は通常は実生によるが、挿
木によるものもある。

⑩海外：ISSG

便覧、写真
図鑑、有
用、琉球
弧、熱帯花
木、IPSW、
JF、園芸事
典

165 180 クマツヅラ ナガボソウ属
Stachytarpheta
spp.

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ －

南アメリカ原産、南
北アフリカ、アジ
ア、オーストラリア
等の熱帯～亜熱
帯。熱帯アフリカで
侵略的。

・チリメンナガボソウS.
dichotomaha1967年渡来、琉
球で帰化。
・インドナガボソウ（ミズイロナ
ガボソウ）S. indicaは1967年
に琉球に帰化。
・フトボナガボソウS.
jamaicensisは戦後、琉球と小
笠原に帰化。
・ナガボソウ（ホナガソウ）S.
urticifoliaは1938年以前に琉
球、小笠原に帰化。

1～
2.5m、多
年草

路傍、荒地、畑地、牧草地、放
牧地、森林、林縁、撹乱地等に
生育。乾いた所から多少湿っ
た所まで土壌適応性が大き
い。

国内では、種小名が不明なものが
流通している。フトボナガボソウは、
ジャワ等で若芽を食用に、中国等で
は薬用に利用される。

海外で侵略的な外来植物とされ、
国内でも生物多様性の保全上重
要な小笠原諸島や南西諸島で、
問題となりつつある。このような地
域への持ち込みは行うべきではな
い。

対策の対象、海洋島、奄美はナ
ガボソウ（ホナガソウ）。小笠原は
チリメンナガボソウとフトボナガボ
ソウ。和名と学名は便覧によった
が、有用では、ホナガソウS.
jamaicensis （S. indica ）、世雑Ⅰ
ではナガボソウS. cayennensis
（S. australis , S. dichotomaha）。
種子繁殖が容易で、生育が早く、
群生するため、放置すると雑草害
が大きい。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：海洋島
23、⑦各県：小笠
原・奄美、⑪その
他：藤井委員

世雑Ⅰ、写
真図鑑、便
覧、有用、
Ylist、JF、
IPSW

166 189
キツネノマ
ゴ

ヤナギバルイラソ
ウ（ムラサキイセハ
ナビ、ルエリア・ブ
リトリアナ、リュエリ
ア、メキシコペチュ
ニア）

Ruellia
brittoniana

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

湿地や河原 Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
メキシコ原産、合衆
国のフロリダ州や
ハワイで侵略的。

1974年頃、アメリカ軍により非
意図的に沖縄本島に持ち込
まれた。沖縄、九州、四国の
南部で雑草化。

1.0m、多
年草

河原や空地等の礫地や道路の
舗装の隙間に生育する。湛水
状態でも育つなど適応性幅が
広い。日当たりの良い場所で
周年開花する。

観賞用の栽培が増え、様々な花の
色の園芸品種が流通、栽培される。

海外で侵略的になっている地域
があり、日本でも南西諸島の水湿
地で繁茂している。環境への適応
性も大きいことから、生物多様性
の保全上重要な地域に侵入する
おそれのある地域への持ち込み
は行うべきではない。

南西諸島の水湿地で繁茂。別学
名R. tweediana、R. caerulea、R.
simplex R. malacosperma。蒴果
は10～20個の扁平な種子を有す
る。

⑦各県：奄美

便覧、写真
図鑑、藤井
委員、JF、
園芸図鑑、
GCW、
USDA
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

167 203 キク

カッコウアザミ、ム
ラサキカッコウアザ
ミ（オオカッコウア
ザミ）、アゲラタム
（総称名）

Ageratum
conyzoides、A.
houstinianum

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ －

カッコウアザミは南
アメリカ原産、両半
球の熱帯から暖か
帯に広く分布。ムラ
サキカッコウアザミ
は熱帯アメリカ原
産。

カッコウアザミは、明治初期に
渡来し、本州～九州、琉球、
小笠原で帰化。ムラサキカッ
コウアザミは1887年頃に渡来
し、本州（関東以西）、四国、
九州、小笠原で帰化。

0.6m、一
年草

カッコウザミは畑地、道端、空
地、樹園地、牧草地、休閑地、
荒地に生える。耐寒性はない
ので温帯では一年草である
が、熱帯では多年草的になり
周年開花する。土壌の乾湿や
肥沃度、日照条件等に対する
適応性が大きく、東アフリカで
は3,000ｍの高地にも生える。
ムラサキカッコウアザミも熱帯・
亜熱帯地域で同様に雑草と
なっている。

カッコウアザミは古くから花壇や切
り花用に栽培される。薬草として利
用される。ムラサキカッコウアザミは
より花が大きく香りが良いため様々
な園芸品種が観賞用に栽培され
る。アゲラタムの名前で流通、販売
されている。

海外で侵略的な外来種とされ、日
本でも南西諸島や小笠原諸島で
野生化している。生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある地域へは持ち込むべき
ではない。

奄美はムラサキカッコウアザミ。
ISSG、専門家、対策はカッコウア
ザミ。冠毛の基部に先が針状の
刺があり、動物の毛、人の着物な
どで痩果が散布される。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：海洋島
18、⑦各県：奄
美、⑩海外：ISSG

世雑Ⅰ、便
覧、写真図
鑑、有用、
JF、園芸事
典、帰化植
物

168 203 キク
タチアワユキセンダ
ングサ（オオバナセ
ンダングサ）

Bidens pilosa  var.
radiata

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ ○
熱帯アメリカ原産、
世界の暖帯～熱帯
に広く分布。

江戸時代（弘化年間（1844～
48年））に渡来。本州～九州、
琉球、小笠原で帰化。

1m、一
年草

道端、畑地、空地等いたるとこ
ろに生育。

近年、健康食品等として宮古ビデン
ス・ピローサが栽培、販売されてい
る。その他にビデンスの名前で様々
な園芸品種が流通、栽培されてい
る。

本種を含むB. pilosaは、世界的に
も侵略的になっている種類であ
る。その中でも本種は、南西諸島
や小笠原諸島といった生物多様
性の保全上重要な地域で繁茂し
ている。このような場所への持ち
込みは行うべきではない。

南西諸島で繁茂しているのはオ
オバナセンダングサB. pilosa  var.
radiata。その他に、コセンダング
サB. pilosa var. pilo sa、シロバナ
センダングサB. pilosa  var. minor
がある。④FAOと⑤対策はコセン
ダングサ、⑥専門家ではアワユキ
センダングサ、⑦広島はシロバナ
センダングサ、⑧河川はシロバナ
センダングサとコセンダングサ、
⑩ISSGとPIERではB. pilosa。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：B、④ＦＡＯ：
６、⑤対策：
H23:1、⑥専門
家：海洋島21、⑦
各県：愛知・奄
美・広島、⑧河
川：15,40,52、
48,71,83⑩海外：
ISSG

雑管、便
覧、写真図
鑑、外来生
物、勝山委
員、有用、
園芸事典、
JF、琉球弧

169 203 キク ヒマワリヒヨドリ
Chromolaena
odorata

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

旧要注
意

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） － ○

熱帯アメリカ原産、
アフリカ、熱帯アジ
ア、オーストラリア、
太平洋諸島、マス
カリン諸島に分布。

1980年に石垣島で確認、沖
縄島にも分布。

7m、低
木状の
草本

畑地、樹園地、牧草地、道端、
林縁、低木林、荒地、川岸など
に生育。土壌の種類を選ば
ず、日当たりの良い所を好む。

海外では観賞用に栽培される。イン
ドでは魚を獲るための毒物に利用
する。日本での本種の利用に関す
る情報は得られなかった。

海外の熱帯地域を中心に侵略的
な外来植物となっており、日本で
も南西諸島や小笠原諸島では大
きな今脅威になる可能がある。生
物多様性の保全上重要な地域へ
の持ち込みは行うべきではない。

南西諸島や小笠原では，大きな
脅威になる可能性がある。別学
名Eupatorium odoratumで、ヒヨド
リバナ属に分類されることもある。

①要注意、②
W100：ＩＵＣＮ、⑩
海外：ISSG

外来生物、
藤井委員、
写真図鑑、
IPSW、世雑
Ⅰ

170 203 キク タワダギク Pluchea odorata
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － － －

北アメリカ～南アメ
リカ北部原産。ハ
ワイでは深刻な雑
草となっている。

沖縄では戦後帰化したのち、
広範囲に広がり、貴重植物群
落にまで侵入している。沖縄
周辺の島でも見られるように
なった。1968年に和名が名づ
けられた。奄美地域への侵入
も危惧される。

3m、低
木

当初、沖縄本島中部の日当た
りの良い原野を中心に散在、
現在では沖縄本島全域とその
周辺の島でも見られるように
なった。

海外では、ハーブティーとして利用
される。日本での本種の利用に関
する情報は得られなかった。

－ ヒイラギギ属 ⑦各県：奄美
便覧、写真
図鑑、
GAWW

171 224 イネ
シマスズメノヒエ
（ダリグラス）

Paspalum
dilatatum

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

里草地 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ ◎

南アメリカ原産。北
アメリカ、ヨーロッ
パ、アフリカ、アジ
ア、オセアニア、太
平洋諸島。

1915年小笠原で確認。本州、
四国、九州、琉球、小笠原諸
島。

1.5m、多
年草

畑地、牧草地、芝生地、路傍、
溝、荒地、鉄道、川岸、土手に
生育。湿った肥沃地を好む。耐
干性、耐暑性があり、酸性土壌
に適応する。

暖地型牧草で、乾草および放牧用
に適する。日本で育成された品種も
ある。本州では第二次大戦後に緑
化用に使われ、急速に増加した。

・奄美諸島や小笠原の生態系等
に影響を及ぼすことが危惧され
る。固有種や希少種が多い地域
であることから、このような場所で
利用する場合には、種子の逸出
を防止する配慮が必要である。結
実前に刈り取りを行い、利用しな
い種子については放置せずに適
切に処分する。その他の非意図
的な外来種の混入を防ぐ観点か
ら、種子証明のある種子の利用が
望ましい。

種子と根茎で繁殖。アレロパシー
作用がある。種子は風、雨、動
物、人間による。九州では果樹園
や道端の雑草として問題になって
いる。

③村中：C、⑦各
県：広島・奄美、
⑧河川：
47,78,88、⑨三
省：国道

粗飼料、便
覧、写真図
鑑、世雑
Ⅲ、帰化植
物

172 224 イネ
タチスズメノヒエ（ベ
イジーグラス）

Paspalum urvillei
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ、Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ◎ ◎ －

南アメリカ原産、北
アメリカ、アフリカ、
オーストラリア、ア
ジアなどに分布。

1958年福岡で確認、本州（関
東以西）、四国、九州、琉球。

1.5m、多
年草

畑地、芝地、路傍、荒地、海岸
埋立地、果樹園に生育。日当
たりの良い湿った土壌を好む。
発芽適温は30～35℃。

本種の利用状況に寛する情報は得
られなかった。

－

鹿児島、沖縄のサトウキビ畑の強
害雑草となっている。種子と根茎
で繁殖。種子の形成量が多く、
水、動物、人間により伝播。種子
は休眠性を持つ。アレロパシー作
用もある。株は冬枯れしないの
で、大株になると伐去が難しくな
る。繁殖力が極めて強い。宮崎県
では近年、椎葉村などの奥地にも
広がっている。

③村中：C、⑦各
県：広島・宮崎・
奄美、⑧河川：
19,42,64、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅲ、雑
管、便覧、
写真図鑑、
帰化植物

173 224 イネ
ムラサキタカオスス
キ

Saccharum
formosanum  var.
pollinioides

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － － 台湾原産

復帰後(1972年)に帰化。1976
年に沖縄本島名護市二見の
道路法面で採集された。発見
された当時は数株だけの小
群落であったが、沖縄本島中
部以北に普通にみられるよう
になった。

1.5m、多
年草

日当たりの良い原野にみられ
る。北部山地では林道を介して
侵入を広げつつあり、自然植
生への影響が懸念される。

台湾では、時に栽培される。国内で
の本種の利用に関する情報は得ら
れなかった。

－
別学名Erianthus formosanus  var.
pollinioides。奄美地域への影響も
危惧されている。

⑦各県：奄美

便覧、写真
図鑑、Ylist、
目録、園芸
事典

174 225 ヤシ
トウ属の一種（カラ
ムス）

Calamus sp.
小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

自然林 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － ○ －

トウ属は約375種が
インドからマレーシ
ア熱帯地域に分
布。台湾には３種
が自生。

石垣島で植栽品が広がって
おり、今後分布域を拡大する
可能性が高い。

つる性

腐植質の多い土壌を好む。多
湿を好み、とくに幹の細い種類
は湿地に自生するため乾燥に
弱い。

日本ではカラムスの名前で観葉植
物に利用されている。全体に刺が
多く鉢栽培には不適。タイワントウ
（シマトウ、水藤、スイトウ、スイトウ
ズル）C. formosanus、ロタントウC.
rotang (C. roxburgii )等が販売、栽
培される。

西表島や石垣島の自然林に定着
し在来植物との競合、駆逐が危惧
される。棘があることから、人的な
被害も予想され、駆除は困難にな
ると予測される。生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそ
れのある地域への持ち込みは行
うべきではない。

未同定なため、トウ属かどうか断
定できない。
西表島や石垣島の自然林に定着
すると、棘による人的な被害も予
想され、駆除は困難と思われる。

⑪その他：横田委
員

有用、横田
委員、Ylist、
JF、園芸事
典

175 233 ショウガ
ハナシュクシャ
（シュクシャ、バタフ
ライジンジャー）

Hedychium
coronarium

小笠原・南
西諸島

その他
の総合
対策外
来種

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － － ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

インド～マレーシア
原産、オーストラリ
ア、南アメリカ、ア
ゾレス諸島、マスカ
リン諸島、太平洋
諸島に分布。アフリ
カ南部、ハワイ諸
島で侵略的。

園芸植物として江戸時代に渡
来。沖縄への渡来年は不明。
山口、宮崎、琉球、小笠原で
帰化。

2m、多
年草

湿性林、湿地、川岸など、やや
湿り気のある場所を好む。自
生地では林内に生育する。熱
帯では周年、日本では夏から
初秋にかけて開花する。

切り花や観賞用に広く栽培される。
根茎や花の精油を薬用や香水に利
用する。根茎のデンプンを食用にす
る。多くの種間雑種がつくられてい
る。

奄美地域では、国の天然記念物、
国定公園特別保護地区である湯
湾岳の頂上に植えられて問題とさ
れている。海外で侵略的な外来植
物とされ、林内でも生育できるた
め、生物多様性の保全上重要な
地域に侵入するおそれのある地
域への持ち込みは行うべきではな
い。

めったに結実しないため、おもに
根茎による栄養繁殖で増える。

⑦各県：奄美、⑩
海外：ISSG

写真図鑑、
便覧、有
用、JF、園
芸事典、
IPSW

 適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

176 89 マタタビ
キウイフルーツ（シ
ナサルナシ）

Actinidia
chinensis  var.
deliciosa

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

森林 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

中国原産で、
ニュージーランドで
改良されて品種が
渡来。

北海道、本州、四国の一部で
逸出。

8m、つる
性の落
葉木本

幼木時代には寒害を受けやす
いが、樹齢が進めば休眠中の
耐寒性は相当に強くなる。遅
霜、風害には弱い。土壌条件
は乾燥、過湿にも弱い。カンキ
ツ類の栽培適地にほぼ一致す
る。

1969年に実生苗と導入苗から初結
実をみて、近年栽培面積が増加し
ている。様々な品種がある。

河川で増加傾向にあり、鳥により
種子が散布でされること等から、
雑木林への影響が危惧されてい
る。こうした環境へ侵入するおそ
れのある場所で栽培を中止する
場合には、つるが周囲に伸びた
り、種子が運ばれることのないよ
う、適切な管理が望まれる。

耕作放棄地等からつるが伸びだ
して周囲の植生を圧迫する可能
性がある。種子をつけ始めると急
速に分布拡大の危険性がある。
雌雄異株なので、結実には両性
の株が必要。別学名Actinidia
deliciosa、オニサルナシ（広義）
Actinidia chinensis

⑥専門家：雑木
7、⑦各県：埼玉・
愛媛、⑧河川：
0,5,10

便覧、木本
Ⅰ、有用、
JF、Ylist、
園芸事典

177 102 バラ ビワ（ヒワ）
Eriobotrya
japonica

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

石灰岩質の岩崖地 Ⅳ ◎ × － ◎ ○ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

中国四川省・湖北
省原産、北アメリ
カ、太平洋諸島、レ
ユニオン島に分
布。

奈良時代からあり、本州（関
東以西）、四国、九州で野生
化。

10m、常
緑高木

日本では、暖地の石灰岩地に
生える。海外では、農耕地、自
然林、植林地、河岸、荒地、撹
乱地に生育する。

様々な品種が食用に栽培される。
薬用にも利用される。海外でも食用
や観賞用に栽培される。

ビワが生育する石灰岩地は、特
有な植物群落が生育する貴重な
環境である。そのため、そうした場
所に侵入するおそれのある場所
には、持ち込みを行うべきではな
い。

太平洋諸島やレユニオンでは侵
略的な外来種となっている。

⑥専門家：岩場
13、⑩海外：ISSG

便覧、木本
Ⅰ

17



※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

178 103 マメ
ハリエンジュ（ニセ
アカシア）

Robinia
pseudoacacia

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

旧要注
意
河原、海岸林、リン
ゴ園の周辺

Ⅱ、Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ －

北アメリカ合原産、
ヨーロッパ、アフリ
カ、アジア、オース
トッラシア、南アメリ
カに分布。

明治８年の渡来。北海道、本
州、四国、九州、琉球。

25m、落
葉高木

市街地や海岸から低山地まで
の荒地、土手、野原などにしば
しば群生する。

・庭木、街路樹、砂防林、肥料木、
薪炭材等に利用される。
・アカシア蜂蜜として単花蜜で高品
質な蜂蜜が生産されるため、養蜂
業においては最重要蜜源植物のひ
とつ。
・アカシア蜂蜜は国産蜂蜜では最も
高額で取引されている。特に長野
県、秋田県等のアカシア蜂蜜主産
県では、開花状況によって年度変
動はあるものの、8割から9割がアカ
シア蜂蜜であり、代替となる種は現
在のところ存在しない。

・河川を中心に分布を拡大してお
り、北海道他９県で、生態系に影
響を及ぼす種類等にあげられて
いる。種子が風や水で拡散されて
いると考えられている。こうした拡
散のおそれに配慮するほか、生
物多様性の保全上重要な地域に
侵入するおそれのある地域では
使用を避けることが望ましい。
・リンゴ炭そ病が高温多湿化の梅
雨時に、ニセアカシアの花弁が果
実に付着することで伝播するとの
報告があり、リンゴ園周辺では、
使用を避けることが望ましい。
・海岸林については、倒伏による
危険や、クロマツに悪影響を及ぼ
さない管理が必要である。

・Ｈ２４に改正された養蜂振興法
第六条では、「蜜源植物を植栽、
除去、又は伐採しようとする者
は、その目的に反しない限りにお
いて、蜜源植物の増大を旨として
これを行わなければならない。」と
され、国・地方公共団体に蜜源植
物の保護・増殖に対する必要な
施策を講ずることが求められてい
る。

①要注意、②
W100：日本、③村
中：A,④FAO：10、
⑤対策：H20:<4、
H23:4、⑥専門
家：河原50、⑦各
県：北海道・青
森・埼玉・兵庫・
愛知・鳥取・愛
媛・佐賀、⑧河
川：56,89,97、⑨
三省：国道、⑩海
外：ISSG

便覧、帰化
植物、雑
管、牧草、
農林水産省

179 103 マメ

外来クサフジ類（ビ
ロードクサフジ（ヘ
アリーベッチ、シラ
ゲクサフジ）、ナヨク
サフジ（スムーズ
ベッチ））

Vicia villosa ssp.
vaillosa、V.
villosa ssp. varia

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

河川敷や山地草原 Ⅳ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ◎ －

ビロードクサフジは
ヨーロッパ～西アジ
ア原産。ナヨクサフ
ジは、ヨーロッパ原
産。

ビロードクサフジは1941年渡
来、北海道、本州、四国、九
州、琉球。ナヨクサフジは
1943年に渡来し、本州、四
国、九州、琉球。

茎の長さ
1.5m、つ
る性の
一年草

道端、畑地、牧草地、樹園地、
荒地、河川敷、草地などに生
育。山地まで生え、熱帯では高
地にみられる。

ヘアリーベッチの名で、飼料や緑肥
として栽培される。

河原で繁茂することから、カワラヨ
モギ、メドハギ等の河畔植物と競
合し、駆逐する。群馬県では、県
の絶絶滅危惧IA 類のレンリソウ
自生地に繁茂している。河川に侵
入して種子が拡散される場所へ
の持ち込みを行うべきではない。

ＦＡＯと群馬県はナヨクサフジ。群
馬県ではナヨクサフジが絶滅危惧
種の自生地に繁茂。牛が中毒を
起こす場合がある。在来のクサフ
ジ等、良く似た種類が多い。種子
は風、雨、動物により分散。アレ
ロパシー作用がある。

④FAO：６、⑥専
門家：河原32、⑦
各県：群馬県、⑧
河川：9,16,27
4,4,2

世雑Ⅱ、便
覧、帰化植
物、牧草

180 224 イネ
コヌカグサ（レッド
トップ）、クロコヌカ
グサ

Agrostis
gigantea、
Agrostis nigra

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

河川敷、絶滅危惧
種のヌカボ属の生
育地周辺

Ⅰ、Ⅳ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ －

ヨーロッパ原産、北
アフリカ、アジア、
オセアニア、南北ア
メリカ等、温帯～亜
寒帯。合衆国やカ
ナダで侵略的とさ
れる。

明治初年に導入され、北海
道、本州、四国、九州、琉球
（奄美大島）

1.0m、多
年草

畑地、牧草地、樹園地、路傍、
草原、湿地、水辺などに生育。
日当たりの良い所を好む。耐
寒性が強く、強酸性土壌に生
え、耐旱性もある。湿潤であれ
ば土壌の種類を選ばないが、
一般に粘質土壌～壌土に多
く、やせた土地にも適応する。

・飼料用、特に放牧用として利用さ
れている。種子流通量は多くはない
が、国内の種苗会社から販売され
ている。
・牧草としては、生産性や栄養価は
あまり高くないものの、やせた土地
などの条件不利地や林間放牧等で
の利用においては、代替となる種は
ほとんどない。
・いくつかの県の奨励品種に登録さ
れており、生産が奨励されている。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、広く利用
されている。

・河川での分布拡大のほか、三省
調査でも法面緑化地周辺で逸出
が確認されている。青森県や栃木
県では自然草原に侵入し、問題と
なっている。
・国立公園や草原に特有な希少
種等が生育する自然草原の周辺
では可能な限り利用を控えるか、
このような場所で利用する場合に
は、種子の逸出を防止する配慮
が必要である。牧草利用する際に
は、牧草地外への種子の逸出を
防ぐために、結実前に刈り、周縁
部の草刈りを適切に行うとともに、
利用しない種子については放置
せずに適切に処分するよう努め
る。その他の非意図的な外来種
の混入を防ぐ観点から、種子証明
のある種子の利用が望ましい。

種子、地下茎および匍匐茎で繁
殖する。１穂当たりの生存種子数
は約1,000個、休眠期間が短く、
湿潤な土壌表面で容易に発芽す
る。土壌中の種子の寿命は５年
以上。アレロパシー作用を持つ。
世界的に温帯～亜寒帯地域にみ
られる畑地雑草で、コムギ、オオ
ムギ、エンバク、牧草類、果樹類
の減収や品質低下をもたらす。日
本でもコムギ、バレイショ、テンサ
イ畑の雑草とされる。在来種が再
生するような環境では、コヌカグ
サを緑化につかうべきではないと
される（ISSG）。コヌカグサの別学
名Agrostis alba。コヌカグサとクロ
コヌカグサとの間には中間型もあ
り、同種として扱う見解もあるた
め、両種を含む。

③村中：B、⑦各
県：青森・栃木・
奄美、⑧河川：
52,87,93、⑨三
省：環・農・林・国
道、⑩海外：ISSG

便覧、イネ、
世雑Ⅲ、雑
管、牧草、
粗飼料、花
粉、農林水
産省・林野
庁、Ylist、
GCW、帰化
植物、イネ、
藤井委員

181 224 イネ
カモガヤ（オー
チャードグラス）

Dactylis
glomerata

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

旧要注
意
山地草原 Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

地中海～西アジア
原産、ヨーロッパ、
アフリカ、アジア、
オセアニア、南北ア
メリカ等の温帯

1861～1864年（文久年間）に
渡来、1868年（明治初年）に
アメリカから導入、北海道、本
州、四国、九州、琉球

1.5m、多
年草

畑地、樹園地、路傍、荒地、土
手、草地、河川敷、林縁、湿
地、沿岸域等に生育。日当たり
の良い温暖地で、肥沃な所を
好む

・飼料用（主に採草用）としてチモ
シーと並び最も広く利用されてお
り、沖縄を除く全国で栽培されてお
り、特に北海道～東北地方では基
幹となる草種。世界的に利用されて
いる牧草種のひとつ。
・牧草として利用する際は、種子が
結実する前に収穫するため、種子
が飛散して繁殖する可能性は通常
はない。
・多くの種苗会社から販売されてお
り、公的機関及び民間種苗会社で
の品種開発も行われている。
・生産性・永続性・栄養価等の観点
から、代替となる牧草種はない。
・多くの県の奨励品種に登録されて
おり、生産が奨励されている。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、広く利用
されている。

・海外で侵略的な外来種とされ、
日本でも河川で分布を拡大し、三
省調査で法面緑化地周辺で逸出
が確認されている。特に、北海道
や本州の亜高山帯にある国立公
園の自然草原へ侵入し、草原に
特有な希少種等への影響が問題
となっている。このような場所で利
用する場合には、種子の逸出を
防止する配慮が必要である。
・牧草利用する際には、牧草地へ
の種子の逸出を防止するために、
結実前に刈り取り、周縁部の草刈
りを適切に行うとともに、利用しな
い種子については放置せずに適
切に処分するよう努める。その他
の非意図的な外来種の混入を防
ぐ観点から、種子証明のある種子
の利用が望ましい。

・（独）家畜改良センターの業務
（飼料作物の増殖に必要な種苗
の生産・配布　家畜改良センター
法§10①三）として、増殖を行っ
ている。
・トウモロコシ、モロコシ、コムギ、
牧草、果樹の雑草。イネ科やマメ
科の牧草種子に混入して、品質
を低下。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：
10、⑥専門家：草
原42、⑦各県：青
森・埼玉・愛知・
兵庫・奄美、⑧河
川：57,104,105、
⑨三省：環・農・
林・国都・国道

便覧、帰化
植物、写真
図鑑、世雑
Ⅲ、雑管、
花粉、外来
生物、
IPSW、農林
水産省・林
野庁

182 224 イネ

オニウシノケグサ
（トールフェスク、ケ
ンタッキー31フェス
ク）

Festuca
arundinacea

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

旧要注
意

里草地、河川堤防
などの半自然草
地、亜高山帯の草
地

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ （○） ◎ －
ヨーロッパ、北アフ
リカ、西アジア原
産、亜寒帯～暖帯

1905（明治38）年に導入、北
海道、本州、四国、九州、琉
球。亜高山帯の自然公園にも
侵入

2.0m、多
年草

牧草地、市街地、運動場、庭、
路傍、荒地、河原、林縁等に生
育。日当たりの良い、肥沃で水
分の豊富な所を好む。

・チモシーやオーチャードグラスと比較す
ると栄養価は劣るが、環境変異に強い
ため飼料用（主に放牧用）や緑化用とし
て全国で利用されている。特に、寒地型
の永年生の牧草としては、関東以西の
温暖地で利用可能な種が非常に少な
く、代替品種はない。世界的に利用され
ている牧草種のひとつ。
・牧草として利用する際は、種子が結実
する前に収穫するため、種子が飛散して
繁殖する可能性は通常はない。
・多くの種苗会社から販売されており、
公的機関及び民間種苗会社での品種開
発も行われている。
・多くの県の奨励品種に登録されてお
り、生産が奨励されている。
・「生態系環境配慮型トールフェスク」とし
て、農研機構及び雪印種苗が共同開発
した「ＭＳＴ－１（無花粉トールフェスク）」
や生産性の低い「ボンサイ３０００（矮性
トールフェスク）」という品種が開発され
ているが、種子の価格が高いことや生
産性が低いこと等から、緑化用としての
利用に限定されており、代替は非常に
困難。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地やの
り面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、広く利用されている。
・奄美地域では、要注意外来生物に選
定される等で利用されなくなった。

・海外で侵略的な外来種とされ、
日本でも河川で分布を拡大し、三
省調査で法面緑化地周辺で逸出
が確認されている。特に、北海道
や本州の亜高山帯にある国立公
園の自然草原へ侵入し、草原に
特有な希少種等への影響が問題
となっている。このような場所で利
用する場合には、種子の逸出を
防止する配慮が必要である。
・牧草利用する際には、牧草地が
への種子の逸出を防止するため
に、結実前に刈り取り、周縁部の
草刈りを適切に行うとともに、利用
しない種子については放置せず
に適切に処分するよう努める。そ
の他の非意図的な外来種の混入
を防ぐ観点から、種子証明のある
種子の利用が望ましい。

・（独）家畜改良センターの業務
（飼料作物の増殖に必要な種苗
の生産・配布　家畜改良センター
法§10①三）として、増殖を行っ
ている。
・オーストラリア、ニュージーラン
ド、合衆国の一部地域で侵略的と
なっている。

①要注意、②
W100：日本③村
中：A,④FAO：８、
⑥専門家：草原
43、⑦各県：青
森・栃木・埼玉・
愛知・広島・佐
賀・奄美、⑧河
川：61,99,112、⑨
三省：環・農・林・
国道

世雑Ⅲ、花
粉、外来生
物、IPSW、
農林水産
省・林野庁
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※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

183 224 イネ
ドクムギ属（ライグ
ラス類）

Lolium spp.
分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

旧要注
意

河原や自然草原、
ボウムギは海岸砂
地

Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
ヨーロッパ原産、温
帯～暖帯

明治時代に入り、北海道、本
州、四国、九州、琉球。

1.0m、一
年草～
多年草

畑地、樹園地、路傍、空地、荒
地に生育。日当たりの良い、温
暖な肥沃地を好む。

・飼料用（主に採草用）として全国で
利用されており、関東以西の単年
生牧草としては、（おそらく）最も利
用されている草種。北海道・沖縄を
除く地域では、基幹となる草種。
・牧草として利用する際は、種子が
結実する前に収穫するため、種子
が飛散して繁殖する可能性は通常
はない。
・多くの種苗会社から販売されてお
り、公的機関及び民間種苗会社で
の品種開発も行われている。
・多くの県の奨励品種に登録されて
おり、生産が奨励されている。
・比較的耐湿性を有することから水
田裏作での栽培に適していること
や、さらに生産性・栄養価・嗜好性
等非常に優れており、代替となる種
はない。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、利用され
ている。

河川での分布拡大のほか、三省
調査でも法面緑化地周辺で逸出
が確認されている。特に、河川敷
への侵入が問題となっている。国
立公園や、特有な希少種等が生
育している河川敷周辺では可能
な限り利用を控えるか、このような
場所で利用する場合には、種子
の逸出を防止する配慮が必要で
ある。牧草利用する際には、牧草
地外への種子の逸出を防止する
ために、結実前に刈り取り、周縁
部の草刈りを適切に行うとともに、
利用しない種子については放置
せずに適切に処分するよう努め
る。その他の非意図的な外来種
の混入を防ぐ観点から、種子証明
のある種子の利用が望ましい。

・（独）家畜改良センターの業務
（飼料作物の増殖に必要な種苗
の生産・配布　家畜改良センター
法§10①三）として、増殖を行っ
ている。
ネズミムギ（イタリアンライグラス）
L. multiflorum ,やホソムギ（ペレニ
アルライグラス）L. perenne ,、これ
らの雑種であるハイブリッドライグ
ラスL.  x hybridum等が利用され
る。家畜に食べられて糞に混入し
て運ばれることが多い。アレロパ
シー作用がある。ボウムギL.
rigidiumは海岸砂地に群生する。

①要注意、③村
中：B、④ＦＡＯ：
８、⑤対策：
H23:2、⑥専門
家：河原37、⑦各
県：青森・栃木・
埼玉・愛知・兵
庫・広島・奄美、
⑧河川：ﾎｿﾑｷﾞ
42,66,82、ﾈｽﾞﾐﾎｿ
ﾑｷﾞ
56,100,108、ﾈｽﾞﾐ
ﾑｷﾞ8,19,22、ｴﾀﾞｳ
ﾁﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ0,0,3、
ﾎﾞｳﾑｷﾞ3,6,5⑨三
省：環・農・国道、
⑪藤井委員

世雑Ⅲ、雑
管、花粉、
粗飼料、農
林水産省・
林野庁、藤
井委員、写
真図鑑

184 224 イネ
オオアワガエリ（チ
モシー）

Phleum pratense
分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

旧要注
意
亜高山帯や山地の
草原

Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ －
ヨーロッパ～シベリ
ア原産、温帯

明治初期に入り、全国に分布
1.0m、多
年草

畑地、樹園地、路傍、荒地に生
育。冷涼で多湿の気候を好
み、肥沃な日当たりの良いとこ
ろに多い。

牧草として優れた性質を持ち、栽培
品種も多い。
・飼料用（主に採草用）としてオー
チャードと並び最も広く利用（沖縄
県を除くほぼ全国）されており、北
海道～東北地方では基幹となる草
種で、北海道で利用される牧草のう
ち最も面積が広い。世界的に利用さ
れている牧草種のひとつ。
・牧草として利用する際は、種子が
結実する前に収穫するため、種子
が飛散して繁殖する可能性は通常
はない。
・多くの種苗会社から種子が販売さ
れており、公的機関及び民間種苗
会社での品種開発も行われてい
る。
・多くの県の奨励品種に登録されて
おり、生産が奨励されている。
・生産性・永続性・栄養価等の観点
から、代替となる牧草種はない。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、利用され
ている。

自然草原への侵入が問題となっ
ている。国立公園や、特有な希少
種等が生育している自然草原の
周辺では可能な限り利用を控える
か、このような場所で利用する場
合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。牧草利用する
際には、牧草地外への種子の逸
出を防止するために、結実前に刈
り取り、周縁部の草刈りを適切に
行うとともに、利用しない種子につ
いては放置せずに適切に処分す
るよう努める。その他の非意図的
な外来種の混入を防ぐ観点から、
種子証明のある種子の利用が望
ましい。

・（独）家畜改良センターの業務
（飼料作物の増殖に必要な種苗
の生産・配布　家畜改良センター
法§10①三）として、増殖を行っ
ている。
ミヤマアワガエリとの交配可能。

①要注意、③村
中：B、④ＦＡＯ：
9、⑤対策：
H20:<4、⑥専門
家：草原38、⑦各
県：愛知、⑧河
川：24,39,34、⑨
三省：国道

世雑Ⅲ、農
林水産省・
林野庁

185 224 イネ
モウソウチクなどの
竹類

Phyllostachys
edulis、
Phyllostachys
spp.

分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

二次林、自然林 Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ ◎ × ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ －

モウソウチクは中
国原産。マダケP.
reticulat aやは中国
原産説もあったが
日本原産らしい。
ハチクP. nigra var.
henoni sは中国原
産説と日本原産説
がある。

モウソウチクは江戸時代に渡
来。北海道南部から九州で栽
培、逸出。マダケは本州、四
国、九州、沖縄で栽培。ハチ
クは北海道中部以南から沖
縄で栽培。

約20m、
木本

植林地、里山の二次林や自然
林にも侵入し、林床の環境も変
えてしまう。

筍としての食用、竹材、物を包むの
に皮が利用される。

既にある竹林については、放棄す
ることなく適正に利用、管理される
ことが望ましい。適切な管理が持
続できない場所への新たな持ち
込みは行うべきではない。

広島県では、竹類のうちマダケと
ハチクが特に二次林等に侵入、
拡大し、環境を改変することで問
題になっている。

③村中：B、④ＦＡ
Ｏ：７、⑤対策：
H23:1、⑥専門
家：雑木47、⑦各
県：埼玉・愛知・
広島

便覧、樹の
花５

186 224 イネ
ナギナタガヤ（ネズ
ミノシッポ）

Vulpia myuros
分布拡大期
～まん延期

産業管
理外来
種

海岸砂地、草原 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ －

ヨーロッパ～西アジ
ア原産、世界の温
帯～暖帯に分布。
オーストラリアでは
侵略的。

明治初年に入り、北海道、本
州、四国、九州、琉球。

0.6m、一
年草

畑地、牧草地、庭、路傍、荒地
などに生育。日当たりの良い砂
質土壌を好む。海辺の砂地、
乾いた草地に多い。

密な群落を作って他の雑草を抑え
るため、近年は果樹園や道端の雑
草防除法の一つとして、改良品種を
含むナギナタガヤが、流通、販売さ
れ、栽培されている。

海外で侵略的な外来種とされ、日
本でも河川等で分布を拡大してい
る。大量に利用されるようになるこ
とで、生物多様性の保全上重要な
地域にも侵入するおそれがある。
果樹園等で利用する際には、利
用しない種子を放置せずに適切
に処分する。

これまでナギナタガヤはそれほど
大きな問題にはなっていないが、
大量に種子が撒かれることによ
り、周辺への影響が心配される。
温帯域の畑地、牧草地の雑草と
なっている。、

③村中：B、⑦各
県：奄美、⑧河
川：52,91,98

世雑Ⅲ、勝
山委員、便
覧、写真図
鑑、IPSW

187 224 イネ
ギネアキビ（ギニア
グラス、ギニアキ
ビ、イヌキビ）

Panicum
maximum

小笠原・南
西諸島

産業管
理外来
種

Ⅱ、Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ ◎

熱帯の東アフリカ
原産、18世紀から
20世紀初頭までに
熱帯アジアから太
洋州・豪州に導入
された。現在は、ア
フリカ、南ヨーロッ
パ、アジア、オース
トラリア、北アメリ
カ、南アメリカの熱
帯、亜熱帯の各地
に広く分布。南アメ
リカの熱帯地域と
太平洋地域のガラ
パゴス諸島やハワ
イ諸島で侵略的と
なっている。

1971年渡来。本州（関東以
西）、四国、九州、琉球（奄美
大島、沖縄島）で帰化。

2m、多
年草（短
年性の
品種もあ
る）

本来は熱帯アフリカの肥沃な
土壌で自生し、最適降雨条件
は1,000～1,300mmとされてい
たが、各地に導入されるのに
伴い、遺伝的に変異し、多くの
生態型がある。耐旱性、耐湿
性、耐踏圧性、耐暑性の高い
様々な品種が含まれる。路傍、
荒地、畑地、牧草地、草地、岩
石地、川岸、撹乱地に生育。日
当たりの良い湿った所を好み、
乾いた土壌にも適応する。

・暖地型（永年性）牧草として、関東
～沖縄地方で飼料利用されている
牧草種。
・センチュウ抵抗性があることから、
緑肥としてもハウス等での利用が行
われている。
・牧草として利用する際は、種子が
結実する前に収穫するため、種子
が飛散して繁殖する可能性は通常
はない。
・生産性や栄養価が高いことから、
飼料的価値は非常に高く、多くの県
の奨励品種に登録されており、生産
が奨励されている。
・品種開発も公的機関及び民間種
苗で行われている。
・特に沖縄地方で利用可能な草種
は限定されるため、代替は困難。

・海外で侵略的な外来生物とさ
れ、奄美諸島の生態系等に影響
を及ぼすことが危惧される。奄美
諸島は固有種や希少種が多い地
域であることから、このような場所
で利用する場合には、種子の逸
出を防止する配慮が必要である。
結実前に刈り取りを行い、利用し
ない種子については放置せずに
適切に処分する。その他の非意
図的な外来種の混入を防ぐ観点
から、種子証明のある種子の利用
が望ましい。

ISSGではUrochloa maxima。その
他別学名多数あり。
・（独）家畜改良センターの業務
（飼料作物の増殖に必要な種苗
の生産・配布　家畜改良センター
法§10①三）として、増殖を行っ
ている。
種子と根茎により繁殖する。種子
の伝播は風、雨、動物、人間によ
る。種子の生産量は9000個以上
／株で、休眠性を持つ。

⑦各県：奄美、⑧
河川：0,2,1、⑩海
外：ISSG、⑪その
他：藤井委員

便覧、写真
図鑑、農林
水産省、牧
草、帰化植
物、世雑
Ⅲ、IPSW

188 224 イネ
アメリカスズメノヒエ
（バヒアグラス、オ
ニスズメノヒエ）

Paspalum
notatum

小笠原・南
西諸島

産業管
理外来
種

Ⅱ、Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ －

南アメリカ原産、北
アメリカ、アフリカ、
南アジア、オースト
ラリアに分布。

1969年渡来。本州（関東以
西）、四国、九州、琉球。

0.8m、多
年草

畑地、樹園地、牧草地、水田、
路傍に生育。日当たり良い湿っ
たところに生育。土壌の種類を
選ばない。耐干性がある。

・飼料用（主に放牧用）として利用さ
れている暖地型の永年生牧草で、
関東以西で利用されている。九州
地域での利用が盛ん。
・生産性の高い永年生の牧草として
は、耐暑性をもちかつ越冬可能（琉
球地域を除く地域）な種は、他にシ
マスズメノヒエ（ダリスグラス）が知ら
れている程度であり、代替種はな
い。
・国内で開発された品種もあり、種
子も流通している。
・いくつかの県の奨励品種に登録さ
れており、生産が奨励されている。
・緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、広く利用
されている。

・奄美諸島の生態系等に影響を
及ぼすことが危惧される。奄美諸
島の、固有種や希少種の生息・生
育地の周辺などでは可能な限り
利用を控えるか、このような場所
で利用する場合には、種子の逸
出を防止する配慮が必要である。
牧草利用する際には、牧草地外
への種子の逸出を防止するため
に、結実前に刈り取り、周縁部の
草刈を適切に行うとともに、利用し
ない種子については放置せずに
適切に処分するよう努める。その
他の非意図的な外来種の混入を
防ぐ観点から、種子証明のある種
子の利用が望ましい。

種子と根茎で繁殖する。種子形
成量が多く、風、雨、動物、人間
で伝播する。アレロパシー作用が
ある。熱帯～亜熱帯で牧草地か
ら逃げ出して雑草となっている。
雑草害はイネ、野菜、芝草、柑橘
類、材木に発現する。海外では危
険性の高い植物との評価があ
る。ブラジルでは深刻な雑草、
キューバでは重要な雑草、アルゼ
ンチンやハワイでは一般的な雑
草等となっている。

③村中：C、⑦各
県：広島・奄美、
⑧河川：
13,41,58、⑨三
省：国道

世雑Ⅲ、便
覧、帰化植
物、農林水
産省・林野
庁、ＧＡＷ
Ｗ、GCW,
PIER

19



※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　掲載種の付加情報（根拠情報）（案）（パブリックコメント版）　＜植物＞
【国外由来の外来種】

抽出根拠 文献等備考利用状況 利用上の留意事項原産地や分布 日本での分布 形態 生育環境など
特定外
来/旧
要注意

分布拡大・拡散生態系被害科名

評価項目

被害の深刻
度

特に問題となる地
域や環境

実効性・実
行可能性

選定理由No.
和名（別名、流通
名）

学名

対策優先度の要件※

科番
号

定着段階 カテゴリ
経済・
産業

付着・
混入

利用定着可能性 重要
地域
人体

資料２－２

189 224 イネ

ナピアグラス（ネピ
アグラス、エレファ
ントグラス、ペルー
グラス）

Pennisetum
purpureum

小笠原・南
西諸島

産業管
理外来
種

Ⅱ、Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ －

熱帯アフリカ原産、
南北アメリカ、オー
ストラリア、東南ア
ジア等、世界の熱
帯～亜熱帯で栽培
され、暖帯の一部
にまで分布。アフリ
カ南部、合衆国南
東部、ガラパゴス
諸島で侵略的とさ
れる。

昭和初期に奄美大島に導入
され、1955～1965年にかけて
九州、沖縄で広く栽培され
た。千葉県、東京都、鹿児島
（奄美諸島）、琉球で帰化。関
東以北では、高さ2～4mまで
に生育できるが、出穂するこ
とはなく、冬も越せない。

2～5m、
多年草

畑地、水田、水路、畦畔、溝、
路傍、森林、草地、荒地、川
岸、海岸の砂浜等、幅広い環
境に生育する。年間降水量
1,000mm以上、日当たりの良い
所、湿った土壌を好み、土壌の
種類を選ばない。耐旱性が強
く、耐冠水性や耐霜性はやや
劣る。

・暖地型（永年性）牧草として九州～
沖縄地方の無霜地帯で利用があ
り、世界的に利用されている。主に
青刈り、サイレージとして利用される
が、放牧利用されることもある。
・栄養価及び生産性が高いため、飼
料的価値が高く、鹿児島県（奄美）
及び沖縄県の奨励品種に登録され
ており、生産が奨励されている。
・九州～沖縄地方で利用可能な草
種は限定されるため、代替は困難。
・育種はおもにアフリカ、アメリカ等
で行われている。種内の形態的変
異が大きい。近縁のトウジンビエ
（パールミレット）P. typhoidesの雑
種は、不稔であるが生育がよく、飼
料に適している。
・土壌侵食防止や防風のために植
え付け、稈で屋根をふいたり、囲い
をつくったりする。

海外で侵略的となっている地域が
あり、奄美諸島の生態系等に影
響を及ぼすことが危惧される。奄
美諸島は固有種や希少種が多い
地域であることから、このような場
所で利用する場合には、種子の
逸出を防止する配慮が必要であ
る。結実前に刈り取りを行い、利
用しない種子については放置せ
ずに適切に処分する。その他の非
意図的な外来種の混入を防ぐ観
点から、種子証明のある種子の利
用が望ましい。

奄美地域には鹿児島県RDB準危
惧のシマチカラシバP. sordidum
が生育。種子と根茎により繁殖す
る。種子形成量が少なく、ほとん
ど不稔であるため、主に根茎によ
る繁殖が行われる。繁殖は３～４
根節ずつ切った茎を挿すか、株
分けによる。茎の断片は１節ある
と再生し、伝播の重要な手段とな
る。熱帯～亜熱帯の牧草地から
逸出して雑草化している。イネ病
害虫の奇主となることも知られて
いる。

⑦各県：奄美、⑪
その他：藤井委員

写真図鑑、
農林水産
省、便覧、
世雑Ⅲ、有
用、粗飼
料、IPSW
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【国内由来の外来種・国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種】

※緊急対策外来種・重点対策外来種のみ

生物 輸入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続

定着を予防する外来種（定着予防外来種）

侵入予防外来種

190 0 イワヅタ
変異種のイチイヅ
タ（キラー海藻）

Caulerpa taxifolia 未定着
侵入予防
外来種

Ⅳ ○ ○ (◎) － ○ ◎ (◎) ○ ○ ○ － (◎) － －

イチイヅタは南西
諸島に分布してい
るが、世界的に問
題となっているの
は地中海の変異
型で、変異型の日
本での定着は確認
されていない。

海藻

熱帯～亜熱帯海域に分布す
るものは20℃以下では生存
できないが、地中海に生育す
るものは10℃以下でも死滅し
ない。

本種の流通、販売は確認されな
かったが、水族館で展示されてい
たこともあり、観賞用の海藻として
熱帯魚店などで販売される可能性
がある。

海外で侵略的な外来種とさ
れ、日本でも利用されてい
る可能性がある。栽培に用
いた水を含め、自然海域に
持ち込むべきではない。

緑藻植物門

②Ｗ100：ＩＵＣＮ・
日本、⑦各県：佐
賀、⑩海外：ISSG、
⑪その他：岩崎委
員

H16第１回
G会合植物
資料、海洋
産業研究
会（2003）

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）

緊急対策外来種

191 109
トウダイグ
サ

小笠原諸島・奄美
諸島などのアカギ

Bischofia
javanica

小笠原・南
西諸島

緊急対策
外来種

①②③ ⑤
小笠原諸島や奄
美諸島

Ⅱ、Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ －
琉球（沖縄諸島、
八重山列島）

25m、半
常緑性
高木

森林に広くみられるが、野生
化どうか不明な所も多い。

庭木、街路・防風樹。市販品が流
通、販売されている。

温暖な地域では分布拡大
の可能性が高いので、可能
な限り利用を控えるか、種
子の逸出を防止する配慮
が必要である。

首里金城の大アカギは文化
財保護法で天然記念物に
指定。

②Ｗ100：日本、③
村中：A、⑤対策：
H20:<4、⑥専門
家：海洋島34、⑦
各県：小笠原・奄
美

木本Ⅰ、樹
木、JF

重点対策外来種

192 93 ケシ
白山などの高山帯
のコマクサ

Dicentra
peregrina

定着初期
／分布限
定

重点対策
外来種

①②③

白山、北海道の
樽前山・羊蹄山・
前天塩岳、白
山、日光白根山

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ○ ◎ - - ◎ -

北海道・本州中北
部、千島・カム
チャッカ・樺太・シ
ベリア東部

0.1m、多
年草

高山の砂礫地に点々と生え
る。

市販品が流通、販売されている。

産地が異なるものや不明な
ものの持ち込みは、遺伝的
攪乱を引き起こすので行う
べきではない。高山帯は、
自然公園法等により植物の
植栽が規制されている。

自然公園法の指定植物。
⑥専門家：高山
22、⑪その他：白
山で駆除

草本Ⅱ、JF

193 109
トウダイグ
サ

屋久島などのアブ
ラギリ（ドクエ）

Vernicia cordata
定着初期
／分布限
定

重点対策
外来種

①②③ 屋久島 Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ - ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ - ◎ -

本州（中部地方以
西）、四国、中国、
九州、朝鮮半島、
中国、台湾。

15m、落
葉高木

山地に生えるほか、栽培され
る。強健で生長は比較的早
く、湿潤な土壌、日当たりを
好む。剪定、移植に耐える。

種子からとる桐油は有毒だが、乾
性油としてすぐれ、印刷用インクや
ペンキ、油紙などに利用。昔は和
傘に塗った。樹皮のタンニンは染
色や皮なめしに利用。材は下駄や
器具に利用。

強健で生長は比較的早く、
シカの食害を受けないこと
から急激に増加し、在来種
との競合、駆逐が危惧され
る。生物多様性の保全上重
要な地域への持ち込みは
行うべきではない。

別学名Aleurites cordata。
中国の広東省と福建省が
原産で日本には約300年前
に渡来したとされたが、中
国には自生しないことから、
現在は日本が原産と考えら
れている。種子が原因の食
中毒の事例がある。増殖は
実生による。

⑪その他：日本生
態学会

便覧、千葉
県植物誌、
Ylist、目
録、樹花
４、木本
Ⅰ、有用、
園芸事典

194 37 マツ
小笠原諸島などの
リュウキュウマツ
（オキナワマツ）

Pinus luchuensis
小笠原・南
西諸島

重点対策
外来種

①②③ 小笠原諸島 Ⅱ、Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ - - ◎ -
吐噶喇列島以南
の琉球

25m、常
緑高木

暖地の森林に生える。
庭木、防風・防潮樹に利用される。
市販品が流通、販売されている。

温暖な地域では分布拡大
の可能性が高いので、小笠
原諸島など自然分布域でな
い場所では可能な限り利用
を控えるか、種子の逸出を
防止する配慮が必要であ
る。

母島・父島の松枯れの原因
のマツノマダラカミキリがグ
リーアノールに食害されて、
再繁茂。落葉層による他種
の発芽抑制。

⑤対策：H20:<4、
⑥専門家：海洋島
25、⑦各県：小笠
原

木本Ⅰ、樹
木、JF

195 50 クワ
小笠原諸島などの
ガジュマル

Ficus microcarpa
小笠原・南
西諸島

重点対策
外来種

①②③
小笠原諸島の父
島

Ⅱ、Ⅳ ◎ × - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - - ◎ -

屋久島以南・琉
球、台湾・中国大
陸南部・東南アジ
ア・インド・ニュー
ギニア・オーストラ
リア

20m、常
緑高木

海岸近くに生える。

南西諸島では防風、防潮用のほか
木陰樹としても植えられる。市販品
が流通、販売されており、観葉植物
としても利用される。

温暖な地域では分布拡大
の可能性が高いので、可能
な限り利用を控えるか、種
子の逸出を防止する配慮
が必要である。

果実は食べられる。ISSGの
表題はFicus microcarpus

⑥専門家：海洋島
6、⑦各県：小笠
原、⑩海外：ISSG

木本Ⅰ、
JF、観葉植
物

106 50 クワ
小笠原諸島などの
シマグワ

Morus australis
小笠原・南
西諸島

重点対策
外来種

①②③
小笠原諸島のオ
ガサワラグワの
生育地

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - - ◎ -
九州南部、南西諸
島から中国大陸、
インド東部

10m、落
葉高木

低山地の林内に生える。

養蚕用に栽培される。市販品が流
通、販売されている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地
やのり面等の緑化）の観点から非
常に優れていることから、利用され
ている。

クワ属の在来種の生育場
所の周辺では、可能な限り
利用を控えるか、花粉の散
布を防止する配慮が必要で
ある。

シマグワM.austaralis とヤマ
グワM. bombycisを分ける
見解と、ヤマグワ（シマグ
ワ）M. austaralis として同種
とする見解がある。

⑥専門家：海洋島
24・交雑24、⑦各
県：小笠原

木本Ⅰ、有
用、園芸事
典、樹木、
JF

197 196 オオバコ 高山帯のオオバコ Plantago asiatica 普通種
重点対策
外来種

①②③
ハクサンオオバ
コが生育する白
山や立山

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ - ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ - ○ ◎
千島・樺太、北海
道～琉球、朝鮮、
中国

0.5m、多
年草

日当たりの良い道端や荒地
に普通

市販品が流通、販売されている。
葉に斑が入る園芸品種が栽培され
る。

高山植物であるハクサンオ
オバコとの交雑が確認さ
れ、遺伝的攪乱が危惧され
ている。こうした問題は野生
品の非意図的な持ち込み
によると思われるが、栽培
品についてもこうした問題
を引き起こさないよう、オオ
バコ属の希少種の生育場
所の周辺には持ち込みを
行うべきではない。

⑤対策：H20:14

草本Ⅲ、雑
管、花粉、
JF、園芸事
典

 その他の総合対策外来種

198 57 タデ 山地のギシギシ Rumex japonicus 普通種
その他の
総合対策
外来種

北海道、早池
峰、立山など、希
少種のギシギシ
属の生育場所

Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
日本全土、朝鮮・
中国・千島・樺太

1.0m、多
年草

原野や道端の湿地に多い
市販品が流通、販売されている。
薬用や染色に利用される。

ギシギシ属の植物は雑種を
作りやすく、希少種の遺伝
的攪乱が懸念される。ギシ
ギシ属の生育場所の周辺
には持ち込まないか、花粉
の散布を防止するよう配慮
する。

日本では最近報告はない
が、シュウ酸を含むので中
毒を起こす。

⑤対策：H20:<4

草本Ⅱ、雑
管、花粉、
牧草、JF、
園芸事典、
世雑Ⅱ

199 225 ヤシ
九州北部以北の
森林内などのシュ
ロ類

Trachycarpus
spp.

分布拡大
期～まん延
期

その他の
総合対策
外来種

温暖な地域の森
林

Ⅰ、Ⅳ ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎ ○ - - ◎ -

シュロT. fortune i
は南九州の原産で
中国にも分布、ト
ウジュロT.
wagnerianusは中
国原産。本州以南
に分布。

7m、常
緑高木

市街地を中心に野生状態の
ものがみられる。

市販品が流通、販売されている。

二次林にも自然林にも侵入
するので、特に温暖な地域
では、可能な限り利用を控
えるか、種子の逸出を防止
する配慮が必要である。

シュロとトウジュロの識別は
やや困難。
ISSGはシュロT. fortunei

⑥専門家：雑木
38・極相25、⑦各
県：埼玉、⑩海外：
ISSG

便覧、木本
Ⅱ、JF

特定外
来/旧
要注意

経済・
産業

No. 利用上の留意事項定着段階科名
重要
地域

カテゴリ
和名（別名、流通
名）

科番
号

特に問題となる
地域や環境

抽出根拠学名 生態系被害 形態被害の深
刻度
実効性・実
行可能性

分布拡大・拡散定着可能性選定理由 人体 備考利用状況分布

対策優先度の要件※

文献等利用利用
付着・
混入

生育環境など

評価項目
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＜種の抽出に利用した既存の文献等＞

作業量の限界から、全体で数百種類程度となるよう、かつできるだけ異なる観点から抽出を行った。

①特定外来生物(12種）と要注意外来生物（84種）

②IUCNのワースト100のうち植物27種(在来種を除く全種が既に①に含まれている）。http://www.issg.org/database/species/search.asp?st=100ss&fr=1&str=&lang=EN

日本の侵略的外来種ワースト100のうち植物26種（既に全種が①に含まれている）。日本生態学会（2002）外来種ハンドブック．地人書館．

③村中ら（2005）掲載の108種（※河川重視の評価）。

村中孝司・石井潤・宮脇成生・鷲谷いづみ(2005)特定外来生物に指定すべき外来植物種とその優先度に関する保全生態学的視点からの検討．保全生態学研究10：19-33．

④ＦＡＯ方式による雑草性リスク評価の結果、６点以上の特に注意すべき外来植物（＊は今後導入される可能性のある外来植物）

外来生物のリスク評価と蔓延防止策(文部科学省科学技術振興調整費・重要課題解決型プロジェクト)による雑草性リスク評価、日本農学会（2008）外来生物のリスク管理と有効利用．養賢堂．

⑤地方公共団体や民間団体により、対策の対象となっている種（数字は対策事例数）

環境省自然環境局野生生物課(2009)平成20年度外来種対策事例等に関する調査報告書．

環境省自然環境局野生生物課(2012)平成23年度外来種問題調査検討業務報告書．

⑥専門家アンケートで、ハビタットや在来種への影響が大きい(74人中5名以上があげた）種（数字は回答者数）

ハビタットの種類：海洋島、水生植物群落、河原・崩壊地の貧栄養砂礫地、里山の二次草原、貧栄養湿地、砂浜海岸、高山植生、塩性湿地、雑木林・都市林、極相林、低地岩場、海岸の岩場

小池文人・小出可能・西田智子・川道美枝子(2010)専門家アンケートによる在来植物の脅威となる外来生物の重要度評価　http://vege1.kan.ynu.ac.jp/lecture/invasiveness2010.pdf

⑦都道府県などで特に侵略的または優先的に対策すべきとされる種

北海道ブルーリスト2010，http://bluelist.hokkaido-ies.go.jp/

　カテゴリーA２：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の必要性について検討する外来種17種 （カテゴリーA1はなし、A3は106種が掲載）

青森県（2006）青森県外来種対策学術調査報告書－青森県外来種リスト－．http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kankyo/shizen/files/2008-0607-1553-a.pdf

　カテゴリーA(侵略的定着外来種）：本県に定着している外来種のうち、生物多様性への影響が報告されている又は懸念される種のうち、代表的な選定種30種

栃木県、長谷川順一（2008）栃木県の自然の変貌，自然の保全はこれでよいのか（自刊）．

　近年増加が顕著な帰化植物

群馬県、石川真一・清水義彦・大森威宏・増田和明・柴宮朋和（2009）外来植物の脅威－群馬県における分布・生態・諸影響と防除方法－．上毛新聞社事業局出版部．

　県内で生育が確認され、生態系等への被害が想定される｢県内危険外来種｣11種

埼玉県環境防災部みどり自然課（2005）埼玉県内において在来の植生に悪影響を及ぼすおそれのある侵入的外来植物について．改訂・埼玉県レッドデータブック2005植物編299-306pp．

　危険度５　極めて危険・すでに在来植生に侵入し、在来種と競合して在来種を駆逐しているもの。コカナダモ、オオフサモなど17種

　　　　　　　　　　　　　　・すでに在来の種と交雑し、雑種に繁殖力があるもの。セイヨウタンポポなど

　危険度４　非常に危険・すでに在来植生に侵入し、近い将来、在来種を駆逐する危険の高いもの。オニマタタビなど25種

　　　　　　　　　　　　　　・すでに在来種との交雑が確認されているが、現時点では雑種に繁殖力がないもの

　侵入した植生のタイプ：河川敷、池沼・湿地、落葉樹林、林縁、路傍等

千葉県外来種対策(植物)検討委員会(2010)千葉県の外来種(植物)の現状等に関する報告書．　http://www.bdcchiba.jp/alien/bdc-alien/alienplantsreport2009.pdf

　｢影響度｣および｢緊急度｣、｢容易性｣がともにＡランクの23種

愛知県環境部自然環境課（2012）愛知県の移入動植物ブルーデータブックaiti2012（STOP!移入種　守ろう！あいちの生態系～愛知県移入種対策ハンドブック～付属資料抜刷）

　http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/gairai/handbook/pdf/10_shiryou3-plants.pdf

　環境影響が大きい、あるいは今後大きくなることが予想される植物78種

愛知県、上記のうち「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（以下「条例」という。）において、生態系に著しく悪影響を及ぼすおそれのある移入種13種

　http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/gairai/jorei.html

滋賀県で注意すべき外来生物、10種　http://www.lbm.go.jp/emuseum/zukan/gairai/shiga.html

　ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例、指定外来種　http://www.pref.shiga.lg.jp/d/shizenkankyo/kyoseijourei.html#kisyo_gairai

京都府外来生物情報、京都府外来生物リスト

　被害甚大種（京都府内における被害が大きく、又は大きくなる可能性が強く緊急に策が必要な外来種）５種　http://www.pref.kyoto.jp/gairai/list/spermatophyta.html

　被害危惧種（京都府内における被害があり、又は被害が生じる可能性が強く対策が必要な外来種）のうち特に被害が大きいと認められる種37種　http://www.pref.kyoto.jp/gairai/data/index.html

兵庫県(2010)生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物への対応，兵庫県の生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物リスト（ブラックリスト）(2010)

　Ｚ警戒種（生物多様性への影響が大きい、または今後影響が大きくなることが予測される32種）

鳥取県生物学会（2007）鳥取県の外来性動植物のリスト(2007)．山陰自然史研究3:37-45．

　本県への影響大とされる10種

岡山県，外来食虫植物の除去（岡山県自然保護センター） http://opnacc.eco.coocan.jp/chosa-kenkyu/gairai-shokuchu-shokubutsu.html

広島県、吉野由紀夫・太刀掛優・関太郎(2007)広島県における外来植物の現状とその問題点．比婆科学224:1-18．

　ランクA：広島県の自然生態系に重大な影響をおよぼすおそれのある種64種

愛媛県野生動植物の多様性の保全に関する条例に基づく侵略的外来生物の公表について http://www.pref.ehime.jp/h15800/gairaiseibutu/index.html、侵略的外来生物40種

佐賀県環境の保全と創造に関する条例、移入規制種18種、http://www.pref.saga.lg.jp/web/kurashi/_1262/_33058/_33943/joureikiseishu.html

宮崎県版レッドデータブック改訂検討委員会（2011）改訂・宮崎県版レッド－データブック宮崎県の保護上重要な野生生物．宮崎県環境森林部自然環境課．植物のブラックリスト11種類

小笠原諸島、延島冬生（2010）小笠原諸島に侵入している外来植物の現状．植調44(1)5-13．侵略的外来樹木9種、侵略的外来草本8種

奄美、環境省九州地方環境事務所那覇自然環境事務所（2010）平成21年度奄美地域における国立公園特別地域内放出l規制植物種検討調査業務報告書．

⑧多くの河川で確認されている種と、確認される河川数が急激に増えている種（表の数字は３回の調査での確認河川数で、下記に該当する種は太字で示した）
河川水辺の国勢調査１・２・３巡目調査結果総括検討〔河 川 版〕（生物調査編）平成20 年3 月　国土交通省河川局河川環境課　http://www3.river.go.jp/gaiyou.htm

a.多くの河川で確認されている

　１巡目から３巡目までのいずれかで、出現率（出現河川数／対象河川数）が50％を超えるもの（史前帰化植物を除く）。

b.確認される河川数が急激に増えている

　１巡目から３巡目までに確認河川が４倍以上、または２巡目から３巡目までに確認河川数が２倍以上になった種

　（各回の対象河川数の違いは出現率として補正して算出、１巡目や２巡目の出現河川数が０の種類も含む、３巡目の確認河川数が10以上を対象）

　１巡目：Ｈ２～Ｈ７に78河川で実施、２巡目：Ｈ８～H12に119河川で実施、３巡目：H13～H17に121河川で実施

⑨緑化植物に関する三省調査で、法面緑化地周辺において逸出が確認された種（括弧内は調査実施主体の略）
環境省自然環境局・農林水産省農村振興局・林野庁・国土交通省都市・地域整備局・国土交通省河川局・国土交通省道路局・国土交通省港湾局（2006）平成17年度外来生物による被害の防止等に配慮し
た緑化植物取扱方針検討調査委託事業報告書．
　なお、生態系への影響に対応した望ましい取扱方向（案）の対象種は、イネ科植物、ハリエンジュ、（外国産）在来緑化植物とされている。

⑩海外の評価

ISSG掲載の在来種以外：Lists of Invasive Alien Species (IAS)，http://www.issg.org/database/reference/Index.asp

⑪その他

検討委員からの情報提供
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